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「あっれぇ～～……」

　星空を見上げて少年はそうつぶやいた。

「っかしいなぁ、こんなはずじゃなかったんだけど」

　周囲は見渡す限りの荒野。所々に貧乏くさい草むらが見えるだけ。ビルもなければ町の喧けん噪そうも聞こえない。少年が大の字になって寝転がっている場所も、アスファルトやコンクリートで舗ほ装そうされているわけでもない、剝むき出しの乾いた土の上なのだ。少年から少し離れた場所に、巨大な車輪の轍わだちが続いている以外は、これといって文明の痕こん跡せきはない。

　まるでどこか他の世界のようにも思える。しかしここは日本なのだ。それは間違いないのだが、また他の世界でもあるのだ。

「突然、学校が異世界に転てん移い！」

　満天の星空へ向かって少年は吼ほえた。

「学校周辺をうろつくモンスター！　現れる謎なぞの美少女、それも金髪ツインテール!!　さらに言うなら軍服ですぜ、奥さん!!」

　そして勢いをつけて一気に立ち上がる。

「まさに燃えるシチュエーション！　そう、草くさ冠かんむりじゃなくて、あくまで火ひ偏へんの燃え!!　今こそ俺主役の血湧き肉躍る冒険浪ろ漫まんの幕開けの時!!」

　天高く拳こぶしを突き上げる少年だが、その意気をあざ笑うかのように腹の虫が鳴る。

「だったんだけどなぁ……」

　少年は再び荒野にばたんとばかりに倒れ込む。

「あ～～、腹減った。普通はアレだろ、ゲームバランス的にこの辺りには、倒すと食料になる雑ざ魚こモンスターがいるべきだろう。さもなきゃあれだ、近くの村に住む可憐な美少女が通りかかって……」

　そこで一旦、口をつぐみ少年は考えを巡めぐらせる。ゲームじゃあるまいし、こんな夜中に美少女が荒野を通りかかるわけもない。

　大体は今は……。そういえば何時だ？

　携帯電話はしばらく充電できるあてがなさそうなのでうかつには使えない。バッテリーは少しでも長持ちさせた方がよいだろう。通話機能やメール、ＧＰＳは使えないが、カメラや電卓、ボイスメモは問題なく動作する。今の状況からしても、そのうち必要になる事もあるだろう。それを考えると時計を見る電力も惜しい。少年は制服の内ポケットから、妙みように古めかしい懐かい中ちゆう時計を取り出した。

　もうすぐ午後十時。

　一週間前ならこの時刻には、寮の自室でバラエティ番組や映画を見たり、あるいはあてどもなくインターネットで消灯までの時間を潰つぶしていたはずだ。

　ふうとため息をついて少年はまた星空を見上げる。周囲に大きな町や道路が通っていないにもかかわらず、夜空を飾る星々はいささか物足りない数だ。都市の照明と大気汚染に覆おおわれた東京の夜空と比べても、見えている星は大して変わらない。月の光も何やらぼんやりとして見える。

「まぁ今さら一人でがたがた言っても意味ねえし！」

　無む駄だに力強く少年は自分自身に言い聞かせる。

「寝るか、とりあえず！　目が覚めれば何か思いつくだろう」

　そんな少年をあざ笑うかのように腹がぐうと鳴る。

「そういえば学校出てから何も食べてねえな。ええい、静まれ！　俺の腹の虫!!」

　少年は思わず上半身を起こして、再び自分自身にそう言い聞かせた。

　その時だ。何かに気付いた少年は周囲を見回す。周囲を照らすのは月の光だけ。しかし目をこらすと、地平線の辺りに何か光る物が見える。それは月の輝きを反射しているという様子でもない。自ら光を放っている。それも人工物、電灯のようだ。さらに言うならば、その輝きは少しずつ移動しているのだ。

「おお、やりぃ！」

　少年は空腹を忘れて思わず立ち上がる。

「学校から助けが来たか？　いや、それじゃシナリオ的に盛り上がらないな。やっぱりここはクールな流浪の戦士とか、漆しつ黒こくの馬に乗った謎めいた美女ってのが定番だろう。お～～い、ここだー！　助けてくれ～～!!」

　近づいてくる灯りに向かって少年は大きく手を振りながら駆かけ寄っていった。灯りの主の方も少年に気付いたようだ。速度を上げ、方向を変えて近づいてくる。

「お～～い、ここだ。ここ！」

　草むらをいくつか飛び越えていくにつれ、少年の方もそれに気付いた。

　音が聞こえる。それも爆ばく音おんだ。低く腹の底まで響ひびき渡るような重低音。自動車かなにかのエンジン音に間違いない。

　ぼんやりとした月明かりの下から浮かび上がってくる影。少年はそれを見て、最初は小型トラックかと思った。

　しかしそれにしては様子が変だ。最初に見えた光はヘッドライトのもののようだが、それは中央に一つだけ。強烈な光により逆光となっているので、正確なディテールを見て取る事はまだできないが、フロントタイヤが一輪だけなのは辛うじてわかる。

　トラックではない。バイクなのだ。それも装甲車を縦に二つ割りにしたような、ごつく巨大なバイク。バイクというよりは金属の鎧よろいを纏まとった恐竜を連想させるほどだ。トラックかと思えたのは、その巨大なバイクが背後に一般的なワゴン車より二回りほどは大きい、幌ほろ付きの台車を引っ張っているからだ。逆光の中に浮かび上がるその姿はトラックというよりは、西せい部ぶ劇げきに出てくる幌馬車を連想させた。ただ違うのは引っ張っているのが馬ではなく、大型バイクというところだ。

　バイクというからにはサドルにまたがっている人間がいるはずだ。確かにそれらしい影は見える。だがヘッドライトの逆光で、顔かたちまでははっきりと見て取る事はできなかった。

　何とも異い様ようなバイク、それと夜の荒野で出逢うのだから普通は警けい戒かいする。そう、あくまで普通は警戒するものだ。

「いやぁ、いいところで会った。ちょっと助けてくれよ、日本語わかるんだろう？　ゆーあんだすたん？」

　しかし少年はさして意に介かいする事もなく、その大型バイクにまたがる相手に気安く声をかけた。どうやらあまり普通の神経は持ち合わせていないようだ。もっともここ数日間というもの、これまでの日常を根底から覆くつがえすような出来事ばかり。多少は感覚がずれてきてもおかしくはない。

　近づいてくる少年を発見したのかバイクは速度を落として停まる。まだエンジンはかかったままだ。足あし下もとの荒れ地を揺ゆるがすようなエンジン音が響き渡っていた。

「あれ、日本語わからないのかな？　困ったなぁ、英語なら少しはいけるんだけど。あいきゃんすぴーくいんぐりっしゅ、べりーりとる……。まいねーむいず達たつ哉や……」

　果てしなく微妙な発音でそう言う少年にバイクの方から声がかけられた。

「なんだお前は？」

　低い男性の声だ。

「日本語で構かまわないぞ、一応、ここも日本には変わりねえからな」

　そう言うとバイクにまたがっていた男は、手にしたハンドライトを少年へと向ける。

「うぉ、まぶし！」

　強い光に少年は思わず目ま蓋ぶたを閉じる。

「お～～、悪い悪い。え～～と、なんて言ったか。坊ぼう主ず。達哉だったか？」

　バイクの男はそう言うと、ハンドライトを消しバイクのヘッドライトの光量も落とす。

「そうっす！　達哉、葦あし谷や達哉！　たっくんと呼んでもいいっす、呼ばなくてもいいけど!!」

　少年は顔を上げてそう名乗った。

「そうか、達哉か。葦谷、達哉ねえ……」

　ヘッドライトの光量が落とされた事もあり、ようやくバイクのサドルにまたがっている男の姿が見て取れる。

　年の頃は四十歳代というところだろうか。テンガロンハットにオイルスキンのコート。何か西部劇崩くずれといった格かつ好こうだ。ゴーグルの付いた古びたテンガロンハットの下から伸びる髪は後ろでぞんざいに結ばれており、顎あごや口元は無ぶ精しよう髭ひげで覆われていた。













「で、何の用事だ。坊主。ガキはおうちに帰る時間だぞ」

「いやだなぁ、見てわかりませんか？」

　男はそう答えた達哉をまじまじと見つめる。

「おお、そうか。学校へ行く途中か。じゃあがんばれよ、苦学生」

　確かに達哉は学校の制服姿。胸に校章が付いたブレザータイプの制服だ。

「んなわけないでしょ、おっさん！　いや、ある意味間違ってるというわけでもないんだけど……。って、おっさん!!　待てよ、待ってくださいって！」

　男は達哉に構わず再びバイクを走らせようとする。達哉は慌あわててその前に立ちはだかった。

「坊主、俺は忙しいの。大人は仕事をしなきゃ食っていけないのよ。親に食わせてもらってるガキとは違うんだ」

　その言葉に答えるかのように、達哉の腹がぐうと鳴った。

「いや、だからさ。その食うって話なんだけど……」

　先程、時間を確認するため、内ポケットから出して手に持ったままの古めかしい懐中時計。それがバイクのヘッドライトに照らされて光を放った。その輝きを目にした時、テンガロンハットの下で男の面が一瞬、強こわ張ばる。

「おっさん、なんか食う物持ってない？　ちょっとだけでいいんだけど。金はないけど、って言うかこの世界でどんな金が使われてるかわからんけどさぁ。あ、そうだ。これと交換でどうよ？」

　達哉は手に持ったままの懐中時計にようやく気付いたようだ。それをバイクの男の方へ差し出した。

「いや、止やめておこう。どうやらそれは結構な年代物みてえじゃねえか。大切に取っておくんだな」

　何事もなかったかのように男はそう言うと、テンガロンハットの鍔つばを指で弾はじいて上に上げると続けた。

「達哉と言ったな。お前、ひょっとして一週間くらい前に東京湾に現れたとかいう、妙にモダンな町の人間か？」

「モダンなんて古めかしい言い方しますね、おっさん」

「うるせい、答えろ。坊主！　さもないと本気で置いていくぞ！」

　男は怒ど鳴なりつけるが、達哉はさして意に介していない様子で答えた。

「まー東京湾と言えば東京湾ですね。もともと東京湾にありましたからねえ。こっちでも東京湾と言うのかどうかはわかりませんけど」

「一応、東京湾だ。まぁお前の知ってる東京湾とは違うだろうし、俺が知っていたはずの東京湾とも違うはずだ」

　男は妙に遠回しな言い方をするが達哉はその意味には気付かなかったようだ。バイクのエンジンを止め、勢いをつけてサドルから飛び降りた男は、改めて達哉に向かって言った。

「こっちに来てから一週間くらいだとすると、まだこの世界の流りゆう儀ぎは知らねえだろう」

「この世界っていうと、パッチなんとかワールド？」

「パッチワークワールドだ。坊主。少なくとも連中はそう呼んでいる。その名前は知ってるという事は、連中と会った事はあるんだな」

　その言葉に達哉はぽんと手を打つ。

「そうそう、シティファーザーズって奴でしょ？　ファーザーズでボゥイって言うのに、金髪ツインテールの女の子だったんだけど。普通はあれだ、ファーザーって『モテモテじゃよー！』とか言う変態を想像するもんな。なぁおっさん」

　何やらまくし立てる達哉に、男はうんざりとした顔をする。

「うるせい、坊主。俺が聞いた事だけ答えればいいんだ。それに俺はおっさんじゃねえ」

「おっさんじゃないか」

　間髪を入れずに言い返す達哉に男も向きになって対抗する。

「お前と同じで俺にも一応、名前があるんだよ」

「え？　知りませんよ!?」

「当たり前だ、まだ何も言ってねえ！　お前、思いつきだけで喋しやべってるだろう!!」

「そんな事はありません！」

　達哉は胸を張って答えた。

「思いつきだけじゃなく、反射もあります！」

「大して変わりねえ！」

　男はそう言い放つと、バイクが引っ張っていた台車の方へ歩み寄る。そして幌を開け、台車から麻あさ袋ぶくろを取り出す。

「ランドゥだ」

「は……？」

　出し抜けにそう言われて達哉はぽかんとする。

「俺の名前だ。ランドゥだ」

「わかりました、おっさん！」

「ランドゥだって言っただろう！」

「いやぁ、いきなり名前で呼ぶのも失礼かと思いまして」

「おっさんの方が失礼だろうが」

　頭を掻かきながらそう言う達哉に、ランドゥは呆あきれた顔で振り返ると、手にした麻袋を開け、中に入っていた物を地面に放ほうり出した。軽い金属音を立てて転がるのは、古めかしい小型の鍋なべやコップ。そしてキャンプで使うような小型の調理用コンロだ。

「ちょうどいい、俺も腹ごしらえしようと思っていたところだ。食わせてやらねえ事もないが、一つ条件がある」

　コンロの上に鍋を置いたランドゥは、台車から幾いくつかの缶を取り出す。缶には水とシリアル、調味料のようなものが入っていたようだ。ランドゥは水を鍋に注ぎながら続けた。

「一つ手伝って欲しい事がある。なに時間はかからねえ。明日一日あれば充分だ。手伝ってくれれば、俺が責任持って東京湾の、その町まで連れていってやる」

「いやぁ、でもなるべく早く戻らないと……」

「どっちにせよ、ここからだと歩いても東京湾まで丸一日はかかるぞ。電車も車もないんだぜ」

「コンビニは？」

「あるわけねえだろう！」

「知ってますって、冗談ですよ。冗談！」

　即答するランドゥに達哉はあっけらかんと笑いながらそう答えた。

「ったく、やりにくい坊主だ」

　ランドゥはぶつくさと言いながら、シリアルと調味料を入れた鍋を調理用コンロにかけ火をつけた。

「こっちに来てから間もないお前らは知らないだろうが、ここの連中は町から出ようとはしない。色々と事情があってな」

「ああ、ボゥイとかいうシティファーザーズから聞いてます。何か病原体があって、こっちに来て間もない、免めん疫えきのない人間は外に出ると……」

「そりゃ噓うそだ」

　あっさりと否定するランドゥに達哉もうなずいた。

「あ、やっぱし。道理で町の外へ出ても何ともないわけだ」

「もっとも好きこのんで外へ出たがる人間もいねえ。だがそれだと何かと不便だ。そこで俺たちみたいな仕事をやる人間……。猟犬ハウンドって呼ばれる便利屋が必要になってくる」

　しかし達哉はランドゥの言葉など耳に入ってない様子で鍋を覗のぞき込む。

「なに入れたんですか？　変な匂においっすね！」

「……坊主。お前、話の腰を折る事に関しては天才的な閃ひらめきがあるな」

「いやぁ、誉ほめられる程でも……」

「誉めてねえ！」

　照れる達哉を怒鳴りつけてからランドゥは言った。

「黙だまって聞かねえと、ほっぽっていくと言ってるだろう！」

「いや、でもおっさんの話、無駄に長いし……」

「お前が途中で話の腰を折るからだろう！　それにおっさんじゃねえ、ランドゥだ。じゃあ単純にまとめてやる。よく聞け、坊主」

「だから坊主じゃなくて、達哉。葦谷達哉だって。自分を名前で呼べと言うんなら、おっさんも俺の事を達哉って呼んでくれよ」

　達哉の言葉にランドゥは面めん倒どうくさそうにうなずくと言った。

「はいはい、達哉でいいんだろう。要するに俺たちハウンドは、町から離れられない人間の代わりに、色んな厄やつ介かい事を引き受けるのを生なり業わいとしてるんだ。それで今回はちと人捜しを頼まれてな……」

「焦こげてないっすか、この鍋？」

　鍋を覗き込む達哉に、いい加減にもう馴なれたのか、ランドゥは嘆たん息そくを挟はさむだけだ。

「金持ちのお嬢じようちゃんなんだけどな。実は俺はガキの扱あつかいってのが苦手でどうしようかと思っていたところなんだよ。坊主、いや達哉より少し年下ってところだから、手伝ってくれると有あり難がたい」

「お嬢さん!?」

　ランドゥの思おも惑わく通り、達哉はその言葉に顔を上げた。

「美人すか？　美少女っすか!?」

「おう、その町でも評判の美少女だぜ。まぁじゃじゃ馬うま娘むすめだって噂うわさだけどな」

「よっしぁあ～～ッ！」

　やにわに雄お叫たけびを上げるなり、薄ぼんやりとした星空へ達哉は拳を突き上げた。

「謎の金髪ツインテールを追つい跡せきして、図はからずも荒野で行き倒れになった俺！　ひげ面の小こ汚ぎたないおっさんが現れた時はなんか違うだろうと思ったが、美少女を助ける使命を帯おびていたといえば話は別！　じゃじゃ馬結構!!　我々の業界ではむしろご褒ほう美びです！」

「誰が小汚ねえおっさんだ、誰が！　それになんだ、その業界ではご褒美ってのは!?」

「なうなやんぐの決まり文句ですよ。おっさんにはちょっとハイレベルだったかな」

　喜き色しよく満まん面めんの達哉にランドゥは返す言葉も見つからないようだ。また嘆息すると、鍋の中の物を金属製のコップにあけて達哉に渡す。

「ほらよ」

「これ、本当に食えるんすか？」

　どうやらインスタントオートミールのようだ。しかし達哉はオートミールそのものを初めて見たようで、不思議そうな顔でしげしげとカップを覗き込んでいる。そんな達哉にランドゥは素そっ気けなく答える。

「さぁな、食える物を食えるように調理したんだから、食えるだろう。きっと。味の方は保証しないけどな」

　そう言うとランドゥは麻袋の中から使い込んだスプーンを取り出し達哉に放る。達哉はスプーンを制服の裾すそでぬぐってから、カップの中のオートミールをすくい口へ運んだ。

「ふうはは、まずいっすね。これ。いやぁ、まずいまずい！」

　文句を言いながらも、達哉はオートミールを口へ運んでいく。そんな達哉にランドゥは呆れた顔で言った。

「ったく、お前、長生きするぜ」

「ええ、よくそう言われます。生命線が手首まであるんですよ。見ます？」

「見ねえよ！」

　ランドゥは一つそう怒鳴りつけると、自分もオートミールを口に運んだ。

「どうせろくに聞いちゃいねえだろうし、改めて言っておく。俺の名はハウンドのランドゥ。それと後ろにいるのが、愛車のバイカートだ。バイクと荷車カートでバイカートって寸すん法ぽうだ」

「へえ」

　生返事っぷりから察さつして、達哉がろくに聞いてない事は察しがつく。

「俺の話を聞かねえなら、お前から説明しろや。他の連中と同じで都市ごと、この世界へやってきたんだろう？　どういう都市なんだ、お前がいた所は」

「別に珍めずらしくも何ともないっすよ」

　達哉はようやくスプーンを持つ手を休めて答えた。

「学園都市って奴で、関かん東とう近きん県けんの主おもだった学校を全部集めて、埋め立て地に放り込んだようなもんすよ。ほら、ラノベや何かによくあるじゃないですか」

「知らねえよ、もうちっと年長者に優しく説明しやがれ!!」

「そうすか。俺、説明は苦手なんですけど……」

「安心しろ、こっちも得意だとは思ってねえ」

　ランドゥのその言葉に安心したのか、達哉はこれまでの経けい緯いを説明し始めた。




「まったく、手を煩わずらわせおって。このじゃじゃ馬めが……！」

「さぁこちらへ来るがよい。逆らわぬなら悪いようにはせぬ。シティファーザーズに引き渡すだけだ」

　そう言いながら歩み寄ってくるのは、上は着き流ながし姿、下は洋風のズボンという妙な組み合わせで、腰に刀を帯びた若い男の集団だ。共通点といえば縞しま模も様ようのハチマキを締しめている事くらいだろうか。どうやらそれが彼らのトレードマークになっているようだ。

「シティファーザーズがお前たちの都合など聞いてくれるはずがないだろう。なにしろこの現象の原因は、あの連中にもわからないのだからな」

　男たちに取り囲まれても意に介す様子もなく少女はそう答えた。

「なるほど、確かに原因はわからぬかも知れぬ。しかし戻る手段はわかっていると聞く」

　一歩、近づきながら男の一人がそう言った。しかし少女はその言葉を聞いて不敵ににやりと笑みを浮かべた。

「ストレンジャーか？　でもストレンジャーがいるからといって、確実に戻れるというわけでもないのだぞ。それにそもそも、私がストレンジャーかどうかもわからないじゃないか」

　少女の出いで立たちはいわゆる和わ装そう。着物に袴はかま、ブーツ。そして手にした妙に大きな日ひ傘がさを折りたたんだまま男の方へ突きつける。

「そのような事はどうでもよい！」

　少女に挑ちよう発はつされた男は痺しびれを切らして叫ぶ。

「この町のシティファーザーズが、お主をストレンジャーだと言っておるのだ！　ストレンジャーがいれば元の世界へ戻れる。自分の町を出たのが運の尽つき。覚悟めされい！」

「まったく、何もわかっておらんな。この馬鹿どもめ」

　男の言葉に少女は頭を掻き嘆息する。その時、突然、老ろう成せいした男性の声が響く。

「立りつ花かお嬢さま、どうやらこの者たちは詳くわしい事情を知らないようですな」

　日傘だ。老成した男性の声は、立花と呼ばれた少女が手にした日傘から聞こえてきたのだ。

「日傘が口を利きくとな!?」

　驚きよう愕がくする男たちに日傘が答える。

「おお、これは自己紹介が遅れました。私、橘たちばな家の執しつ事じであり、立花お嬢さまにお仕つかえしております、執事の樋ひ笠がさというものでして……」

「日傘型の執事ロボットというわけか」

「ええい、日傘には違いござらん!!」

　男たちの言葉にロボットで日傘の樋笠は憤ふん然ぜんとする。

「これは失しつ敬けいな。この樋笠をそんじょそこらの日傘と一緒にされては困ります」

「そうそう、晴せい雨う兼けん用ようだからな。はははは」













　そう言うと少女は口元を袖そで隠かくしながらも声を上げて笑う。

「そうそう、この樋笠は晴雨兼用日傘……。っと、立花お嬢さま、重要なのはそこではありませんぞ！」

　立花の言葉に思わず同意しかけた樋笠は慌てて訂てい正せいしようとする。

「日傘型執事ロボットの能のう書がきはどうでもよい！　手荒な真ま似ねはしたくないが、ここはやむを得まい。皆の者、行くぞ！」

　立花を取り囲んでいた男の一人が腰から刀を抜く。しかしそれは真剣ではない。電極のようなものが刃やいばの代わりに付いている。どうやら日本刀の形をしたスタンガンのようだ。

　しかし武器には変わりない。続けて他の男たちも同じ武器を抜いた。

　それを見た立花はにやりと笑う。

「ほう、抜いたな？　乙女相手に武器を抜いたな。その報むくいは受けて貰もらうぞ。頼たのんだぞ、樋笠！」

「御ぎよ意い、立花お嬢さま」

　樋笠の返答と同時に立花は手にした日傘を振り抜く。次の瞬間、日傘は開き回転を始める。そればかりではない。

　日傘から黒いリボンのようなものが周囲へと伸びていくではないか。

「なに!?」

　日本刀型のスタンガンはあっという間にそのリボンに絡からめ取られ、さらに男たちへ向かって鞭むちのように振り下ろされた。

「所しよ詮せん、この程度か」

　日傘が男たちを叩き伏ふせるまでものの十数秒。立花は元の形状に戻った日傘を手にそうつぶやいた。そして背後にあるその都市へ振り返る。

「しかしまぁ退屈はしなかったな。せっかく、お爺じいさまの元を離れ、羽を伸ばして冒険に出たのだ。この程度の刺し激げきがないとつまらん。それに関しては感謝しておくぞ」

　そして立花は町の入り口へと向かった。

「お待ちください、立花お嬢さま。戻らないとお爺さまが心配されてますぞ」

「なに構わんだろ。お爺さまは以前から私の事を、世間知らずと言っておったからな。これも社会勉強だ」

　立花は樋笠にそう答え、鼻歌交じりにその町へと入っていった。
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「俺はもう駄だ目めだ……！　先に行ってくれ!!」

「馬鹿野郎、仲間を捨てていけるか！」

「必ず、必ず、後から追いつく!!」

「つうか、お前。この前もそう言っててさっくり死んだじゃねえか」

「いや、あれはほらレベルが足りなかったわけだし……。っていうか、大体お前がいつも難なん易い度ど高いクエストばっかりやるのがいけないんだろう!!」

「ちょ、敵が来てる来てる！　逃げる、戦う？　どっちにすんだよ!!」

「戦う！　それが男の選択だ!!」

「よし、わかった。俺も戦う!!」

「うん、戦おう！　みんな！　よしまずは……」

「いい加か減げんにしなさい!!」

「よし、いい加減だ!!　……って、そんな魔法あったか？」

「この前、実じつ装そうされたんじゃね？」

「ゲームの話じゃないわよ!!」

　達たつ哉やたちは声がした方へようやく振り返った。『冒険部』というプレートがかかったドアは廊下側へ開け放たれ、そこには学園の制服を着た長い髪の少女がいた。

「よし、まずは……」

　何事もなかったかのように手にした携帯ゲーム機の液晶画面に戻ろうとした達哉へ、その少女はメガネのメタルフレームをきらりと光らせて言った。

「だからいい加減にしなさいと言ってるじゃないの!!」

　そう言うと少女は達哉たちの方へ歩み寄る。

「いやあ。いい加減にしろと言われましても、生徒会長。これがうちの部活みたいなもので……」

　達哉と一緒に携帯ゲーム機を覗のぞき込んでいた部員が言い訳がましくそう言いかけると、生徒会長と呼ばれた少女は憤ふん然ぜんとして言い返す。

「なにが、部活動ですか！　ゲームばっかりやって、部活動の実態がないでしょ!?」

「待て待て、ほのか。村むら松まつの言うとおりだ！」

　達哉から名前を呼ばれた生徒会長は少し頰ほおを赤らめる。それが怒りのためか、あるいは別の感情から来るものか。生あい憎にくと達哉たちはそこまで深読みできるような繊せん細さいさなど持ち合わせていなかった。

「冒険部の目的とは何か！　それは当然、冒険だ！　それにはこの最新ＲＰＧ『モンスタースレイヤー』が最適……」

　達哉は手にした携帯ゲーム機をほのかへと差し出そうとしたが、その前に液晶画面に映っているその文字に気付いた。

「あ～～!!　いつの間にかやられてる!?」

「そりゃそうでしょ。戦闘中にポーズもかけないで話をしているんだもの」

　達哉たちとゲームをやっていた部員もそうぼやく。しかし達哉はさして気にする様子もなく、その部員に向かって言った。

「ううむ、しかし多た村むら。冒険部としては、これを良い教訓にしなくては……！」

「教訓って……」

　怪け訝げんな顔の多村に向かって達哉は答えた。

「戦せん闘とう中ちゆうに生徒会長が話しかけてきても決して答えてはいけない！　たとえそれが幼なじみ属ぞく性せいでもだ!!」

「何の話をしてるのよ！」

　言うなりほのかは達哉が持っていた携帯ゲーム機を取り上げた。

「とにかく、これは生徒会で預あずかります。ほら、村松くん、多村くんも」

「ええと、でもこれは私物ですし。いま達哉が言ったとおり、部活には必要なんですけど。ほのか先輩」

　多村からそう言われてほのかは睨にらみ返す。

「穂ほ積づみ先輩か、生徒会長と言ってちょうだい。あなた方は一年、私は三年生なんですから。ゲーム機は預かるだけよ。高等部男子寮の寮りよう監かんに渡しておくから、寮に戻ったら返して貰もらいなさい。今日は全校教職員会議をやってるから明日になるけど」

「え～～!?」

　ほのかのその言葉に達哉たちは声を揃そろえて不平を言う。

「うちの寮監、ゲーム嫌いだからなかなか返して貰えないんですよ！」

「大体冒険部が冒険しないでどうするんですか!?」

「そうだぞ、ほのか！　俺たちは迫せまり来る非日常的事態に備そなえて、こうやって訓練を重ねているんだ！」

「達哉……」

　ほのかは嘆たん息そくしてメガネを直してから言った。

「戦闘中に生徒会長が話しかけてくるなんて事態が、この先どういう経けい緯いで発生するのか、きちんと説明してみなさい！」

　そう言われてさすがの達哉も少しばかり縮ちぢこまる。穂積ほのかは達哉にとって、二つ年上の幼なじみ。達哉にしてみれば姉のような存在だ。お調子者の達哉は、子供の頃からこうして幾いく度どとなく、ほのかに怒られてきている。馴なれている反面、声を荒あららげられると反射的に身を固くしてしまうのも事実だ。

「だから、ほら。色々とあるじゃないか。学校がいきなり異世界に転てん移いしてしまうとか！　そういうゲームとかラノベとか!!　その辺に沢たく山さんあるじゃん！　今週の○ァ○通にもその手のゲームが『良くあるタイプのシナリオ』ってレビューされていたぞ！」

　あたふたと説明する達哉を、ほのかはさらにやりこめる。

「現実とフィクションを混同しないで！　大体、部活部活って言ってるけど、生徒会は冒険部なんてちゃらんぽらんなクラブ活動を承しよう認にんしてはいないのよ！　この部屋だって、空き部屋を勝手に使ってるだけじゃないの」

　冒険部は達哉が勝手に創そう設せつしたクラブ。その趣しゆ旨しは言うまでもなく『夢とロマンあふれる冒険の旅』なのだ。もっとも現実には今のように、冒険もののゲームや映画鑑かん賞しようで部活時間を潰つぶしているだけだ。

「今の世の中には冒険なんてないの！　あなたたちも『ヘキサスコラ』の生徒なら、寸すん暇かを惜おしんで勉学に励はげみなさい！　なんのためにここに来てるかわかってるの？」

　それを言われては達哉たちも返す言葉がない。達哉やほのかたちが通かよっているこの学校はただの学校ではない。

　正式名称は東京湾岸学園都市集合体。その名のとおり、東京湾に浮かぶ人工島に建設された巨大学園都市だ。ゆとり教育によって低下した学力レベルを回復、日本の国際競争力を高めるため、首都圏、関かん東とう近きん県けんにある大部分の小中高校、そして一部の大学を移転、集中教育を行うための施し設せつとして計画されたのだ。また首都圏が大だい規き模ぼな災害に見舞われた際に備えて食糧、水、燃料を備び蓄ちくする役割も担になっている。

　中学以上は原則、全寮制。学習の習しゆう熟じゆく度どにより、小学校から大学まで児童、生徒、学生が任意に受けたい授業を選択できる。小学生が大学の講義を受ける事もできれば、基き礎そをやり直したい大学生が小学校の授業に参加するのも可能だ。

　小学校からの一貫教育の他に、中学、高校、大学からの入学も可能。実際の数としては途中から入学してくる生徒の方が多い。授業料は一部のみ公費負担だが、誰でも入学できるとは限らない。しかもできるだけ広く人材を確保したいという理由で、何か特筆すべき才能、特技、性格を持ち合わせていれば、優先的に入学できるシステムになっている。

　学力だけではどうにもならない。それなりに狭き門なのである。達哉たちが入学できたという事は、涙を呑のんだ受験生もいたのである。

「まぁ、それはわかってるけど……」

　ぶつくさと言いながらも、達哉は思いのほか、素す直なおに携帯ゲーム機をほのかへ差し出した。

「この学校、『ヘキサスコラ』って何か夢と冒険とロマンの匂においがしたんだがなあ……」

　達哉はそんな事をぼやきながら、勝手に部室として使っている教室の窓へ目をやる。窓の外に広がるのは東京湾岸のビル街。そしてビルを見下ろすように立っている東京スカイツリーだ。

「だってほら、海の上に浮かぶ学園都市って、それだけで燃えるじゃん。草くさ冠かんむりの萌えじゃなくて、火ひ偏へんの燃えの方で！」

「草冠だろうと火偏だろうと、変わりないわよ。現実を見つめなさい」

　ほのかはそう言うとみんなから携帯ゲーム機を受け取る。

「あ～～あ、それじゃ今日は情報収集に精を出すとしますか」

　村松はそうぼやきながら携帯電話を制服のポケットから取り出す。さっそくほのかはそれにも目を付けた。

「こら！　携帯電話でもゲームは禁止よ！」

「ゲームじゃないですよ、生徒会長。ちょっとメールを……。あれ？」

　携帯電話の液晶画面を覗き込んだ村松が怪訝な顔をする。

「おかしいな。電波状態が良くない。……ネットにも繋つながらないぞ」

　村松のその言葉に多村も携帯電話を取り出す。

「あれま、本当だ。おかしいな、今までこんな事はなかったのに……」

「なにを……」

　言いかけたほのかを達哉が遮さえぎる。

「おい、ちょっと外見てみろよ。様子が変だぞ」

　珍めずらしく真剣な顔になり、達哉は窓へと駆かけ寄っていった。

「竜巻か？　それにしちゃおかしいな。なんかぐるりと囲まれているみたいだ」

　ほのか、そして村松、多村も達哉に倣ならい窓へと向かう。

「なに、これ……!?」

　思わずほのかは絶ぜつ句くした。達哉の言うとおり、学校全体が巨大な竜巻の中心にいるかのようだ。空は薄暗くなり、すでにビル街や東京スカイツリーも見て取れない。

「ゲリラ豪雨？　でも天気予報じゃそんな話してなかったけど……」

　さすがのほのかも動どう揺ようを隠せない。

　その時だ。学校の周囲を包む竜巻の中から何度も閃せん光こうが走った。雷よりもはるかに強烈な光を放つ一方、音はまったくしないのが何とも異い様ようだ。

　小さく悲鳴を上げてほのかは達哉の背中にしがみつく。しかし達哉はそんなほのかに気付くことなく、にやりと笑みを浮かべてつぶやくのだった。

「これは……、楽しくなってきたぜ」




『ヘキサスコラ』という愛あい称しようで推測できるとおり、東京湾岸学園都市集合体は大きく六つのブロックにわかれている。『初等部、中等部ブロック』『高等部ブロック』『大学ブロック』には、それぞれの校舎とそこに通う児童、生徒、学生の寮が置かれている。それに加えて『研究実験ブロック』。教職員用の施設が置かれた『管理ブロック』。そして各種会議場やグラウンドのある『コンベンション・イベントブロック』の計六つだ。




「お～～、ここだとよく周りが見えるな」

　達哉はコンベンションブロックにある会議棟の屋上に来ていた。

「しっかしまぁ、ものの見事に何もないなぁ」

　やはり冒険部に所属していながら、滅多に部活に顔を出す事のない杉すぎ内うちも達哉に倣い周囲を見回して言った。杉内の言うとおり周囲は見渡す限りの遠とお浅あさの海だ。はるか彼方に山並みが見えるものの、それ以外は目につくものはない。

「だけど信じられないなぁ」

　目の前に広がる光景に呆ぼう然ぜんとしたように村松は言った。

「ここが本当に東京なのか？　あの海が東京湾なのかよ」

　その言葉に杉内と、後から屋上へ上がってきた多村は不安げな視線を交わす。

　昨日の放課後、東京湾岸学園都市集合体は謎なぞの竜巻に覆おおわれた。十数分ほど竜巻は学園都市全体を覆い、そして噓うそのように消え去ってしまった。消え去ったのは竜巻だけではない。学園の周囲にあった東京の町並みがそっくり消えてしまったのだ。

　通信は完全に途と絶ぜつ。今のところ助けが来る気配もない。

　幸い学園都市はエネルギーの自給自足を目指していたため、太陽電池や風力発電機を設置しているほか、発電機と燃料の重油も充分な蓄たくわえがある。災害用に備蓄してあった水や食料の倉庫も無事。少なくとも当面の生活には支障がない。

　そんな理由もあり、現在は全員、寮内で待たい機きという指示が出ているだけだ。

「少なくとも大学の天文台は東京だって言ってるらしいぜ。昨日の夜、観測したら月や星の位置は変わってないらしいからな。……あ、これはオフレコな。正式発表は対策会議が終わってからとほのかに言われてるのを忘れていたぜ」

「お前に喋しやべった時点でオフレコも何もないだろう。なに考えてるんだ、生徒会長も」

　杉内は呆あきれ顔でそうぼやいた。

「でも東京の町はどうなっちゃったんだろうな。学園も半分しか残ってないし……。対策会議といっても先生たちもほとんど消えちゃったじゃないか」

　多村は登ってきた作業用のハシゴから、手すりの方へ歩み寄ると下を見み下おろしてそう言った。もともと会議棟の屋上への一般生徒の立ち入りは禁止されている。達哉たちは作業用のハシゴで密ひそかに入り込んだという次第だ。

「残ったのは高等部ブロック、研究実験ブロック、コンベンションブロックだけか。あとは竜巻に巻き込まれて消えてしまったと……」

　杉内、村松も多村と一緒に手すりから学園を見下ろす。大おお雑ざつ把ぱに言うと六角形をしていた人工島『ヘキサスコラ』はほぼ半分、台形になってしまっていた。消えたブロックがあった場所には建造物の土台すら残っていない。砂さ州すが広がっているだけだ。

「いーや、消えたのは俺たちの方かも知れないぞ」

　杉内たちのつぶやきにそう答えながら、達哉は屋上を這はうパイプやケーブルをまたいでいく。

「どういう事だよ？」

　怪訝な顔で村松は達哉にそう尋たずねた。

「だから前にも言っただろう。パラレルワールドって。あの竜巻に巻き込まれて俺たちの方がこっちの世界へやってきたってわけさ。きっと元の世界じゃ俺たちが消えて大騒ぎになってるかも知れないな」

「んな、ゲームやラノベじゃあるまいし」

　呆れる多村だが、杉内は金髪に染めた髪を掻かき上げ、もう一度、周囲を見回してつぶやく。

「しかしなぁ、この現状を見ると……。あらゆる可能性を排はい除じよすべきではないのは確かだな」

「そうとでも考えないと、今朝方のあのモンスターなんて説明つかないもんな」

　村松もそううなずいた。

「よし、思ったとおりだ。中の様子がわかるぞ」

　そう言う達哉の目の前にあるのは大きな天窓。この下にある大会議室の採さい光こう用だ。そこではちょうど対策会議が行われているところ。

　全校教職員集会のため、大半の教職員は管理ブロックに集合しており、竜巻と共に消えてしまったのだ。残った僅わずかの教職員と高等部生徒の代表、そして偶然、研究実験ブロック、コンベンションブロックにいた大学生の代表が対策会議に出席しているはずだ。高等部代表の中には言うまでもなく生徒会長の穂積ほのかも入っている。

「どうだ、声は聞こえるか？」

　天窓の傍かたわらにしゃがみ込み、耳を当てる達哉に杉内がそう尋ねた。

「う～～ん、何か言ってるのは聞こえるんだけどなぁ。言ってる内容まではよく聞き取れないな。あー、それからちゃんと周りを見張っておけよ。いまあのモンスターに襲おそわれたらたまったもんじゃない」

「ああ、わかってるって」

　そう言うと村松は首から提さげていた双眼鏡を覗き込む。

　達哉が言うのは今朝、学園都市周辺に現れた翼よく竜りゆうを思わせる怪かい物ぶつの事。数匹の翼竜のような怪物が学園都市上空に現れ、旋せん回かいした挙あげ句くに去っていったのだ。一時間あまりも滞たい空くうしていたため、達哉たちはもちろん学園にいたほぼ全員がそれを目撃していた。達哉たちは見ていないが、沖おき合あいに首くび長なが竜りゆうのような影を見たという噂うわさも学園内に広がっている。

「パラレルワールドじゃなくて、過去にタイムスリップしたんじゃないか？」

　やはり冒険部備品の双眼鏡を覗き込む杉内に、制服のポケットをごそごそやりながら達哉が答えた。

「それじゃ天文台の観測結果はどう説明するんだ？　……お、少しは聞き取れるみたいだな」

　達哉がポケットから取り出したのは小型のマイク。壁やドア、窓に取り付けておけば室内のやり取りが聞けるという、いささかアンダーグラウンドなアイテムだ。それを天窓に押しつけて大会議室内のやり取りを傍ぼう受じゆしようという算さん段だんなのである。

「なんかわかったか？」

「焦あせるなよ」

　尋ねる杉内に一つ前置きしてから達哉は答えた。

「春はる川かわ先生が話してるみたいだな。あの人、話長いからなあ」

「年寄りはそういうもんだ」

　妙みように悟さとった風な口を利きくと杉内は再び双眼鏡を覗き込む。そしてすぐさまそれに気が付いた。

「おい、あのモンスターがまた現れたぞ!!」

　杉内の声に村松と多村も同じ方向へ双眼鏡を向ける。

「どこだ、どこどこ!?」

「うぉ、いた!!　こっちに近づいてきてないか!?」

「まずい、達哉！　一旦、逃げた方がいい!!」

「別に慌あわてる事は……」

　そう言いながら振り返った達哉の視界に、上空から接近してくる幾いくつかの影が飛び込んできた。あっという間にその影は大きくなり、ディテールも見分けられるようになる。最初は鳥のように思えたが、その体表はトカゲかワニのようにごつごつとしている。博物館の再現模型や特撮映画に出てくる翼竜のイメージそのものだ。

　数尾の翼竜は達哉たちに狙ねらいを定めたようで、カッと真っ赤な口を開いて襲いかかってきた。

「やべえ！　これはさっさと逃げた方がいいんじゃないか!?」

「だから言っただろう!!」

　そんな事を言い合いながら達哉と杉内たちは隠れられる物陰を探す。

　その時だ。達哉たちのすぐ頭上で、パンパンと数回、乾いた音が炸裂した。続いて何とも気味の悪い呻うめき声が上がった。

「なんだ？」

　思わず頭を抱えていた達哉が上を見上げると、翼竜たちが悲鳴を上げて逃げまどっているではないか。噴ふん煙えんを棚たな引びかせた金属製の何かが、さらにその翼竜たちに飛びかかっていった。再び乾いた音が響ひびくと共に、翼竜たちの周囲で爆発が起きる。

「ミサイルか？」

　驚く杉内に達哉も目を丸くして上空を見上げて言った。

「すげーな、おい。科学要よう塞さい学園都市だったのか、うちの学校？」

「んなわけないだろう。どうやら学園の外から撃ってきたみたいだ」

　そう言うなり杉内は双眼鏡を手に、給水塔の反対側に回る。ミサイルらしき物体の噴煙は、給水塔で死角になっている方向から伸びていたのだ。

「なにかあったか？」

　すぐに追いかけた達哉は双眼鏡を覗き込む杉内にそう尋ねた。

「ちょっと待て。なんだあれ、何か動いている。……クルマ？　大型のトラック、いやトレーラーっぽいぞ」

「なんだって？」

　達哉は後から追いついてきた村松の手から双眼鏡を引ったくり、杉内と同じ方向へと向けた。

「ホントだ。しかし一体どこから……。それに一台じゃないぞ」

「人間がいたのか……。救援かな」

　やはり双眼鏡を覗き込んだ多村が少しほっとしたようにつぶやく。無理もない。学園ごといきなり荒野に放ほうり出されて丸一日。その間、外部からの接触はまったくなかったのだ。

「安心するのはまだ早いぞ。まだあのトレーラーが敵か味方かはわからない。俺の冒険者としての勘かんがそう言っているんだ」

　達哉は双眼鏡を覗き見ながら、説得力のない言葉で多村をたしなめた。

　トレーラーは塗装されていない銀色、いわゆるベアメタルだ。少し煙ったような陽光の下でも、ギラギラとした目め障ざわりな輝きを放っていた。

　台数は三台。すでに浅あさ瀬せに入り込んでいるはずだが、何の支障もなく学園都市に接近してきているようだ。どうやら車体側面のスカートを利用したエアクッション機能も持っているようだ。先程のミサイルかロケット弾は先頭車輛の運転席辺りから発射されたようだ。まだ噴煙が見て取れる。

「おい、達哉。他に比較するものがないからわかりにくいけど、あのトレーラー、結構デカいぞ」

「ああ、ちょっとした貨物船くらいはありそうだ。それにかなり近い」

　運転席の人影を観察した達哉も杉内にうなずき答えた。フロントウィンドウの大きさに比べて、運転席の人影がやけに小さく見えるのだ。

　……それに。女の子か？

　口には出さなかったが、達哉には運転席に見える人影の一つが、自分たちと同じ年頃の女の子に見えた。

「お、モンスターは完全に逃げたみたいだな」

　上空を見回した多村がそう報告する。

「よし！」

　達哉はにんまりとした顔でそう言う。

「こうでなくちゃな!!」

　杉内、村松、多村たちはそんな達哉を怪訝な顔で見るだけだった。




「では生物部としては、今朝方観察されたあの翼竜は本物ではない。少なくとも我々の知る翼竜とは似て異なる存在という見解でよろしいんですね？」

「はい、生徒会長。少なくとも最新の研究では、翼竜はあのように長時間、高空を飛ぶ事はできなかっただろうと言われてます」

　そう答えると生物部部長は椅い子すに座り直した。

「ふうむ。これは厄やつ介かいですな。穂積さん」

　ほのかにそう話しかけるのは白髪の老人。この学校の特別講師をしている春川十じゆう浪ろうである。

「大学付属の天文台の観測では月や星の位置は変わらない。つまりこの学校は異変の前と同じ場所にある。そして現れた翼竜のような怪物。しかし生物部の分析によると本物の翼竜である可能性は低いと。ふむふむ、これは厄介ですな。本当に厄介だ」

「そ、そうですね」

　厄介と連発する割にはにこにこと柔にゆう和わな笑みを浮かべている春川に、ほのかは当惑したように答えるだけだった。

　春川はすでに教師を定年退職して久しいが、学園側から請こわれて特別講師を務めているのだ。第二次大戦に海軍士官として従じゆう軍ぐんしていたという経歴からもわかるように年齢は九十近い。頭ははっきりとしているものの、動き回るのがおっくうになっていたため、教職員集会には参加せず、結局、難なんを逃のがれたのである。

「いずれにせよ生徒諸君にはもうしばらく学校内に留まって貰いましょう。いま動く事は得策ではありません」

「でも春川先生。いつまでもこうしているわけにもいきませんよ」

「そうです。それに関しては僕らの方から提案があるんですが……」

　ほのかの言葉に首しゆ肯こうして立ち上がったのは、学園に残った大学生を代表して対策会議に出席していた男子学生の柴しば原はらだ。

「幸い校内には大学の登山部やワンダーフォーゲル部所属の学生が残っています。部員の方から校外への調査に向かいたいという申し出が出ているんですが」

　柴原の言葉に春川はほのかへと頭を巡めぐらせて言った。

「どうしましょうねえ。生徒会長さん。教職員は私以下数人しかいませんし、大学生も彼ら十数人しか残っていない。ほとんどが高等部の生徒となると、あなたが事実上、この学園の代表だ。穂積さんの判断が重要になってきますよ」

「ええと、その……。そうですね」

　水を向けられたほのかは困こん惑わくして視線を巡らせる。

　どうしよう、困ったな……。こんな事になるなら達哉を連れてくればよかった。

　思わずその名前が思い浮かんだ事で、ほのかはさらに混乱する。

「あ、あの……。そういえば高等部にも冒険部というのがありまして。その部員にも協力を……」

　ほのかの困惑を見抜いたか、春川は柴原の方へ顔を向けると言った。

「幸いな事にコンベンションブロック地下にある食糧、水、薬品などの備蓄倉庫は無事です。この人数でしたら一カ月程度は、問題なく持ちますから、それまで様子を見た方がいいんじゃないでしょうかねえ」

　温おん和わにそう言うが、さすがは戦争経験者。春川の言葉の端はし々ばしからは有う無むを言わさぬ説得力を感じる。

「何が原因かわかりませんが、突然、起きた事態です。元に戻る時も突然かも知れません。その時に学園の外へ出ていたら、取り残されてしまう事になる。それは避さけなければなりませんからね」

「では、当面は静せい観かんという事で……」

　ほのかがそう言った時だ。突然、天井の方から何やら花火が炸裂するような音が響いてきた。一同が訝いぶかり頭上を見上げたと同時に、ほのかの側そばにあったインターフォンが呼出音を鳴らす。

「はい、大会議室です。……はい、はい。……え？」

　受話器を取ったほのかの顔色が変わるのを見て、対策会議に出席していた面々がざわついた。その中で春川だけはわずかに身を乗り出しただけで表情一つ変えない。

「それで……。そうですか、はい、こちらでも音は聞こえました。はい、では急いで春川先生たちと一緒にそちらへ向かいます」

　そう答え受話器を下ろしたほのかは、会議室内を見回してから言った。

「コンベンションブロック正門の警備員さんからの連絡です。朝、現れたのと同じ翼竜らしき怪物が学園上空に現れたそうです」

　危き惧ぐすべき情報だが充分に予想できる状況だ。ほのかが顔色を変えた理由は他にあるはず。一同は固かた唾ずを呑んで次の言葉を待った。

「学園に三台の大型トレーラーが接近中です。そのトレーラーから発射されたミサイルかロケット弾らしきものが怪物を追い払ったとの報告です」

「救助か？」

　大学生の一人がほっとしたような顔をするが、春川はむしろ厳しい顔つきになってほのかに尋ねた。

「そのトレーラーから何か連絡はないのかね？」

　受話器で聞いた言葉を心中で確認するように間をおいてからほのかは答えた。

「スピーカーで連絡があったようです。なんでも救援のために来た、シティファーザーズだと名乗っているそうです」




「シティファーザーズというのは……」

　コンベンションブロックの正門に立ったほのかは、傍らにいる達哉に向かって言った。

「単純に英単語として考えると『大物もしくは古ふる株かぶの市会議員』。転じて『市に大きな影響力を持つ者』の意味もあるわね。でもあのトレーラーに乗ってる人が、市会議員とは到とう底てい思えないわね」

「まぁそりゃそうだろうな」

　シティファーザーズの意味を自分から尋ねたにもかかわらず、達哉はあまり興味なさそうにそう答えた。

　ほのかや春川たち学園を代表する者たちは、コンベンションブロック正門でシティファーザーズと名乗る人物が乗ったトレーラーを出で迎むかえようとしているところ。

　達哉をはじめとする冒険部は学園を代表しているわけではないが、ほのかについてきたのである。ほのかも敢あえてそれを拒きよ否ひしなかったので、春川や柴原なども特にとがめる事はなかった。

　学園都市内には警察は入っていない。しかし学園内には災害時用の備蓄食糧や重要な研究施設がある。そのため、民間警備会社と契約、警備員が派遣されていた。その警備員も何人か学園に残っていたのだ。

　ほのかたち学園代表の周囲は、防盾と特とく殊しゆ警けい棒ぼうを携たずさえた警備員が固めている。もっともあくまで民間警備会社。銃じゆう器きのような武器は持っていない。それが一番の不安だ。

　大型トレーラーは二台は離れた場所に待機、一台だけがエアクッションを利用して正門へ近づいてくる。正門から東京の町へと伸びていた道路は、百メートルほど先で地割れに遭あったかのように崩くずれ去っている。大型トレーラーはその道路へ乗り上げ、後はタイヤで走り近づいてきた。

　突然、達哉の手を誰かが摑つかむ。ハッとして目を落とすと、隣となりにいたほのかが達哉の手を握っているではないか。ほのかの横顔は少しばかり青ざめ、そして唇くちびるは細かく震えている。

　やっぱり、恐いんだな。

　それはそうだ。この状況だものな。達哉はそう考える。いきなり訳のわからない状況へ放り出され、そして学園を代表しなければならなくなったのだ。そして今、ろくに身の安全も保証されないまま、正体不明の相手と交こう渉しようしなければならない。

　恐くないはずがない。

　しかしそこまでわかっても、達哉はすぐにほのかにかける言葉が思いつかなかった。あれこれ頭を捻ひねり考えあぐねている間に、トレーラーは正門の間近まで来て停まる。

　ほのかが何か言う前に、出し抜けにトレーラーのドアが開け放たれる。

　次の瞬間、薄ぼんやりとした陽光の下でも、鮮あざやかに輝く金色の髪が現れた。

「遅れてすまないな」

　凜りんとしてよく通る声は、張り上げずとも達哉たちの所まで響く。

「私はシティファーザーズという組織に所しよ属ぞくするエージェントのボゥイという者だ。諸しよ君くんらの救援に来た。水と食糧、燃料。医薬品を用意してある。こちらの世界の説明をしたいので、少々、時間をいただきたいのだが、構かまわないだろうか」

　流りゆう暢ちような日本語でそう言うのは、金色の髪を頭の両脇で束ねた少女。身につけているのは肩章エポレツトが付いた、軍服を思わせる漆しつ黒こくのスーツ。しかし無む帽ぼうにボトムスはスカートという取り合わせが軍人にしては妙だ。

　立ち振る舞いは落ち着いて見えるが、年の頃ころは達哉たちより少し下、中学生くらいだろうか。

　突然、現れたボゥイと名乗るその少女に、達哉たちは思わず色めき立つ。













「おお、金髪ツインテール！　しかも軍服!!」

「おっしゃあ、これで勝ったも同然!!」

　歓かん声せいを上げて杉内とハイタッチを交わす達哉を、ほのかは憤然として横目で睨みつけると、握っていた反対側の手を強引に振りほどいた。

　そしてそのままシティファーザーズのボゥイと名乗った少女の方へと歩み寄る。

「ボゥイさんと言いましたね。ちょっと聞きたい事があるんですが……」

　ボゥイは学園内の施設へ視線を送っていたようだ。一時、遅れてほのかへ視線を戻して答えた。

「……ボゥイでいい。話しておきたい事があるのはこちらも同じだ」

「でも女の子なのに、ボゥイなのか。変だよなあ」

　背後でそうつぶやく達哉の方へ振り向くとほのかは語ご気きを荒らげて言った。

「だから苗みよう字じなんでしょ！　ほら、いるじゃないの。なんだっけ、え～～と……」

　首を傾かしげて記憶を探ってから達哉は答える。

「デビッド・ボゥイ？」

「そうそう……。って知ってるなら別に不思議に思う事はないじゃないの!!」

「あ～～、いいかな。ボゥイさんとやら」

　話が逸それかけているのを見て取ったか、春川が杖を突いたままでボゥイの方へ近寄る。

「ボゥイでいいと言っただろう？　お前がこの都市の責任者か？」

「いや、私はただの講師でしてね。最年長という事もあって、この場に同席しているだけです」

　ボゥイを安心させるためだろうか。春川は普段に増まして意い図と的に年寄りじみた口調で話している。その口調のままで春川は尋ねた。

「お主、今さっき『こちらの世界』と言っただろう？　まるで我々が別の世界へ紛まぎれ込んだような言い方じゃあないか」

「その通りだ」

　そう言い放つとボゥイはスカートを翻ひるがえして運転席のステップから道路へと飛び降りた。

「原因は私たちでもわからん。しかしこの世界は並列して無限に存在する多世界から、都市を引き寄せる性質がある。君たちはその現象に巻き込まれたのだ」

　一方的な説明にほのかをはじめとする学園代表は言葉もない。しかし学園代表でもないのにこの場にいる達哉たちは、例によって別であった。

「おお、やっぱりそうか！　実はそうじゃねえかと思っていたんだ」

「いやぁ、ゲームやラノベみたいな事が本当にあるんだなぁ。いや実際にあったらゲームやラノベじゃないけど」

「まぁパラレルワールドネタは今流は行やりだからね」

「こうなるとお約束としては、これから神との戦いとかになるのねえ。伝説の魔剣とか出てきたりして」

「設せつ定ていはまだよくわからんけど、これでようやく冒険部の存在意義ができたというものだな。うんうん」

「いい加減に黙だまっててちょうだい！」

　緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない、達哉たち冒険部一同を怒ど鳴なりつけてから、ほのかはボゥイへ振り返る。

「御ご免めんなさい、お恥ずかしいところをお見せしてしまって」

「……い、いや。気にはしてはいない」

　そう答えたもののボゥイはさすがにいささか引き気味だ。ほのかは一つ咳せき払いをしてから話を続けた。

「あなたの言うとおり、ここが私たちの世界とは別の世界としましょう。それで私たちは元の世界へ戻れるの？」

　まともな反応が返ってきたので、ボゥイは少し安心したようだ。落ち着きを取り戻して答えた。

「帰れる場合もあれば、帰れない場合もある。どうしたら帰れるのか我々シティファーザーズにもわからない。ただ帰れるまでは責任持ってシティファーザーズが援助する」

「……なんで？」

　誰もが頭に思い浮かびながら言い淀よどんだ問といを、いともあっさりと達哉は口にした。

「シティファーザーズってのは何者で、一体全体どうして俺たちを助けてくれるの？」

　しかしボゥイは遅かれ早かれそう問われるのを予想していたようだ。簡単に答えた。

「私たちは元からこの世界の住民なのでな。この現象は私たちの責任ではないが、だからといって無視するわけにもいかないだろう」

「お～～……!!」

　ボゥイの返答に達哉たち冒険部一同はどよめく。

「いい人だ!!」

「うん、いい人だな!!」

　そんな事を言い合う達哉たちをボゥイはうんざりした顔で睨みつける。不ふ穏おんな気配を察したほのかは達哉たちの前に立つと重ねてボゥイに尋ねた。

「日本語が喋れるのはどうして？　それに翼竜みたいな怪物は？　シティファーザーズというからには、他にも仲間がいるんでしょう？　ここに来ているのはあなただけなの？」

「そのような諸もろ々もろの事を説明したいのだ。時間と場所を確保して欲しい。最後の質問にだけは答えておこう。荷物の積み出しもあるのでな」

　そう言うとボゥイはトレーラーの運転席を見上げぱちんと指を鳴らした。それを合図に運転席から新たな人影が現れた。

　いや、人ではない。デッサン用の人形がそのまま等身大になり、金属版で覆われたようなもの。ロボットだ。デッサン用の人形とは違う点は、頭部に一つ丸い複ふく眼がんのようなセンサーがある事だろうか。ロボットは二体、三体と続けて運転席から現れ、なめらかな動きでタラップを降りるとボゥイの脇に立つ。

「サポートドロイドだ。積んできた貨物の搬はん入にゆうを手伝って貰う。場所も指示していただけると有あり難がたい」

　そしてボゥイは頭を巡らせる。その視線はコンベンションブロックの向こうに見え隠れする、研究実験ブロックの建物で止まる。

「一つ確認しておきたいのだが……」

　誰に話しかけたものか……。戻した視線は学園関係者の間を行き交う。達哉たちは論外。さすがに年の功と言うべきか、春川もなかなかにしたたかと見える。そうなると無難な相手は決まってくる。

「そこの、メガネのお前」

　ほのかへ向かってボゥイはそう声をかけた。

「私？　穂積ほのかです。この学園の高等部生徒会長を務めさせて貰ってます」

「そうか、やはり学校なのか。かなり高度な教育を行っているようだな」

　さりげない風を装よそおい尋ねるボゥイにほのかは素直に答えた。

「ええ、小学校から大学まで併へい設せつしてありますし、先端技術の研究施設も置かれています。こちちに来たのは一部だけですけど。もっともあんなロボットを作れるあなた方からしてみれば、おままごとでしょうけど」

「そうかも知れんな」

　そう答えたボゥイは作業を始めたサポートドロイドへ頭を巡らせる。ほのかは疑問に思わなかったが、達哉には振り返る直前、ボゥイがほくそ笑んでいたように思えた。




「『パッチワークワールド』『ランドキッドナップ』現象」

　ボゥイが学園に姿を現してから一週間後。ほのかたちは再び会議棟にある大会議室へ集まっていた。

「どう思われますか、春川先生？」

「ふうむ、厄介だね。まったく厄介だ」

　ほのかの問いに春川は白い頭を掻く。

「どうと言われてもねえ。こちらとしては確認のしようがないからね」

　春川はそう答えて笑う。

「だけど付属天文台の観測によるとここは地球。地ち磁じ気きや地層の調査でも、学園がある場所は東京湾の一角だというのは間違いないようだからね」

　ほのかをはじめとする出席者は顔を見合わせた。

「様々な並列世界から都市ごとこの世界へ転移してくる。『土地誘拐ランドキツドナツプ』現象。そして転移してきた都市が無数に散らばった世界。『パッチワークワールド』……」

　頤おとがいに指を当てたほのかは、ボゥイから教えられた事を繰り返す。ボゥイは学園の中心人物たちを集め、そう説明したのだ。

「こうしていても埒らちが明きません。この前も言ったとおり、学園独自の調査隊を出すべきです」

　大学生代表の柴原がそう発言した。

「あ、あの。でもですね、ボゥイさんの言ったとおり、この世界には私たちが免めん疫えきを持ってない病原体が分ぶん布ぷしてるとなると、うかつに外に出るわけにもいかないんじゃないでしょうか？」

　そう言うのは女性養よう護ご教きよう諭ゆの芳よし里さとだ。しかし柴原から思わぬ反論を受けてしまった。

「芳里先生はその病原体の話、どう思われますか？　ボゥイの言ってる事が正しいという保証はないでしょう？」

「ええ、まぁ。はぁ……」

　芳里は曖あい昧まいに生返事をするだけ。まだ養護教諭になって間もないため、いま起きている事態にどう対応していいのかわからないようだ。もっとも今のこの状況、経験があったからといってもどうにかなるものでもない。

「どっちにせよ危険は冒おかせませんよ。ボゥイさんの言う通りだったら、学園内にも伝染病が広がる可能性があります」

「だからそのボゥイが本当の事を言ってるのかどうか……」

「まぁまぁ、教師としては生徒や学生諸君を危険な目に遭わせるわけにはいかないのは当然です」

　芳里と柴原の間に春川が割って入った。芳里や春川が心配するのも無理はない。ボゥイはこの世界には、新参者には致命的な病原体が存在すると言っていたのだ。

　それはこの世界の土ど壌じよう中に広く分布しており、野外で怪け我がを負うとその傷口から感染、破は傷しよう風ふうに似た症状を引き起こす。致ち死し率りつは極めて高く、根本的な治療方法はない。また感染した傷口から接せつ触しよく感染する事もあるという。

　この世界で生まれた人間は免疫を持っているので、感染しても傷口が腫はれる程度で済む。もともとこの世界の住人であるシティファーザーズは、最初から免疫を持っているのだ。

　少なくともボゥイはそう主張して、学園都市の人間が外へ出る事を禁止していたのである。学園側も今のところ、それを受け入れている。

「気になるのは、今のところボゥイ以外のシティファーザーズが姿を見せてないという事ですね」

　しばらく黙もつ考こうしていたほのかが口を開きそう言った。大学の准じゆん教きよう授じゆがほのかの言葉にうなずく。

「しかし彼女一人だけで、あれだけのロボットとトレーラーを作れるはずがない。他に仲間がいるのは確かだ。他のシティファーザーズに接触できれば、ボゥイの言ってる事が本当かどうかわかるかも知れない」

「ボゥイは今日、支援物資を補ほ給きゆうするため、一旦シティファーザーズの基地へ戻ると言ってましたね」

　柴原がそう切り出す。

「学園の代表を同行させて、ボゥイの上官や同どう僚りようと接触できませんかね？」

「その話もしてみたのですが、自分にはその権限がないと断られました」

　ほのかのその答えを柴原は予期していたようだ。すぐに続けた。

「じゃあ、ボゥイが帰き還かんする時に乗るトレーラーに誰かを忍び込ませましょう。前にも言いましたが、大学の登山部やワンダーフォーゲル部の部員がいます。彼らもこのプランには賛同してくれてます」

「いくら何でもそれは危険だと思います。現状でそこまでリスクを冒す必要はないんじゃあないですか？」

　ほのかのその言葉に、柴原はにべもなく言い返す。

「僕は春川先生に聞いているんだ」

　そんな柴原を春川が笑みを浮かべながら諭さとす。

「まぁまぁ、柴原くん。君の気持ちもわかるが、今のところ穂積さんの言うとおり、差し迫った危険はない。拙せつ速そくな行動は慎つつしむべきだと私も思うね」

「でも……」

　まだ逡しゆん巡じゆんする柴原に春川は笑みを浮かべたまま、しかし少し椅子から身を乗り出して繰り返す。

「厄介な事にシティファーザーズが何を考えてるのかわからんからね。今は向こうの出方を見み極きわめるべきだ。違うかね？」

　温和な笑みの下には過か酷こくな戦場をくぐり抜けてきた元海軍士官の強い意志があった。柴原もその迫力に黙り込むしかない。

「……わかりました」

　ふて腐くされたように答えると柴原は椅子に座り直した。

「それではしばらくは静観。引き続き大学の研究施設に協力して周辺の状況を探りましょう。まずは生物学部の学生に協力して貰い、ボゥイの言う病原体が本当に存在するかどうかの確認を最優先という事で。穂積さん、これでよろしいかな？」

「……え、はい。それではその方針でお願いいたします」

　話をまとめてくれた春川に、ほのかは慌ててうなずいた。

「わかりました。私もその病原体について何かわかる事がないか調べてみます」

「それではみんなにもそう報告しておきます」

「何かあったらすぐに声をかけてください。運動部の学生もいますから」

　芳里に、気を取り直した柴原や、教職員たちも首肯して会議は解散となった。しかし会議室の上で密かに耳を澄すませていたものがいるとは誰も気付かなかったのである。




「なるほどな、しかしこれはチャンスだぞ」

　会議棟の屋上でずっと会議室内のやり取りを盗ぬすみ聞きしていた達哉は、集音マイクを片付けながらそう言った。

「何がチャンスなんだよ？」

　達哉から会議の内容を逐ちく一いち報告されていた杉内は怪訝な顔でそう聞き返す。

「ほのかはもちろん、春川先生や大学の柴原先輩たちも、冒険部の存在など頭にない!!」

「まぁそりゃそうだろうな」

　熱く語る達哉に、辟へき易えきとしながら杉内は答えた。そんな杉内に構わず達哉は口こう角かく泡あわを飛ばして続けた。

「この状況で冒険部が大活躍すれば、学園の評価も変わろうというものだ！　部室はもちろん、部費も大幅アップ！　これからはゲーム内冒険しかできない貧弱な坊やとは言わせないぜ!!」

「いや、その前に元の世界へ戻らないとどうにもならないんだけどな」

　多村がもっともな事を言うが、例によって達哉の耳には届かないようだ。

「今こそ冒険部が伊だ達てにゲームやったりマンガやラノベを読んでいたわけではないという事を学園中に知らしめるのだ！　よし、行くぞ！　俺たちの冒険力を見せてやろうぜ！」

　そう言うなり達哉は屋上から降りる階段へと向かう。

「ちょっと待て、達哉。冒険力を見せるのはともかく、具体的に何をやろうって言うんだよ？」

　さすがに村松も呆れて達哉を止めた。

「なんだ、聞いてなかったのかよ？」

　そう言う達哉に他の冒険部員たちは一いつ斉せいに首を振る。

「聞いていたがさっぱりわからん」

　杉内の言葉に村松と多村もうなずいた。そんな部員に達哉は嘆息しながら説明する。

「柴原先輩が、一時帰還するボゥイのトレーラーに誰かを忍び込ませようと提案して、ほのかや春川先生に却下されたって言ったじゃないか」

「ああ、そうだったな」

　村松はそう首肯しただけだったが、杉内はすぐに達哉の言わんとする事に気付いたようだった。

「ちょっと待て。俺たちでボゥイのトレーラーに忍び込もうって言うのか？」

「冒険部に相応ふさわしい活躍だろう!?」

　達哉は当たり前のようにそう答えた。

「ええ～～？　だって穂積会長や春川先生も危険だって却下したんだろう？　俺たちがやると言っても許可は下りないんじゃないか？」

「誰が許可を求めると言った？」

　心配げな多村にも達哉は平然としている。

「そもそも冒険に許可など不要！　己おのれの内なる衝しよう動どうに従したがい冒険するのみ!!　そこに山があるから登るように、そこに冒険があるから冒険するのみ！」

「……登山するにも登山許可とか必要なんだけどな」

　杉内のもっともなコメントも達哉には馬ば耳じ東とう風ふう。村松も達哉を止めようとする。

「それに病原体はどうするんだよ？　ボゥイが言うには、俺たちにはまだ免疫がないはずだろう？」

　しかし村松のその心配も達哉はひと言の元に斬きり捨すてる。

「気を付ければ大丈夫だ!!」

「そういうもんじゃねえ!!」

　杉内、村松、多村が一斉に声を揃えて反論しても、達哉の決心はまったく揺ゆるがない。

「よし、それじゃ早速準備にかかるぞ！」

　言うなり屋上から下へ降りていってしまった。

「やれやれ、俺たちも一緒に行くのかよ」

　うんざりした顔の村松の肩を叩き杉内は言う。

「まぁ、あいつなりに会長の事を心配しているんだろ。このまま埒が明かないと穂積会長への風当たりも強くなるだろうし」

「そうなの？」

　多村にそう聞き返されて杉内は自信なさげな顔になる。

「いや、まぁ……。そうなんじゃないか？　それに俺も正直このまま待っているのは性しように合わないからな。ちょっとはヤバい橋渡っても、この世界の事を知りたいのは事実だ」

「まぁ冒険部だしな」

　村松も笑いながら答える。

「しょうがないなぁ」

　不ふ承しよう不ぶ承しようながらも多村も杉内や村松に続いて屋上から降りていった。




「一週間ほどで戻る。その間、サポートドロイドは置いていくから、自由に使ってくれ。簡単な命令なら理解できるはずだ」

　ボゥイは運転席から学園の代表者に向かってそう声をかけた。

「前にも言ったとおり、この世界では広範囲に電波障害が起きている。無線による通信はできないが、学園内にいれば大きな問題はないだろう。例の病原体の問題もある。私が戻ってくるまで学園内に待機していてくれ」

「わかりました」

　運転席のボゥイを見上げてそう答えるほのかの周囲には、数体のサポートドロイドがいる。ボゥイは警備と手伝いのためと言うが、どちらかというと監かん視しという雰ふん囲い気きの方が強い。それはほのかや春川もわかっているはずだ。しかし今は何も言わず、ボゥイの次の出方を待っているのだろう。

「わかればそれでいい。迂う闊かつな真ま似ねはするなよ」

　ボゥイはそう言うと運転席のドアを閉めた。

「１１１号ベースへ一時帰還。トレーラーを出せ」

　運転席にはボゥイと共にサポートドロイドが座っている。しかしどちらも運転はしない。ボゥイの音声をトレーラーのコンピュータが確認。運転そのものは完全に自動化されているようだ。サポートドロイドが隣に座っているのはボゥイの護衛、そして監視のため。

　わずかな振動と共にトレーラーは動き出す。ボゥイの乗ったトレーラーに残りの二台が続き、学園都市の外へと向かう。外界と学園都市を隔へだてる門の前には、やはり監視のためサポートドロイドが立っていた。

「学園都市か……」

　ボゥイは運転席の窓越しに校舎やその向こうに見え隠れする研究施設を見やり独りごちる。

「微び生せい物ぶつに関する研究施設もあるようだな。学生だけで専門家は転移してこなかったようだが……。遅かれ早かれ伝染病の件は噓だとばれてしまうだろうな」

　サポートドロイドは会話機能も持つ。しかし事務的な会話にしか対応しておらず、また搭とう載さいされているＡ．Ｉは、ボゥイの言葉を自分に向けられたものではないと解かい釈しやくしたようだ。そのまま沈黙を守っていた。沈黙を守っているものの、サポートドロイドは常に周囲の会話を録音しているはずだ。それを知っているボゥイは肝かん心じんの言葉を胸中で付け加えた。

　この学園の施設と、転移民たちは使える。これは私にも運が向いてきたかも知れないな……。

　その時だ。やにわにサポートドロイドが声を発した。

「エージェントボゥイ。トレーラーにあの都市の住民が四人潜もぐり込んでいます」

　感情と抑揚のない男性の声でサポートドロイドはそう報告した。

「画面に出してみろ」

　ボゥイが指示するとダッシュボードの上にある小型モニターに車しや載さいカメラの映像が映る。三台のトレーラーのうち、真ん中の車輛。その運転席とコンテナの間に、高校生が四人しがみついているではないか。言うまでもなく達哉以下冒険部の面々である。

「これは面白い」

　ボゥイはにやりと笑って言った。

「少し行ったところでハンドルを切って振り落としてやれ。なんとか歩いて帰れる程度の距離でいい」

「エージェントボゥイ。外部に出た人間が都市へ帰還すると、病原体の件が偽いつわりとわかってしまいます」

「構わん」

　ボゥイはサポートドロイドに向かって言った。

「さっきも言ったとおり、遅かれ早かれわかってしまうはずだ。むしろ外に出た人間が戻ってきたとなれば、私が帰還するまでの間、あの都市の連中も余計な動きはしないだろう。診しん察さつやその結果分析やらで時間を取られるだろうかな」

　サポートドロイドのＡ．Ｉはそれで納得したようだ。

「了解しました」

　そう答えた。




「うわぁ！」

「多村――!!」

　村松に続いて多村も振り落とされた。幸い下は柔らかい泥でい濘ねいのようだ。頭を振りながら立ち上がる多村に、慌てて村松が駆け寄っていくのが目に入る。

「気付かれたんじゃないか？　さっきからトレーラーの動きが変だぞ!!」

　コンテナの手すりに摑まった杉内が声を張り上げた。確かに先程から急にトレーラーが大きく車体を右に左にと揺すり始めたのだ。周囲は砂浜から少し入った所。言うまでもなく道路などない。トレーラーが急にハンドルを切る理由などどこにもないのだ。

「それならまずトレーラーを停めて様子を見に来るんじゃないのか？」

「確かにそうするのが一番だけど……。っと、おお!?」

　達哉に答えようとしていて気が散ったのか、杉内もトレーラーから振り落とされてしまった。ばしゃんと音を立てて泥の中に落ちていった。

「杉内ー!!」

　達哉は泥の中から立ち上がる杉内に向かって叫んだ。

「それと村松ー！　多村ー！　お前らの犬死には無駄にしないぞ!!」

「死んでねえよ!!」

　縁起でもない事を言う達哉に反論する杉内の姿は見る間に小さくなっていった。




「あと一人です」

　サポートドロイドはそう報告するが、ボゥイはモニターに映る達哉の姿に少し感心したようだ。

「これだけやってもまだしがみついているとはな。あんな学園都市に住んでいたにしてはなかなか肝の据すわった少年だ」

　そう言うとボゥイはサポートドロイドの方へ向き直る。

「トレーラーが揺れて少々気分が悪くなった。あとは平常運転でいい」

「残った少年はどうしますか、エージェントボゥイ」

「放っておけ」

　ボゥイはそう言い放つ。

「どちらにせよ１１１号ベースまでついてくる体力はないだろう。途中で勝手に脱だつ落らくする。一人くらい行方不明になった方が学園都市の連中にもしめしが付くからな」

「しかしエージェントボゥイ。あの少年が『ストレンジャー』という可能性もあります」

　サポートドロイドのその言葉にボゥイは一いつ時とき眉まゆをひそめたものの、出した指示を撤てつ回かいする事はなかった。

「少年が落ちた場所だけ記録しておけ。なんだったら後で拾いに来ればいい」

　結局、達哉が力尽きてトレーラーから落ちた頃には、とっぷりと日が暮れていたのである。
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「坊ぼう主ず、お前はここで待ってろ」

　太陽も昇りきった頃、ランドゥはバイカートを停めると荷台の中で居眠りしていた達たつ哉やに向かってそう言った。

「ちょっくら情報屋に会ってくる。例のお嬢じようさんがこの辺りまで来たのは確かなんだが、その先はわからん。どの町へ入ったかは情報屋に調べさせておいた。すぐに済むからお前は大人しく留守番してろ」

　そう言うとランドゥは達哉の答えも待たず、バイクを降りると目の前の店に入っていった。店といっても半壊状態のファミレスとしか見えない。窓には割れたガラスの代わりに板切れや鉄板が塡はめ込まれており、中の様子はよくわからない。しかし店の前には自動車やバイク、自転車、さらには馬まで繋つながれており、それなりに人が入っているようだ。周囲には他に建物はなく荒野の中にぽつねんとこの店があるだけ。特徴といえば店の背後にスクラップの山が聳そびえている事だろうか。

「おい、おっさん。俺も行くよ!!」

「うるせい、お前が来るとややこしくなりそうなんだよ！　それにこの辺には盗ぬす人つとが多いんだ。お前は黙だまって留守番していろ」

　ランドゥは降りかけた達哉をそう制せいすると、電気が切れて動かない自動ドアを手で開け、店の中へ入っていった。

「ったく、人の話を聞かないおっさんだ」

　自分の事を棚に上げて達哉がぼやいたその時だ。

「痛っ……!?」

　達哉の額ひたいあたりに何かがぶつかった。荷台の床に落ちたそれへ目を落とすと、さび付いたネジだった。

「なんだ？」

　腰を屈かがめネジを拾おうとした達哉だが、その瞬間、何か気配を察さつして慌あわてて身をよじる。

　空気を切り達哉の頭の上を何かが通り過ぎていったかと思うと、今度はがしゃんという重い金属音が響ひびく。音がした方に頭を巡めぐらせると、大人の握り拳こぶしほどもあるさび付いた金属部品が、荷台の床に落ちているではないか。先程までそんな物など影も形もなかった。外から投げ込まれたのは間違いない。

「誰だ!!」

　死ぬような事はないかも知れないが、頭に直撃していたらかなりの怪け我がとなっていただろう。達哉は色をなして声を上げる。

「やべえ、気付かれた」

　スクラップの山の側そば。小学生高学年くらいの子供たちが逃げ出していくところだった。一番年長と思われる少年は手にボウガンか大きなパチンコのようなものを持っている。どうやらそれで金属部品を発射して達哉を狙ねらったようだ。

「くそお、危ないじゃないか!!」

　達哉は荷台から飛び降り、その子供たちを追いかけようとする。しかしその足はすぐに止まった。

「なぁ～～んてな！　ほら、そこだッ!!」

　少し走った達哉はすぐに振り返り荷台の方を指ゆびさす。案の定、そこには荷台によじ登ろうとしてる子供たちがいた。

「見つかった、逃げろ！」

　達哉にボウガンで攻撃していた少年たちより少し年下に見える。その子供たちは達哉に気付かれて蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出したが、一人だけが荷台から降りる時に足を滑すべらせて倒れてしまった。

「あ～～、もうしょうがねえな。泥どろ棒ぼうはよくないぞ」

　そんな事を言いながら達哉は転んだ子供を起こして抱え上げる。そんな達哉の背中に声が飛んだ。

「弟を離せ!!」

　振り返ると先程の少年が、ボウガンを構かまえて達哉を狙っているではないか。

「なに、こいつお前の弟？」

「離せ～～ッ！　離しやがれこの野郎!!」

　達哉が抱えている子供も暴れ始める。

「あ～～、わかったわかった」

　その子供を抱えたまま達哉は数歩、ボウガンを構えた少年の方へ歩いていった。よく見てみると少年たちはさして汚れた格かつ好こうをしているわけでもない。達哉がいた世界でもよく見かける格好だ。

「人質か、卑ひ怯きようだぞ!?」

　ボウガンを構えたまま少年は声を荒あららげた。

「人質？　あぁ、この子の事か。いや、そんなつもりはないんだけどなあ。ほら」

　言うなり達哉はひょいと抱えた子供を、ボウガンを構えた少年の方へ放ほうる。

「うわぁ、コウジ!?」

　少年はボウガンを投げ出して慌てて弟に駆かけ寄る。もっともそれほど力を入れて投げたわけでもないので弟は難なく地面に立った。

「へえ、面白いなこれ」

「ああ!?」

　達哉が投げ出したボウガンを取り上げているのを見て少年は驚く。

「てめえ、それを狙っていたのか!?　汚いぞ!!」

　少年からそう怒ど鳴なりつけられても達哉はさして意に介かいする様子はない。ボウガンを誰もいないスクラップの山の方へ向けて言った。

「ふ～～ん、これを回して板バネを引くんだな。なるほど、これなら子供の力でも何とかなる。でもボウガンというよりは、でっかいパチンコだよなあ。人に向けるのはお兄さん、感心しないぞ」

　達哉は足あし下もとに落ちていたボルトをセットした。

「よし、狙うはあのトラックのバックミラーだ！　こう見えても地元のゲーセンでは、ゴルゴのたっちゃんと呼ばれていたんだぜ！」

　近くに見えるさび付いたトラックのバックミラーに狙いを定めて達哉はボウガンの引き金を引いた。空気を切って飛んでいったボルトは、しかしバックミラーを大きく外れてしまう。

「へったくそ～～!!」

　少年の仲間がはやし立てる。

「うるせいな、初めてだからいいんだよ。いいか、今度こそ当ててやる!!」

　二回、三回と続けてみるが、まったく当たる気配はない。それどころかますます狙いがずれていくようだ。

「まったくへたくそだな！　貸してみ、俺が手本を見せてやるよ」

　先程までボウガンを持っていた少年も調子に乗ってそうはやし立てた。

「おう、言ったな？　じゃあやってみろよ」

　言うなり達哉は手にしたボウガンを少年に返してやった。少年はぽかんとして返して貰もらったボウガンを見つめている。どうやら本当に返してくれるとは思わなかったようだ。

「なんだよ、俺に手本を見せてくれるんじゃないのか？」

　達哉のその言葉に少年たちは顔を寄せ合い何やらひそひそ話し始める。

「お、内緒話とは好感度下がるぞ!!　俺にも聞かせろよな、この野郎!!」

　顔を突っ込んでくる達哉に、少年たちはパッと散る。

「お前、変なハウンドだなあ」

　ボウガンを持った少年は呆あきれたように達哉に言った。

「ハウンド？」

　猟りよう犬けんという意味の英単語だとは達哉も知っている。しかし少年たちはその意味で言ったのではないのも察しが付いていた。

「ハウンドだよ、ハウンド。お前知らないの、バカじゃないの？」

「バカじゃねえよ。ただほれ、聞き覚えはあるけど、すぐに出てこないだけだ。俺は最近、こっちの世界に来たばかりだからな！」

　少年はボウガンにボルトをセットしながら達哉の問といに答える。

「さっき店に入ったおっさんみたいな連中の事を言うんだよ。賞しよう金きん稼かせぎというかフリーターというか、そういうもんだって」

　ようやく思い出した。昨晩、ランドゥがそんな事を言っていたはずだ。しかしそれとは別に気になる事がある。

「賞金稼ぎとフリーターって凄すさまじく違うんじゃねえの？　つうか、あれか。ＲＰＧで言うところの冒険者みたいなものか」

「知るかよ。俺が言ってるわけじゃねえもん。ほら、見てろよ」

　少年はボウガンを達哉が狙っていたバックミラーへ向けて発射した。しかしボルトはまたもや大きく外れる。少年の弟や仲間たちの間から思わず笑いが漏もれた。

「今のは悪い見本だよ！　いいか見てろ、これが俺の本気だ!!」

　そう言って発射した次のボルトも見事に外れる。それを見て少年の仲間ばかりか、達哉も膝を打って笑い始めた。

「笑うなよ！　今のたまたまだよ、たまたま!!　お前のせいで調子狂っちゃったじゃないか!!　笑うならお前またやってみろよ!!」

「お～～し、見てろよ!!」

　達哉は少年からボウガンを受け取るとにやりと笑った。




　外観と同じく中は荒れ果てたファミレスの調ちよう度どがそのまま残されていた。そんな状態でも商売をやっているようだ。カウンターでは店の主人と思われる太った男性が、椅い子すに座った中年男と何やらやり合っている。半分とは言わないが、席も三割方は埋うまっていた。

　もっとも店内は本来のファミレスとは大きくかけ離れた荒すさんだ雰ふん囲い気きが支配している。壁には煤すすけて破れた新メニューのポスター。照明も粗あら方かた消えており、天窓と壊れた屋根から差し込む陽光だけが頼りだ。客の前には薄汚れたコップと、粗そ末まつな料理が載のった皿が幾いくつか出ているだけ。

　ランドゥは店内を見回したが目当ての客はいないようだ。

　参ったな……。そんな表情を浮かべ、ランドゥはカウンターにいる店の主人へと歩み寄る。

「よぉ、旦だん那な……」

「ああ？　客か。ちょっと待て」

　主人がカウンターから離れようとすると、座っていた中年男が声を張り上げる。

「おい、話は終わってねえぞ！　払うのか、払わねえのか、はっきりしろ!!」

　どうやら借金取りのようだ。店の主人は辟へき易えきとした顔をしてみせる。

「勘かん弁べんしてくださいよ、こっちにも事情ってもんがあるんですよ」

「知った事か！　こっちは急いでいるんだ。話次第じゃただじゃおかねえ!!」

「いや、ですからねえ」

「あのよぉ」

　ランドゥは店の主人の肩をちょんと指先で突いて言った。

「俺の話はすぐに済むから、こっちを優先してくれねえか？」

　そんなランドゥに借金取りが絡からむ。

「俺の用件が先だ！　てめえハウンドだな？　ハウンド風ふ情ぜいが俺たちのビジネスに、首を突っ込んでくるんじゃねえ!!」

　ランドゥはにやりと笑い借金取りの方へ歩み寄る。

「まぁまぁ、慌てるなんとかは貰いが少ないとか言うじゃねえか」

「貴様、舐なめた……」

　借金取りは最後まで言わせて貰えなかった。ランドゥは間合いに入るなり、座っていた借金取りのみぞおちに蹴けりをぶち込んだのである。借金取りはもんどり打ってひっくり返り腹を押さえて呻うめくだけだ。

「あいつが喋しやべれるようになる前に用事は済む。旦那、一つ聞きたいんだが……。今日、ここでボン介すけっていうしけた情報屋と会う予定になっていたんだ。それらしい男を知らないか？　外見は、そうだな。背は旦那より少し低くて……」

　その時、ランドゥの背後から出し抜けに声がかかる。

「しょぼくれた顎あご髭ひげに丸メガネ。モヒカンを赤く染そめてる……」

「そうそう、そんな感じだ」

　ランドゥはそう言いながら、背後の声の主の方へ向き直る。

　ゆらりと席から立ち上がったのはざんばら髪に着物姿の若い男性。腰には日本刀を帯おびていた。

「我らの事をかぎ回っている情報屋を逆に買ばい収しゆうして正解であったな。お主があの娘を捜すよう依頼されたハウンドか」

　その言葉にランドゥは舌打ちする。

「ちっ、あの野郎。信用ならないとは思っていたけど、簡単に転びやがって」

「所しよ詮せんは金目当ての情報屋にすぎぬ。お主には恨うらみはないが、全ては我々が無事に元の世界へ戻るため。あの娘を返すわけにはいかぬな」

　着物姿の男のその言葉にランドゥは怪け訝げんな顔をする。

「ちょっと待て、若いの。そりゃどういう事だ？」

「問答無用！　お前に恨みはないが死んで貰う!!」

　電光石火の早はや業ざわで抜かれた白はく刃じんが閃ひらめいた。

「なに!?」

　しかし白刃は空むなしく空くうを切っただけだ。ランドゥは間一髪、白刃を躱かわしたのだ。

「拙せつ者しやの居合いが躱されただと!?　それもこんな間近で……」

　動どう揺ようする男にランドゥはしたり顔で言った。

「相当自信があったようだが、まだまだだな。本当の達たつ人じんというものは、殺気すら感じさせないもんだぜ」

「知った風な口を……!!」

　ランドゥのその言葉が男の自じ尊そん心しんを刺し激げきしたようだ。狂ったように日本刀を振り回し始めた。店の主人や他の客が慌てて逃げ始める中で、ランドゥはひらりひらりと白刃を躱し続けていた。日本刀はただ空しく椅子や柱を切り裂さいていくだけ。

「くそ……！　拙者の居合いをこうまで躱し続けるとは……。貴様、まさかストレ……!?」

　何か気付いた男だが、ランドゥは最後まで言わせない。

「日本刀ぽんとう振り回す阿あ呆ほが出てきたという事は、あの都市の連中が小娘を攫さらったというわけか。ここまでわかればボン介はいらねえな。さっさと仕事を済ませるとしよう」

　そしてランドゥはコートの下から何かを取り出す。棒状のものだ。武器と見抜いた男は身構える。その隙すきにランドゥはテンガロンハットの上につけていたゴーグルを下ろしていた。

「気にするな、俺は平和主義者なんだよ！」

　ランドゥがそう言った途端、棒の先端から猛もう烈れつな閃せん光こうが上がった。

「うぉ!?　閃光弾か……？」

　ゴーグルをつけていたランドゥはともかく、棒を見つめていた男はもろにその閃光を受けてしまった。男が怯ひるんだ隙にランドゥは棒を男の腹に突きつけた。

「喰らいな、『しばき棒』！」

　次の瞬間、男の身体に電撃が走った。

「フラッシュグレネード機能付きのスタンブレードとは……！　卑怯だぞ、ハウンド！」

　膝を突き震える声で男はランドゥを非難するが、立ち上がり反撃する事はできないようだ。

「『しばき棒』だって言ってんだろう。それに一方的に日本刀ぽんとう振り回してくる野郎が何を言いやがる」

　呆れたようにランドゥはそう言うと店の主人の方へ向き直る。

「悪かったな、旦那。こいつは俺が縛しばり上げていくから、一日程度は放ほうっておいてくれないか。店の修しゆう繕ぜん費ひや迷惑料はシティ『花はな形がた』の橘たちばな正ただ真まさというジジイに請求してくれ。ハウンドのランドゥといえばわかる。この仕事については金の糸目はつけないと言われてるから、せいぜいふっかけてやれや。借金もそれで返せるだろ」

　呆あつ気けにとられている主人に向かってそう言うと、ランドゥは転がって呻いている男を縛り上げ始めた。




「おお、うまいじゃねえか」

「当たり前だろ。俺たちはずっとこれで商売しているんだ。経験が違うよ、経験が！」

　達哉が放り投げた空き缶を空中でしとめた少年は、ボウガンを片手に自じ慢まんげにそう言った。

「その腕なら充分に金取れるんじゃないか？　盗人なんてやらなくてもいいだろう。シーフなんてＲＰＧだけで充分だ」

「そうは言うけど、俺たちは見せ物なんて……」

「そら、行くぞ」

　反論する少年をいなすように、達哉はまた空き缶を放り投げた。

「またかよ、汚いぞ！」

　少年は空中の缶にボウガンで狙いをつけ、発射したボルトを命中させる。

「ははは、大したもんだなあ。これはもうプロと言っても過か言ごんじゃないぞ」

「そ、そうかなあ」

　誉ほめられて悪い気はしない。少年は照れくさそうに笑った。

「おい、坊主。何やってるんだ、行くぞ!!」

　店から出てくるなりランドゥは達哉に向かって声をかける。達哉の周囲に子供たちがいるのにランドゥは怪訝な顔をすると、数歩近寄ってさらに声を上げた。

「おい何やってるガキ共！　さっさと失うせろ!!」

「やべえ、ハウンドだ！」

　ランドゥが声をかけるまでもなく、少年と子供たちは蜘蛛の子を散らすように逃げ出し始めた。

「あ～～あ、行っちまいやんの。おっさん、別に怒鳴る事はないだろう？」

　達哉が非難するものの、ランドゥは気に留めることなくバイクにまたがる。

「あいつらはボウガンで人を撃って、その隙に金や物をくすねる悪童連中だ。相手にするんじゃねえ」

「そうか？　悪い連中には見えなかったけどな。いや、まぁ俺も狙われたんだけどさ」

「乗れ、坊主」

　バイカートの荷台の方へ顎あごをしゃくってからランドゥは続けた。

「達哉、お前ガキの扱あつかいうまいな」

「そうっすか？」

　荷台に飛び乗りながら達哉は答えた。

「俺、兄弟が多いからかも知れないなあ。弟も妹もいるし」

「ＯＫ、好都合だ」

　ランドゥはバイクのエンジンをかける。

「生あい憎にく、俺はガキの扱いが苦手なんでな。昨日も言ったとおり、お嬢さまの扱いはお前に任せるぜ」

「おお、居場所がわかったんすか？」

　身を乗り出す達哉にランドゥは答えた。

「ああ、ちょっと行った所に、住民がやたら刀を振り回すヤバい都市があるんだ。どうやらそこの連中がつけ回していたらしい」

「身代金目当てとかですかね？」

「違うな」

　ランドゥはバイクを走らせながら答えた。

「その都市……、シティ『刃じん浜ぺい』ってのは半年くらい前に転てん移いしてきたばかりだ。まだこの世界の絡から繰くりをよくわかってないのをいい事に、誰かから騙だまくらかされたんだろうさ」




「娘には逃げられたが、この町に入ったのは確かでござる。すぐに身柄を確保できる。そうすればこの町は元の世界へ戻れるのでしょうな？　エージェントクレイ」

　着物姿に角刈り頭、刀を帯びた壮そう年ねんの男性がそう言った。

「もちろんです。篠しの崎ざき隊長」

　うなずくのは黒い制服を着た少年。シティファーザーズの一人クレイである。クレイの前に立つのは、刃浜市の自じ警けい団だん隊長を務める篠崎冶じ吾ご郎ろうだ。

「『ランドキッドナップ』現象を起こすのはストレンジャーというところまではわかっています。ストレンジャーがいれば、町は元の世界へ戻る事ができる。そしてあの娘、橘立りつ花かはストレンジャーである可能性が極めて高い」

「うむ、承しよう知ちつかまつった。今日中には身柄を確保できると思う。では失礼いたす」

　一礼すると篠崎は部屋を出ていった。ドアが閉められ部屋にいるのが、自分と警備用のガードロイドだけになるとクレイは嘲ちよう笑しようを浮かべる。

「他の都市のストレンジャーでは意味がないというのにな。この都市の連中は御ぎよしやすい。これからもいいように使わせて貰おう」

　そしてクレイは窓の外へと視線を送る。そこに見えるのは明治初期の町並みが、そのまま近代化されたようなちぐはぐな光景。町を行く人々も和わ装そう、洋よう装そうが半々。中にはちょんまげに刀を帯びている者もいる。その格好で携帯デジタルオーディオで音楽を聴いているのだ。クレイと篠崎が会っていたのは、もともとこの町の市庁舎だった建物。この町も無数にある並列世界の一つから『ランドキッドナップ』現象で転移してきたもの。転移からは半年ほどしか経たっておらず、住民たちも最近になってようやく平静を取り戻しつつある。『刃浜』というこの町にはもともと強力な警察、治安組織がなく、転移後は市民有志による自警団が結成された。それが篠崎冶吾郎率ひきいる組織である。

　クレイのいる建物も元は市庁舎だったのだが、市長は転移現象に巻き込まれなかったため、やはり主人不在となっていた。現在、市の最高責任者は篠崎となっているが、それも盤ばん石じやくの状態というわけでもない。

「それにしても橘の老おいぼれめ、どうやら我々に反抗するつもりのようだな。何か対策を講こうじておいた方がいいだろう」




「クレイは何と言ってましたか、隊長殿」

　篠崎が部屋を出たところに待っていたのは革のシェリフジャケットに銀髪の少年。妙みように人当たりのよい笑みを浮かべてそう尋たずねてきた。

「どうという事もない。お主は拙者の警護が任務のはずだ。余計な事に首を突っ込むな。だからこそお主のようなハウンドを雇やとったのではないか。まずはそれを心得よ。アサクラ」

「はいはい」

　少年は芝居がかった態度で肩をすくめてみせる。少年はアサクラというハウンドだ。最近、自警団の中での内部抗こう争そうが激はげしくなってきており、あえて中立を期きすため、篠崎自らボディガードとしてハウンドを雇ったのである。

　別のハウンドからの強い推すい薦せんもあり雇ったアサクラであったが、若い割には腕も立ち頭の回転も速い。金でどうとでも動くハウンドゆえ、篠崎も万全の信頼を置いているわけではないが、それなりに使える人材なのは確かだ。

「行くぞ、何をしておるアサクラ？」

　アサクラは篠崎が出てきたばかりのドアに耳をつけて中の様子をうかがっているようだ。

「いやぁ、やっぱ気になるでしょ。シティファーザーズって連中が何を考えているのか」

「気になるのは事実だが、クレイ殿は我々が元の世界へ戻れるように骨を折ってくれているのだ。あまり機嫌を損ねるような真ま似ねはするな」

「はいはい」

「はいは一度でいい」

　篠崎がそう叱しつ責せきするとアサクラはドアから離れて駆け寄ってくる。再び歩き出した篠崎は、アサクラがコートのポケットに何かを隠した事に気付かなかった。




「お嬢さま、お嬢さま。そろそろ帰りませんと、お爺じいさまが心配なされますぞ」

「わかっておるわ！　日が暮れる前にはこの都市を出る」

「出るとおっしゃりましても、『花形』の町に戻るには丸一日ほどかかりますぞ」

「そうか。それは困ったな。まぁ何とかなるだろう」

　立花の返答には緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない。

「立花お嬢さま！」

　道ゆく人々は立花の事を怪訝な顔で見つめていた。立花の格好は和装にブーツ、日ひ傘がさ。この『刃浜』の町でもそれほど目立つ格好ではない。町の人々が不思議に思っているのは、立花が誰かと話しており声が聞こえるにもかかわらず、その相手の姿が一向に見えないという事なのだ。立花と話している老ろう成せいした声の主が、まさか日傘とは誰も思わないだろう。

「よぉよぉ、お嬢さん。一つどうだい？　名物串くし団だん子ごだよ！」

　立花が歩いていたのは『刃浜』中心近くの商店街。昼過ぎという事もあり、そろそろ通行人も増えてきた頃合いだ。そんな商店街に店を構えていた菓子屋の店員が立花に声をかけた。

　店頭に並ぶ串団子を見て立花は目の色を変えた。

「串団子!!」

　立花が小走りに近寄ってくるのを待ち、店員が串団子の載った皿を差し出した。

「みたらしにあんこ、焼き団子もあるよ。店で食べていけばお茶も出すからね」

「おお、これはおいしそうだ！　おい、店員。一つ二つ貰うぞ！」

　そう言った立花だが、団子と一緒に皿に載っている値札に眉まゆをひそめる。そこに書かれている通貨単位は立花が見た事がないものだったのだ。

　一時、店員の顔を見上げ、しばし立花は考え込む。

「これでは駄だ目めか？」

　立花は帯の間から財布を取り出すと、中に入っていた半透明の札を店員に見せた。シティファーザーズが支援物資と交換するために発行しているチケットだ。町と町の間では事実上の通貨として機能している。

「駄目駄目、この町の中では『新両』しか使えないんだよ。ほら、これ」

　店員はポケットから出した楕円形のコインを立花に見せる。この町の通貨なのだろうが、無論、立花は持っていない。立花はしばし思案した後、財布の根付けになっていた真珠をむしり取った。

「お嬢さま！」

「背に腹は替えられんだろう」

　老成した声の主がわからず周囲を見回していた店員に立花は真珠を差し出した。

「これでどうだ！　それなりに価値のある物のはずだ。この都市でも変わらんだろう」

「はぁ、私だけじゃ何とも言えないんで……。奥で旦那に聞いてきます」

　そう言うと店員は店の奥へ引っ込む。

「立花お嬢さま、お爺さまからいただいたものを簡単に……」

「構わん」

　立花は素そっ気けなく答えた。

「あんな物、私には何の価値もない」

　その面おも差ざしはどこか寂しげだ。

「お嬢さま、お気持ちはわかりますが……。やはりまずいのではないかと……」

　立花の言葉の裏に潜ひそんでいる感情に察した樋ひ笠がさは思わず言い淀よどんでしまった。しかしそんな樋笠を待っていたのは、立花の八つ当たりであった。

「ええい、まだ言うか！」

「いえ、その……。私はお嬢さまのためを思い……」

　立花は日傘の柄えを持つなり、いきなり大きく振り回し始めた。

「大体、樋笠はいちいちうるさい！　お前もお爺さまと同じく、私が世間知らずだと言っていたではないか！　これくらいの社会勉強は大目に見るべきだろう!!」

「わかって、わかっておりますが。お嬢さま、そんなに振り回さないでください。如い何かにこの樋笠といえども……」

　その時だ。店の奥から店員が出てきた。

「旦那が言うには本物だってさ、お嬢ちゃん。これなら一皿と言わず十皿でも……」

「そうか!!」

　喜き色しよく満まん面めんで立花が振り返った時だ。思わず力が抜けたその手から日傘の樋笠がすっぽりと抜け出し、どこかへ飛んでいってしまう。

「あ～～れ～～、お嬢さま～～……！」

　樋笠は放物線を描えがいて飛んでいき、たまたま通りかかっていたトラックの荷台へと飛び込んでいってしまったではないか。

「樋笠!?」

　思わず駆け出そうとする立花を団子屋の店員が呼び止める。

「あの、お嬢ちゃん。団子は？」

　くるりと振り返り、しばし考え込んだ後に立花は慌てて言った。

「あの今、ちょっと……。いや、食べる！　すぐに食べて、すぐに追いかける!!」




「例の病原体とやらはでまかせだが、この世界に転移してきた都市の連中、シティファーザーズは転移民と呼んでる奴らが外へ出たがらないのは事実だ」

　達哉から改あらためてハウンドについて説明を求められたランドゥはそう言った。

「だから都市と都市の間で起きるトラブルを解決する人間が必要になってくるんだ。それが俺たちハウンドだ」

「シティファーザーズに頼たのめばいいじゃん。やってくれるんじゃないの？」

「お前はこっちに来てから日が浅いからまだわかってねえんだろうが、あの連中は慈じ善ぜん事業をやってるわけじゃねえんだよ。シティファーザーズが興味を持ってるのは、ストレンジャーだけだ」

「スト……、なんだって？」

「ストレンジャーだ。シティファーザーズから説明……。おっと、出てきたな。話は後だ」

　ランドゥはそう言うとバイクを停めた。場所は令れい嬢じようをつけ回していたという一団の本ほん拠きよ地ち。『刃浜』という町。ランドゥと達哉はその入り口へ到着したところだ。

「へえ、なんか時代劇みたいな町並みっすね」

「文明開化から現代に至いたるまで、これといった変化もなかった世界から来たって話だ。戦争も政せい変へんもなかったらしいな」

「なるほどねえ」

　ランドゥの説明をどこまで理解したのかわからないが、達哉は荷台から身を乗り出して物もの珍めずらしげに町並みを眺ながめている。

　シティファーザーズが『パッチワークワールド』と呼んでいる世界へ転移してきた都市は、やがてその周囲に城壁や堀を巡らせるようになる。都市への部外者の侵入、そして内部に住む人間の逃走を防ふせぐためだ。

『刃浜』を取り囲む城壁はまだ簡かん素そなもので、充分に中の町並みが見渡せる。町の中へ入る門は開け放たれていたが、中から出てきた自警団がランドゥの前に立ちはだかった。

「ハウンドか。何の用だ。この都市の者から要よう請せいを受けたのならば、まずはその者の氏名を述のべよ」

　数人の自警団を代表してもっとも年長と思おぼしき初老の男が、ランドゥに向かって威い圧あつ的てきな態度でそう言った。そんな男にランドゥは素っ気なく答える。

「お前たちのボスに会わせろ。自警団の隊長だ。いるんだろう？」

「お～～、おっさん。渋いじゃんか！」

「だからお前は黙ってろ！　いちいち話の腰を折るな!!」

　やにわに声を上げる達哉に、ランドゥはやりにくそうに舌打ちして怒鳴りつけた。初老の男はランドゥと達哉のやり取りにも気勢を削そがれる事なく重ねて言った。

「用件を言え。隊長殿は忙しい。用件次第ではお引き取り願う事になる」

　そう言う男にランドゥはバイクの後部座席へ手を伸ばし、そこにくくりつけてあった物を放り投げた。

「それの持ち主の件で話がある」

　初老の男はそれを取り上げ顔色を変える。

「これは……、大おお室むろ克かつ兵べ衛えの刀？」

　どうやらそれが崩壊寸前のファミレスでランドゥに斬りかかってきた男の名前のようだ。

「おのれ！　大室をどうした！」

「事と次第によってはただではおかぬぞ！」

　気け色しきばむ自警団にランドゥはバイクから飛び降りて言う。

「なぁに命の危険はねえよ。適当にふんじばって転がしておいただけだ。場所を知りたければ、お前らの隊長とやらに会わせろ。それがお互いのためだ」

「貴様、人質とは卑怯だぞ！」

「そうだ、卑怯だぞ。おっさん!!」

　最初の非難はランドゥの前から聞こえてきたが、その次は背後からの声だ。言うまでもない。達哉だ。

「だから、お前は黙っていろ！　これ以上、話をややこしくするな！」

　達哉を一いつ喝かつした勢いでランドゥは自警団も怒鳴りつける。

「自分たちの都合で小娘を誘ゆう拐かいしておきながら、人の事を卑怯だのラッキョウだの言える立場かよ。その上、シティファーザーズに都合良く騙されているっていうんだから、大したもんだぜ！」

「おのれ!!」

　数人の自警団が腰に帯びたスタンブレードに手をやる。しかし初老の男はそれをとどめて言った。

「待て、皆の者。こやつの言う事にも一理ある」

「何をおっしゃいますか、堀ほり口ぐち殿」

　堀口と呼ばれた初老の男は仲間の自警団に向かって続けた。

「篠崎隊長に連絡を取ってくれぬか。全てはこの堀口信しん之の助すけが取る」

「そいつはありがてえ」

　にんまりと笑うランドゥを、堀口以外の自警団は憤ふん然ぜんとして睨にらみつけた。しかしいつまでもそうしているわけにもいかない。数人が門の中へ入り電話で篠崎と話をつけたようだ。すぐに戻ってくると堀口に何やら耳打ちした。一つうなずいてから堀口はランドゥの方へ向き直る。

「すぐにお会いできるとの事だ。私が案内する。すまんがバイクは置いていってくれ。それと会うのはお前一人だ。ハウンド」

「ＯＫ、わかった。おい、坊主」

　数歩、歩み出てからランドゥは達哉の方へ向き直る。

「そういうわけだ。しばらく大人しくして待ってろ。話の成り行きによっては、手を貸して貰うかも知れねえが、俺から連絡があるまでは余計な事をするなよ」

「わかってますって！」

　調子に乗って敬礼してみせる達哉を、ランドゥは苦々しげな顔で見つめていたが、やがて堀口と共に都市の中へ向かう。しかし門をくぐる途中で不安になったのか、いきなり振り返ると達哉に向かってまた声をかけた。

「大人しくしてろって言っただろう！　降りるんじゃねえ、お前がいなくなったら誰がバイカートを見張っているんだ！」

　案の定、達哉は台車から降りようとしていたところだった。

「いや、ほら。新しい町に来たら、取りあえず行ける所には行ってみるとか、青少年にありがちな、目的のない好奇心とかそう言う感じ？」

「そんな面倒な物はドブにでも捨てちまえ！　青少年だったら、大人の言う事を聞け！　わかったな、坊主！」

　一方的にまくし立てると、ランドゥはテンガロンハットを目ま深ぶかに被かぶり直して都市の中へと入っていった。

「……弟子か？」

　二人のやり取りを見守っていた堀口がそう言うが、ランドゥはうんざりした顔で頭を振る。

「ガキのお守もりにでも使えればと思って拾ってきただけだ。好きこのんでハウンドに弟子入りする馬鹿野郎なんざいねえよ」

　ランドゥのその答えに、堀口は周囲に悟さとられぬよう少し笑みを浮かべた。




「大人しく待っていろと言われてもなあ」

　ランドゥが『刃浜』の中へ入ってから十数分。未いまだに動きはない。門の側にはしばらく自警団がいたが、達哉には危険性がないと思ったのか、いつの間にか町の中へ入ってしまった。

　そういえばほのか、どうしてるかな？　心配かけたかなあ……。

　ぼんやりと空を見上げて、そんな事を考えていた達哉の耳に、自動車のエンジン音が響いてきた。

「お～～い、坊主。そのデカいバイク動かしてくれないか。邪魔なんだよ」

　エンジン音と声がした方へ視線を向けると、門から一台のトラックが出てきたところだった。達哉にしてみれば、昔の映画でしか見た事がないボンネット型のトラックだが、この町では現役のようだ。

「いやぁ、これ俺のじゃないし。免許もないし、動かし方、わかんないっすよ。それにトラック一台くらいなら通れる隙すき間まはあるじゃないすか」

　達哉のもっともな反論にトラックの運転手は舌打ちする。

「チッ、面めん倒どうくせえな。おい荷台、擦こすらねえようにちゃんと見てろよ」

　運転手は荷台に乗った男にそう声をかける。

「それはいいんですけど、こいつはどうしますか。親おや方かた」

　荷台の男は手に日傘を持って顔を出す。

「こいつとは何だ、こいつとは。私は橘家の執しつ事じ、樋笠であるぞ。その辺の日傘と一緒にするでない」

「日傘には変わりねえじゃないか」

　日傘を持った男はそう言うが、話している相手の姿は見えない。

「喋る日傘なんて気味悪いものなんざ乗せた覚えはねえ。捨てちまえ！」

「へい」

　男の答えと共に荷台から一本の日傘が放り出され、弧こを描いて達哉の目の前に落ちた。

「痛いではないか！　日傘と思って乱暴に扱うではない！」

　またどこからか声が聞こえてくる。どうやら運転手たちに抗こう議ぎをしているようだが、その間にトラックは土つち埃ぼこりを上げて走り去ってしまった。

「おーい、誰か！　誰かおらぬか。目が地面を向いてしまって周囲が見えぬ。ううむ、こうしている間にもお嬢さまの身に何が起きてるかと思うと……。ああ、お労いたわしや。立花お嬢さま！」

　達哉は台車から飛び降り日傘に歩み寄る。

「へえ、この世界の日傘は喋るんだ」

　もうそれくらいでは達哉も大して驚きはしない。

「だから、その辺の日傘と一緒にするでないと言っているだろう。この私、樋笠は橘家に仕える執事であり……。っと、その前に助けては……」

　樋笠が言い終える前に達哉は日傘を手に取った。

「かたじけない。少年。……ん、そのバイク。ランドゥ殿のバイカートではないか!?」

　日傘は感激を表すようにばさっと音を立てて大きく開く。しかしそれ以上の動作は日傘本体だけではできないようだ。

「日傘の人、おっさんを知ってるの？」

　日傘の表面に目を思わせるプリントがしてあるが、実際にそれが視覚として機能しているようだ。

「うむ、ご主人様とは懇こん意いのハウンドだ。……ひょっとして、ご主人様がお嬢さま救出をランドゥ殿に依頼したのか？」

「そのお嬢さまってのは、家が金持ちでじゃじゃ馬でしかも町で評判の美少女なのか？」

「確かに金持ちで見み目め麗うるわしきご令嬢ではあるがじゃじゃ馬とは……。まぁ活発であらせられるのは事実だが」

「なら間違いない。ランドゥのおっさんは、そのお嬢さまを捜し出すように依頼されたって言ったぜ」

「なんと！」

　樋笠は感激を表すようにばたばたと傘を開いてみせた。

「それでランドゥ殿はいずこに!?」

「町の偉えらい人と会うとかで、中に入っていったままだ。でも任せろ！」

　達哉は勢い込んでばんと自分の胸を叩いた。

「この葦あし谷や達哉がそのお嬢さまを見つけ出してやるぜ！　この状況でお嬢さま愛用の日傘兼執事が転がり込んでくるご都合主義展開自体、俺のヒーロー属ぞく性せいの証明だ！　これぞ草くさ冠かんむりの萌えじゃなくて、火ひ偏へんの燃え展開!!」

「大丈夫かのう。それに少年、お主、見かけぬ顔だが、ランドゥ殿の弟子か？」

「いや、弟子というわけじゃないけど、おっさんには一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩義があるからな。それにおっさんは、子供の扱いが苦手とかで、俺にお嬢さまの面倒を見させるつもりだったようだし」

　噓うそは言っていないが、樋笠は達哉の説明に一いち抹まつの不安を覚えたようだ。

「いや、やはりここはランドゥ殿が帰ってくるのを待った方が……」

　しかし人の話を聞く達哉ではない。

「よし、行くぜ。日傘の爺さん！　大体でいいから、お嬢さまがいそうな場所の見当はつくか？」

　樋笠は自分では自由に動けない。達哉に任せるしかないようだ。

「う～～む、こうなったら腹をくくるしかないか。まずは私とお嬢さまがはぐれた商店街の方へ向かってみるとしよう」

「携帯電話とかないのかよ？」

「少年、この世界へ来てからまだ日が浅いな？　この世界は電波が遠くまで届かぬのだ。それすら知らぬとは……、ああまた心配になってきた」

「少年じゃない！　達哉だ！　まぁいいや。その商店街へ行ってみよう。まずはイベントが起こりそうな場所優先だ」

　達哉は不安げに傘をばたばたさせる樋笠を手に、『刃浜』の町へと入っていった。




「武器を……」

「構わん。自警団の隊長室で私を討うとうとするほど無む謀ぼうな男には見えん」

　ランドゥから武器を預あずかろうとした部下を制して篠崎は言った。

「そいつは買いかぶられたもんだ」

　にやりと笑いそう言うランドゥを、自警団の団員は苦々しげな顔で睨ねめつけるが、篠崎は顔色一つ変えない。

「先に一つ言っておく。橘の娘は取り逃がした。我らも居場所は知らない。この町にいるのは確かだが、まだ捕とらえておらぬ。さて、貴殿の話は何だ？」

　隊長室には簡単な机が一つ。篠崎はそこに着き、ランドゥはその前に立つ。ドアの前は他の団員が固め、ランドゥとの会見を具申した堀口も緊張した面持ちで立っていた。

「単刀直入に言おう。あんたら、騙されてるぜ」

　ランドゥの言葉に篠崎がついと眉を上げる。

　そのままランドゥも篠崎も口を開こうとはしない。しばし流れた沈黙に耐えかねたように、ドアの前を固めていた若い自警団団員が口を開く。

「どういう事だ!?」

「言ったとおりの事だ」

　ランドゥは篠崎の方を向いたままでそう答えた。そんなランドゥに若い団員は重ねて尋ねた。

「何を言いたいのかわからん。もっと詳くわしく説明しろ!!」

「生憎と俺は口べたでな。この程度で察しが付かないくらいボンクラだと、ちゃんと説明してもわからねえだろうよ」

「貴様……！」

　気色ばんだ若い団員が腰のスタンブレードに手を伸ばす。

「止やめろ」

　団員を制してから篠崎はランドゥへ向き直る。

「シティファーザーズの話か？」

「まぁな」

「ふむ……」

　居い住ずまいを正してから篠崎は続ける。

「『ランドキッドナップ』現象は、その都市にいる『ストレンジャー』を、この世界のどこかに存在する『ストレンジネスアトラクター』が引きつける事によって生しようじる。しかし稀まれに『ストレンジャー』の反転現象が起きる事があり……」

　その時、やにわにドアの外から声が聞こえてきた。

「反転した『ストレンジャー』、つまり『ネガストレンジャー』は『ストレンジネスアトラクター』とは反発する。つまり逆転移現象が起きる。そうすれば元の世界へ戻れるってわけ。そうだよな」

「てめえか」

　ランドゥは声の主に覚えがあるようだ。篠崎はドアの外に声をかける。

「入れ」

　開いたドアから入ってきたのは、ランドゥと同じハウンドのアサクラだった。

「よッ、ランドゥの旦那」

　馴なれ馴れしげに挨あい拶さつするアサクラに、ランドゥは舌打ちを返しただけだった。

「それで我らが何を騙されていると言うのだ？　ストレンジャーがいれば、反転現象が起きた時、元の世界へ戻れるのは間違いないのであろう？」

「その可能性はありますよ。事実、そうして戻った都市もあるらしいけどね。でもストレンジャーなら誰でもいいというわけじゃない」

　アサクラのその言葉に、自警団団員たちの間に動揺が広がる。

「どういう事だ？　クレイ殿はストレンジャーなら誰でもよいと言っていたぞ」

「だから、それが騙されていたって言うんだよ」

　ランドゥも言った。

「もともとその都市にいたストレンジャーじゃないと意味がねえんだ。他の都市のストレンジャーじゃ何も起きやしねえ。騙されたんだよ、あんたら。まんまとな」

「篠崎隊長！」

　若い団員がやにわに声を張り上げる。

「この男の事を信用してはなりませぬ！　あの娘を奪い返すため、口から出で任まかせを言ってるに相そう違いありません！」

　他の団員も続く。

「その通りでございます。シティファーザーズのクレイ殿は、我々のために水や食糧を用意してくれました。今さら、我らに噓をつくはずもない。この男はストレンジャーの娘を手に入れたいだけです！」

「いや、別に信用できないって言うんなら仕方ねえけどな」

　ランドゥは部屋の中でも被ったままのテンガロンハットをついと上げて言った。

「俺は俺でやらせてもら……」

　そう言いランドゥが踵きびすを返しかけた時だ。黙って成り行きを見守っていたアサクラが、革のベストのポケットから何かを取り出した。どうやら小さな機械、携帯オーディオのようだ。

「ぢゃぢゃ～～ん！」

　口で擬音を唱えながら、アサクラはにんまりと笑いそのスイッチを入れた。

『今日中には身柄を確保できると思う。では失礼する』

「それは……!?」

　篠崎が思わず腰を浮かせる。自分の声だ。それも先程、クレイと会っていた時に話した言葉。どうやらドア越しにアサクラが二人の会話を録音していたようだ。

「盗とう聴ちようしていたのか？」

「まぁまぁ、最後まで聞けよ。隊長さん。ランドゥの旦那が言ってる事が正しいとわかるから」

「だからといって無断で盗聴など……」

「こうでもしないと、あんた等は俺たちハウンドの言う事なんて信用しないだろ？　それに断ったら盗聴じゃないしね」

　アサクラの指摘に篠崎は唇くちびるを嚙かむ。確かに他の団員を見ると、ランドゥやアサクラの言う事に耳を傾ける気配はなさそうだ。そして盗聴器からクレイの言葉が流れた。

『他の都市のストレンジャーでは意味がないというのにな。この都市の連中は御しやすい。これからもいいように使わせて貰おう』

　録音はその少し先で途切れる。

「理由はわからん。しかしシティファーザーズは一つの都市に一人しかいないストレンジャーを集めている。言ったとおりストレンジャーがいなくなった都市は元の世界へは戻れない。お前たちは他の都市のストレンジャーを集めるために利用されたんだよ」

　ランドゥが重ねてそう言うと、篠崎は腹を決めた表情で立ち上がる。

「決まりだな」

　そして堀口をはじめとする他の団員へ向かって言った。

「シティファーザーズは我らを謀たばかっていた。クレイから依頼された橘立花の身柄確保命令は現在を以て撤てつ回かいする！」

「実のところ、拙者も年とし端はのいかぬ娘を拉ら致ちするなど、納得がいきませんでした」

　ほっとした顔で堀口が言った。

「捜索に当たっている団員に指示を出します。娘の保護はこのハウンドに……」

　間が良いのか悪いのか。ドアを開けて別の団員が駆け込んで報告する。

「例の娘を西大通りで発見したという報告がありました。現在、高たか島しま班が身柄確保に向かっております」

「その命令は……」

　篠崎が言い終える前に、ドアの側にいた若い団員が慌てて口を開く。

「わかった、すぐに身柄を確保しろ。必要ならば増員を手配すると伝えろ!!」

「代だい田だ!?」

　篠崎と堀口は勝手な指示を出した若い団員に当惑する。

「構わん、行け！　拙者が全ての責任を取る!!　行くんだ!!」

　代田は報告に来た団員を部屋の外へ押し出すようにすると、改めて篠崎の方へ向き直る。

「申し訳ありませんが、隊長殿。拙者たちはシティファーザーズに付きます。シティファーザーズに付いて元の世界へ戻ります！」

　いざという場合に備そなえて根回しをしていたのか、他の若い団員も代田と同意見のようだ。腰のスタンブレードに手をかけて身構える。篠崎と堀口は思わぬ反抗に拳を握りしめた。

「何を言う！　クレイは我々を騙していたのだぞ！」

「そうかも知れませんが、堀口殿。そこのハウンドが言ったとおりだとして、我らが元の世界へ戻れぬのは変わりないではないですか」

　代田の反論に堀口は返す言葉がない。

「ハウンドの言う通りなら、シティファーザーズはストレンジャーを集めているはず。あの娘がストレンジャーならば、クレイと取引をすればいい。この町のストレンジャーを見つけて貰えばいいのです！」

「見つけたとしても、素直に渡してくれると思うかい？　若いの」

　ランドゥの言葉には答えず、代田は篠崎を向いて言った。

「我らには元の世界へ残してきた家族や主しゆ君くん、そして未来があります。その記憶のあるうちに戻りたい。あなた方とは違う。こんな何もない世界に骨を埋うずめるつもりは毛もう頭とうござらん！」

「言ってくれるじゃん」

　そう言う代田にアサクラは皮肉な笑みを浮かべた。

「まだこっちの世界に来てから一年も経ってねえからな。記憶がはっきりしてる訳か」

　ランドゥは舌打ち混じりにそうぼやく。

「餌えさを与えられたからといって、騙した相手に尻尾を振るとは、猟犬ハウンドにも劣る駄だ犬けん！」

　篠崎はそう言いながら立ち上がり腰に帯びた刀に手をかける。

「元の世界へ戻りたいがために、人としての徳を忘れるならば、拙者自ら引導を渡してくれよう」

　どうやら篠崎の刀は真剣のようだ。鯉こい口くちから覗のぞく刃やいばがぎらりと光を放つ。ランドゥはそんな篠崎と代田たちの間に割って入った。

「まぁまぁ、待てや。隊長さん。ここは穏おん便びんに行こうぜ。あんただってここで事を荒立てたくはないだろう？」

「どけ、ハウンド！　こうなったのも拙者の不徳が原因。自分でけじめをつける」

「そう言ってるんだからやらせればいいじゃん」

　にやにや笑いながらそう言うアサクラに、ランドゥは憮ぶ然ぜんとした顔で答えた。

「俺は平和主義者なんだよ」

　その時だ。代田たちが堀口を突き飛ばして襲おそいかかってきた。

「問答無用！　篠崎さん、あんたの時代は終わった!!」

「……そう来ると思っていたぜ!!」

　背中を向けて篠崎との間に入れば、代田たちが仕掛けてくるのをランドゥは読んでいた。振り返りざまにコートの下へ手を入れる。

「待て、銃は……」

　取り出したのは小型機き関かん銃じゆう。それを見た篠崎は慌てるが、ランドゥはゴーグルを下おろしながら言った。

「俺は平和主義者なんだよ！　目ェつぶれ、耳塞ふさげ！　行くぞ!!」

　ランドゥは手にした小型機関銃の銃口を天井へ向けた。

「威い嚇かくなどで怯むものか。我らの覚悟を……」

　天井へ向けた小型機関銃の引き金を引いた途端、隊長室の中に無数の雷が落ちたような衝撃が走る。目も眩くらむ閃光と耳を劈つんざく轟ごう音おんしか感じられない。

　……スタングレネードの一種か!?

　理解した篠崎も身体を動かす事ができない。強い閃光と大きな音を前にすると、人間は本能的に防御姿勢に入り、自由に動けなくなる。それを応用したのが閃光手榴弾スタングレネードである。ランドゥが撃ったのは、どうやらそれの銃弾版。いわばスタンブレットとでも言うべきもののようだ。

　ランドゥの言うまま目ま蓋ぶたを閉じたため、回復は少し早かったようだ。篠崎が動けるようになった時には、まだ他の団員たちは床に転がっていた。しかしランドゥの姿はない。

「ふう、まだ耳がキーンとするぜ。旦那にも困ったもんだ」

　頭を振りながらアサクラがそうぼやくが、篠崎も何と言っているのかちゃんと聞き取れない。視線を向ける篠崎が説明を求めると思ったのかアサクラは話を続けた。

「多目的非殺傷型軽機関銃『スパイダー』。旦那の帽子には耳当てが隠してるからいいようなものの、こっちは手で塞ぐだけだからなあ」




「行ったぞ、そっちだ！」

「いない、逃げられたか？」

「そんなはずはない。よく捜せ!!」

　日傘の樋笠を捜して商店街を歩いていた立花だが、自警団に見つかってしまい、慌てて路地に逃げ込んだところだ。

「ええい、樋笠の奴め。こんな時にいないとは役に立たない奴だ！」

　自分がやった事を棚に上げて立花はぶつくさと文句を言う。

「この一角を囲め！　奥へ追い詰めるんだ！」

　自警団が指示を出す声が聞こえる。

　とにかく何とか樋笠と合流しなければ。それにはトラックが走っていった広い通りへ出る事が先決だが、そちらは完全に自警団が封ふう鎖さしてしまっている。

「なるようになる！　強行突破だ！」

　立花は逃げ込んだ路地を戻り始めた。そして表通りが見えてきた。

　行ける！　立花がそう思った時だ。

「いた！　ここだ、応援を!!」

　声が飛ぶと同時に立花の前に自警団の男たちが立ち塞がる。立花はフェイントをかけて男の横を駆け抜けたが、すぐに別の自警団団員が行く手を遮さえぎる。

「大人しくしてれば手荒な真似はしない」

　前の団員が立花に腕を伸ばしてくる。後ろからは数人の団員が駆けつけてきたところだ。

　万ばん事じ休きゆうすか……。立花が唇を嚙んだその時だ。

「せえの！」

　威勢の良いかけ声と共に、立花の目の前にいた団員を何者かが殴なぐり倒す。

「待て待て、私はバールのようなものではないぞ！　殴おう打だ目的に使用するではない。傷いたむではないか！」

　抗議するその声に立花は歓かん声せいを上げる。

「樋笠！」

「立花さま、ご無事で」

　しかし樋笠を手にしているのは見慣れぬ少年だ。

「おい、おこちゃまは下がってろ！　樋笠さん、お嬢さまは!?」

「うむ、無事だ」

「おお、それはよかった。それでお嬢さまはどこだ!!」

「すぐそこにおるだろう」

「そこってどこだ？」

　少年と樋笠は何やら訳のわからぬやり取りをしている。

「……何をしておる樋笠」

　何か自分にとって不ふ穏おん当とうな気配を察した立花は眉み間けんに皺しわを寄せてそう尋ねた。

「いや、この達哉という少年が立花さまを助けるのを手伝ってくれると言ったもので……」

「違う違う！」

　達哉は頭を振って言う。

「俺が助けるって言ったのはお嬢さまだ。お嬢さま。おこちゃまは下がっていろって言っただろう。あとでお菓子でも買ってやるからな。……それで樋笠さん、例の、町でも評判の美少女でじゃじゃ馬なお嬢さまはいずこに……!!」

「あー……」

　樋笠もようやく認識のギャップに気付いたようだ。

「達哉殿。もう一度言うが、目の前にいらっしゃるのが橘家がご令嬢、立花さまであられるぞ」

「はい……？」

　達哉は足下を見み下おろす。そこにいるのは和装にブーツ姿の女の子。年の頃は十二、三歳だろうか。

「お子様じゃん」

「お嬢さまだ」

「え～～と、ちょっと待てよ」

　達哉はしゃがみ込んで何事か考え込む。

「達哉と言ったな。なんだ、お主。私が橘の娘では不満だと言うのか？」

　鷹おう揚ような態度でそう言う立花だが、それでも達哉はしばし考え込んだ後、樋笠に向かって尋ねた。

「あのさぁ、お嬢さまっていうと、こうボンきゅボンで、ウェーブのかかった金髪ロングをなびかせて、背景にキラキラと星が舞ったり、花が舞ったり、そういうんじゃないの？」

「な、なにを言う！　私だって充分にボンきゅボンではないか！」

　かちんと来たのか、立花は声を荒らげた。

　ちょうど達哉がしゃがむと立花と顔と顔が合う。その達哉の前で立花は胸元に手を当てて寄せてみせるが、そうしたところで年とし相そう応おうの体型は和装でも隠しようがない。

「ボンきゅボンと言うよりは……」

「言うよりは……？」

　立花は達哉の次の言葉を固かた唾ずを呑のんで待つ。

「すっとーん」

　次の瞬間、立花は達哉の手から樋笠を奪い取った。

「何がすとーんだ、誰がすとーんだ！　お主なぞこうだ、こう!!」

　立花は樋笠で達哉を何度も打ち据すえる。

「止やめてください、お嬢さま！　私はバールのようなものではありませんと何度も言ってるではないですか!!」

「いや、ちょっと……。特殊な性せい癖へきの人にはご褒ほう美びかも知れないけど、俺はそっちの趣しゆ味みないんで」

「私のどこが特殊性癖向きなのだ!!」

　懇こん願がんする樋笠に構わず立花はさらに達哉を殴り続ける。

「……おい」

「あ、そうか」

　達哉と立花、そして樋笠のやり取りを唖あ然ぜんとして見守っていた自警団団員たちはようやく自分たちの使命を思い出したようだ。

「戯ざれ事はそこまでだ。我らと共に来い。その坊主、ここで失うせろ。そうするればとがめ立てはせぬ」

　団員のその言葉に立花は達哉を殴る手を止めた。達哉はその隙を見逃さなかった。咄とつ嗟さに立花を小脇に抱えると、団員の脇をすり抜けて逃げ出したのだ。

「こ、こら！　何をする、離せ！　私は手荷物ではない!!」

　抗議する立花だが達哉は離すつもりはない。

「手荷物というかお荷物というか……。ええい乗りかかった船だ。行き着くところまでやってやるぜ！」

「達哉……？」

　そんな達哉を立花は不思議そうに見るだけだ。

　しかし立花を抱えたままだ。素早い身のこなしができるわけでもない。達哉の前にはすぐに団員が立ち塞がる。













「仕方ない。少し痛い目を見ないとわからんようだな」

「逆らわなければよかったものを。馬鹿な連中だ」

　言い訳がましい事を言いながら団員たちは腰からスタンブレードを引き抜き、そして襲いかかってきた。

　無む鉄てつ砲ぽうな行動が多い達哉が、自分なりに限度を見極めているつもりなのだ。それが無鉄砲で無謀と思えるには一応の理由がある。

　人間は危機が迫ると時間感覚が変化する事がある。一秒が数秒、数分に感じる事があるというのだ。

　断崖から滑かつ落らくした登山家が、崖下に落ちるまでのわずか数秒間を、まるで十数分のように感じた例。あるいは大クラッシュに遭そう遇ぐうしたレーシングドライバーが、マシンが停まるまでの数秒を、やはり何分間にも感じた例等がある。

　脳内の興こう奮ふん物質分ぶん泌ぴによるものと説明されているが、これらは自身で自由にコントロールできるわけではない。

　そう、普通は自由にできないのだ。

　しかし常つねにというわけではないが、達哉はある程度、自分の意思で『時間感覚の加速』をコントロールできるのだ。他人にそのやり方を説明する事はできないが、危険な状態に陥おちいるなどの条件が揃そろえば可能なのである。今までにもそれで危険な状況をくぐり抜けてきていた。もっとも時間感覚が加速するだけで、身体の動きがそれについてくるわけではない。頭の中でどうすればいいのかわかっていても、身体が思うように動いてくれず、結果的にどうにもならなかった事もある。

　今はやるしかない！

　達哉の中でそのスイッチが入った。身体の動きは変わらないが、団員たちの動きが遅く感じる。

　さて、じゃあどうするか……。落ち着いて考えろ、何か方法はあるはずだ。方法は……。

　これだ!!

　達哉は立花から樋笠を奪い取るとそれを団員に向けた。その時にはすでに時間感覚の加速は切れていた。

「日傘、開け！」

「ええい、命令するな！　言われんでもやるわい!!」

　樋笠は日傘を開く。躊ちゆう躇ちよした団員の脇を達哉は駆け抜けた。そして目の前の角を曲がる。それが失敗だった。

「何をやってる、行き止まりだ!!」

　立花が言うとおりである。曲がった先は壁。逃げようにも行き先がない。

「年ねん貢ぐの納おさめ時だな」

　追いついてきた団員たちが唯一の逃げ場所を塞ぐ。この状態では時間感覚の加速ができても意味はない。

「しくじっちまったか……！　くそ、リトライってわけにいかないのがリアルの欠点だな！」

　思わず歯嚙みする達哉だが、団員たちの背後で突然、閃光が上がった事に気付いた。

「なんだ？」

　訝いぶかる間もなく今度は角の向こう側から自警団員が一人、放り込まれてくる。

「おい、どうし……」

　振り返り、歩み寄ろうとした団員の顔面に、出し抜けに蹴りがぶち込まれる。

「おっさん！」

　通りの角から姿を現したのはランドゥであった。声をかけた達哉にランドゥは怪訝な顔をする。

「なんだ、達哉。お前ここで何してる？　バイカートの所で待っていろと言っただろう」

「いや、何だも何も……」

「おのれ！　邪魔をするか!!」

　団員たちがスタンブレードを振りかざしてランドゥへと襲いかかる。

「うぜえよ！」

　言い放つなりランドゥはコートの下から『しばき棒』を取り出した。ランドゥは団員たちの攻撃を完全に見切っているかのように、身軽にスタンブレードを躱し返す刀で『しばき棒』を叩き込む。

「ええい、なぜ当たらぬ。なぜ躱せる!!」

　最後に一人残った団員も激しくスタンブレードを振り回すが、ランドゥは常に紙一重でそれを躱し続けるのだ。ついには団員の方が根負けして肩で息を始めてしまうほどだ。そんなランドゥを、達哉はもちろん立花もただ見つめているだけだ。

「格好いい……」

　ランドゥを見つめ、うっとりとした面持ちでそうつぶやく立花に、達哉は気付かなかった。

「終わりか？」

　にやりと笑いそう言うランドゥに、団員は最後の力を振り絞り襲いかかろうとする。

「あー面倒くせえ」

　ランドゥは団員の足を払うと、バランスを崩くずしたところに『しばき棒』を叩き込んだ。電撃機能を使わずとも、すでに体力を消耗していた団員は呻き声と共に倒れ込んだ。

「おい、達哉！」

　ランドゥは団員が倒れ込むのを確認する間もなく達哉に向き直る。

「お前、また勝手にバイカートから離れたな！　誰もいない間にバイクや台車から何か盗ぬすまれたらどうするんだ、おい!!」

　しかし一方的に叱責されている達哉ではない。

「待てよ、おっさん。話が違うじゃないか！」

「話が違う？　なんだそりゃ」

　ランドゥは訝しげな顔でテンガロンハットの鍔つばを跳ね上げる。

「お嬢さまだよ、お嬢さま！　美少女でじゃじゃ馬なお嬢さま！」

「おお、確かにその子だ。なんだ樋笠もいるじゃねえか。よくやったな、達哉」

「ランドゥ殿、助かりましたぞ。ご主人様も……」

　挨拶する樋笠を遮り達哉は続けた。

「なんだよ、お嬢さまじゃなくて、おこちゃまじゃないか!!」

「おこちゃまではないと言ってるだろう!!　私は乙女……、だ」

　ちらりとランドゥへ視線を送ってから立花はひと言付け加えた。

「お嬢さまじゃないか。なぁ、樋笠さん」

「うむ、立花お嬢さまであらせられる」

「いや、そうじゃなくて。こう何て言うかな……」

　達哉は髪を掻かきむしりながら抗議する。

「大体、おっさんはお嬢さまは、俺よりちょっと年下って言ってなかったか？　こいつはどうみてもおこちゃまじゃないか！」

「だからおこちゃまではないと言っているだろうが!!」

　達哉の言い様に立花は憤然とする。ランドゥは面倒くさそうに頭を掻いてから言った。

「おい、達哉。お前、歳はいくつだ？」

「十六」

　問われた達哉は反射的にすぐ答えてしまった。続いてランドゥは立花へ視線を向ける。

「で、立花お嬢さまはいくつだい？」

　ランドゥからそう問われた立花の顔はトマトのように真っ赤になる。そのまま立花はしどろもどろになって答えた。

「じ、十一歳……。あ、でもでもでも……。もうすぐ十二歳だ！　もうすぐ!!」

「だそうだ」

　ランドゥはそれで納得しろと言わんばかりである。しかし達哉は収まらない。

「待てよ、五つも違うじゃないか！　五歳も違うぞ、五歳も!!　俺が五歳の時、こいつは生まれたばかりだったんだぞ!!」

「だからもうすぐ十二歳だと言っているだろう!!」

　何やら達哉も立花も必死である。そんな二人にランドゥはうんざりした顔で言った。

「だから大した違いはねえだろう」

「ある!!　超ある！　グレートある!!　高校生と小学生だぞ、小学生！　俺はそこまでの特殊性癖はない！」

「だから、誰が特殊性癖向きだと言うのだ!!　誰が!!」

　立花は樋笠を奪い返すと、それで達哉を殴り始めた。

「あー、畜生。面倒くせい連中拾っちまったなぁ」

　ランドゥはぼやけた陽光を見上げてそうぼやいた。




「今回の件については陳ちん謝しやいたす。今すぐにというのは難しいが、いずれ何かの機会にこの埋め合わせはさせていただきたい」

「俺はそういう面倒なのは苦手でな」

　バイクにまたがったランドゥは頭を下げる篠崎に言った。

「まぁあんたが覚えていたら、そのうち声をかけてくれや」

　篠崎は自警団内の不満分子を押さえつける事に成功。『刃浜』は表面的には平静を取り戻した。クレイに騙されていた事を知った篠崎たちだが、それでもしばらくはその事には言げん及きゆうせず、立花の件もただハウンドに奪い返されたと報告しておいたのだ。

　今の状態ではシティファーザーズの支援なしに『刃浜』という都市は機能しないのだ。すでにクレイも真相に気付いているかも知れないが、今のところ目立った動きはない。

「クレイは『刃浜』の住民を数人、周辺の都市を見学させると言って連れ出している。うち何人かは他の都市に移住すると言って戻ってこなかったのだ。今にして思えば、彼らがこの都市のストレンジャーだったのかも知れない」

「そうだろうねえ。まあ一度は雇い主だったわけだ。何かわかったら教えてやるよ」

　ランドゥのものよりもかなり小型だが、自分用のバイクにまたがったアサクラがうなずく。自警団内の不満分子をひとまず一いつ掃そうできたので、篠崎が個人的配慮で雇っていたアサクラはお役ご免になったのだ。

　ランドゥとアサクラは『刃浜』の門からそれぞれの目的地へ向かうところ。すでに日も暮れている頃ころ合あいだった事もあり、篠崎は密ひそかにその見送りに来たのだ。

「それでランドゥの旦那、これからシティ『花形』へ行くのか？」

　シティ『花形』は立花の祖父が住む町。しかしランドゥはアサクラの言葉に頭を振り、背後へ顎をしゃくる。

「その前に達哉を送ってやらなきゃならねえんだよ。ほれ二週間ほど前に、湾岸に現れた都市があるだろう。あそこが達哉の都市だ。ちょうど『花形』へ向かう途中だからな。寄って放り出してくる」

「おお、それは良かったな」

　そう言うのは台車に乗った立花である。

「お前と『花形』まで一緒だったらどうしようかと思っていたわ」

「うるせいな。俺だっておこちゃまとずっと一緒なんて願い下げだ。まったく、どこがお嬢さまだって言うんだ。期待して損したぜ」

　達哉からそう問い詰められた立花は、一時、顔を真っ赤にする。怒りなのか羞しゆう恥ちなのか、あるいは動揺なのか。達哉にはそれを推察できる余裕などない。

　立花はぷいと横を向き、猫なで声でランドゥにすり寄る。

「ランドゥ、達哉が私の事をいじめる～～！」

「あ～～、はいはい。達哉、あんまり女を邪じや険けんに扱うんじゃねえぞ」

「だから女じゃなくて、おこちゃまだって！」

　反論する達哉に、アサクラが出し抜けに声をかけた。

「達哉くんと言ったね。あんたの町のシティファーザーズの名前、知ってる？」

　自分と大して変わらぬ年頃と見えるのに、外見以上に落ち着いた雰囲気を持っているアサクラを怪訝な顔で見ながら達哉は答えた。

「ボゥイだ。金髪ツインテールの、女の子だけど、それがどうかしたのか？」

　アサクラはその名にしばし考え込み言った。

「ボゥイか……。そりゃ気を付けた方がいいな」

「気を付ける？」

「あぁ、あの噂うわさか」

　ランドゥは思い当たる節があるようだ。達哉の方へ振り返り言った。

「シティファーザーズも一枚岩じゃないようでな。内部抗争が起きてるらしい。都市の人間を巻き込んで、上層部と一戦交えようという勇ましい連中がいるって噂だ」

「そうそう、その勇ましい連中の筆頭がボゥイだっていうんだけどね。まぁ噂は噂だ。あんまり気にかけなくてもいいさ。じゃあな、ランドゥの旦那。また縁があったら会おうぜ」

「俺は願い下げだがな」

　ランドゥの返答を笑い飛ばしたアサクラは、バイクのエンジンを吹かしていずこかへと走り去っていった。

「んじゃ、俺たちも行くか。達哉、お嬢ちゃん。ちゃんと台車の方へ乗ってろよ」

　また頭を下げる篠崎に軽く手を挙げて挨拶するとランドゥはバイクのエンジンを吹かせた。そんなランドゥに後部座席にくくりつけられた樋笠がからかうように囁ささやく。

「どうやら立花お嬢さまはランドゥ殿に父上の面影を見ているようですな」

「……僕ちゃん、そういうの苦手なんすけど」

　ランドゥはうんざりしたようにそうつぶやくとバイクを走らせた。




「お許し下さい、エージェントアーサー！」

　シティファーザーズのクレイは平伏してそう言った。

「今回の件は評議会の役に立ちたいと思ってやっただけの事。やましいところは一切ありません」

「一つ、確認させていただきましょうか。エージェントクレイ」

　エージェントアーサーと呼ばれた少年は言った。

「我々シティファーザーズの最終目的は何ですか？」

　問われたクレイは直立不動の姿勢で答えた。

「はい、この『パッチワークワールド』を『ランドキッドナップ』現象が起きる前の世界へ戻す事。そのために各都市の転移民の中から、ストレンジャーを探し出して、ストレンジネスアトラクターを制御する事です！」

「よろしい」

　アーサーは満足げにうなずいた。

「この都市のストレンジャーはすでに確保しました。特に利用価値のある都市ではありませんし評議会としてはもう用はありません。転移民たちがどうなろうと、我々が関与するところではない。それなのになぜあなたはここに居座っているのですか？」

「シティ『花形』の連中が、我々の干かん渉しようを拒きよ否ひしておりまして。代わりにここを拠点にして、この都市の転移民を利用しようと……」

　クレイの弁明をアーサーは言葉通りに受け止めたようだ。

「シティ『花形』のストレンジャーについては、評議会の方で考えがあるようです。あなたには新たに別の都市を担当していただく事になるかも知れません。別命あるまでこの都市、シティ『刃浜』で待たい機きする事を許可します」

「はい、ありがとうございます！」

　再び頭を下げるクレイに、アーサーは念を押して尋ねた。

「もう一度、聞きますが。今回の件は、あなたの独断ですね？」

　慇いん懃ぎんだがその言葉には不気味な威圧感がある。

「はい、私の一存で行った事です。それで間違いありません」

「わかりました」

　この件にボゥイやその背後にいる連中は絡んでいないのか。

　アーサーは考える。

　まだ存在そのものに気付いていないのか。それとも気付いてはいるが、見つけ出してはいないのか。ｅエｘクストレンジャーを……。
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「だから勝手な事をするなっていつもいつも言ってるじゃないの!!　今回も無事だったからいいようなものの、もしもの事があったらみんなに迷惑がかかるのよ！　それがわかってないから……」

　先程から延々とほのかのお説教が続いている。横で聞いているランドゥや立りつ花かの方が申し訳なくなってくるほどだが、とうの達たつ哉やは馴なれているのだろう、さして気に留めていないようだ。

「あの～～……」

　ほのかの顔色をうかがいながら、達哉は手を挙げて尋たずねた。

「なにか!?」

　憤ふん然ぜんとした顔でそう言うほのかだが、達哉はさして堪こたえていないようだ。平然として言った。

「腹減ったんだけど」

「あ～～、もう！」

　一向に反省の色がない達哉に、ほのかは思わず髪を掻かきむしる。

「なぁ、嬢じようちゃん。こういう阿あ呆ほは頭より腹を充みたした方が、早く話が進むぜ」

「はっははは、食えばわかるというものですな」

　横で聞いていた春はる川かわが笑いながらうなずいた。

「わかったわ、それじゃ学食で何か食べてきなさい。今なら開いてるでしょ」

「おし！　じゃあ行ってくるわ。おっさんはどうする？」

「俺は遠慮しておくわ。橘たちばなのお嬢さんも一緒に行ってこいや」

「間に合っている。そのようには及ばぬわ」

　ランドゥがそう促うながしても立花は即座に頭を振った。

「んじゃ、行ってくるわ」

　達哉はさして気にする風もなく、会議室から出ていった。

「さてと……。話の腰を折るに関しては天才的な閃ひらめきを見せる阿呆を排はい除じよしたところで……」

　会議室に残ったのはそう言うランドゥと立花、そしてほのかと春川だ。

「爺じいさん先生の聞きたい事には、大体答えたつもりだ。そろそろ解放してくれねえかな。俺はこのお嬢さんを保護者の所へ連れていかねえと仕事が終わらないんだ」

「うむ、そうですな。一刻も早く立花お嬢さまを御主人さまの元へ……」

　ランドゥと日ひ傘がさで執しつ事じの樋ひ笠がさがそう言った。

「大丈夫だ！」

　慌あわてて立花が口を挟はさむ。

「ランドゥと一緒におれば安心だ。だから、その……。もう少し、この都市のみんなの力になってやったらどうだ。なぁランドゥ？」

「お嬢さんを爺さんの所へ戻した上で、またここの連中が俺を雇やとうというなら考えないでもないけどよ」

「そ、それは駄だ目めだ……！」

　反射的に言ってしまってから、立花はハッとして口をつぐんだ。

「まぁランドゥさんにも色々と事情があるようですから、手短に済ませましょう」

　間合いを見計らっていた春川がそう切り出す。

「病原体の話が噓うそだというのはこちらでも把は握あくしております。葦あし谷やくんと一緒に学園都市から出た生徒たちも、念のため、一日隔かく離りしておきましたが異常はなし。それらしい病原体も今のところは発見されておりません」

「そして学園の周囲に現れたモンスター。それもシティファーザーズが用意した偽物という事でいいんですね。ボゥイは恐竜が生き延びてる世界から都市ごと転てん移いしてきたと言ってましたが」

「ああ、そいつらも偽物だ」

　ランドゥは椅い子すに座り足を組んだままで、尋ねたほのかに答えた。

「連中がたまに使う手だ。この世界にそんな怪かい物ぶつなんていやしねえよ。自分たちが来る前に都市の連中が外へ出るのを防ふせぎたかったんだろう。その中にストレンジャーがいるかも知れねえからな」

　ストレンジャーと都市の移転つまり『ランドキッドナップ』現象についても、ランドゥの方からある程度の説明はした。

「でもそういうお話だと、柴しば原はらくんたちが調査に出たのはまずいんじゃないですかねえ」

　芳よし里さとがそう言った。ランドゥも面めん倒どうくさそうな顔でテンガロンハットを目ま深ぶかに被かぶり直す。

「確かにまずったな。もしもの事があったら、あんたらも元の世界へ戻れなくなるかも知れない」

「うむ、確かに厄やつ介かいだな」

　春川もさすがに真剣な面持ちでうなずいた。達哉と一緒にボゥイのトレーラーに忍び込んだ杉すぎ内うち、多た村むら、村むら松まつが無事に帰還。伝染病の話が偽いつわりと知った柴原が有志で結成した調査団を出発させたのだ。

「その、ストレンジャーですか。なにか区別する手段はあるんですか？」

「さぁなぁ」

　腕組みしたままランドゥは黙だまり込む。そんなランドゥを一いち瞥べつしてから、立花はほのかの方へ向き直ると言った。

「まあストレンジャーを区別する手段がないこともないのだがな。話によっては教えてやらぬこともない」

　もったいぶった立花の物言いが、いささかほのかの気に障さわったようである。

「あらそう」

　珍めずらしくつっけんどんに言い返す。

「なんだ、メガネ！　教えて貰もらいたいのなら、もう少し丁寧な言い方があるだろう」

　いきり立つ立花の気勢を削そぐようにランドゥがやにわに口を開く。

「あー面倒くせい。ストレンジャーは、ストレンジネス能力といって、一部の感覚が強化されるんだよ。視覚、聴覚あるいは反射神経や反応速度。もっともそれは本人にしかわからねえ。地味な能力だと本人も気付いてない可能性がある」

「それはこの世界へ来てから急に出てくるの？」

「元の世界にいる時から、多少なりともその傾向はあるって話だ。こっちに来てから徐々に強化されていくみたいだな。……そういう噂うわさだ」

　最後にとってつけたようにランドゥは言い添えた。

「う～～ん、じゃあ全員にアンケートでも取るしかないわねえ。少なくともストレンジャーが都市内にいれば、何かの拍子に戻れる事はあるんですね？」

「ああ、その通りだ」

　うんざりとした顔でうなずくとランドゥは立ち上がる。

「そろそろいいかね、生徒会長さん。日が暮れないうちにこの学園都市を出たいんだけどな」

　ほのかは春川、芳里と目配せをする。柴原が調査団を率ひきいていったため、今では教職員を除けば、ほのかが学園の最高責任者になってしまっているのだ。春川、芳里もほのかの考えを察さつしてうなずき返した。

「お引き留めして申し訳ありません」

　そう言ってからほのかは付け加えた。

「よろしかったら、立花ちゃんをご家族の元へ送り届けてから、もう一度こちらの学園都市へ寄ってはいただけませんか？　ボゥイが戻ってきてから一悶着あるかも知れませんし、お力になっていただければと……」

「それは駄目だ！」

　やにわに立花が割って入る。

「ランドゥはこれから私のボディガードになるのだ!!　もしもお前たちの仕事を引き受けるのなら、それは私も一緒だ！」

　そんな立花にランドゥはうんざりとした顔で言った。

「あのなぁ、お嬢さん……。俺は忙しいの。今回の件もお前さんの爺さんには借りがあったから断るわけにはいかなかっただけだ」

「そうですぞ、立花お嬢さま。第一、屋敷におればボディガードが必要になる事はないでしょう。それにランドゥ殿と一緒では仕事に差し支えがありますぞ」

「必要、必要だ！　お爺さまだって私の事は世間知らずと言っただろう？　これから社会勉強をしなければならないだろう。だからランドゥと一緒に……」

　立花の懸命な説得はインターフォンの呼出音で遮さえぎられる。

「はい、穂ほ積づみです。……え？　それは……。はい、わかりました。すぐに向かいます」

　受話器を取ったほのかの顔が見る間に強こわ張ばる。

「春川先生、芳里先生。ちょっと……」

「やれやれ、また厄介事か」

　ほのかは受話器を下ろして春川、芳里を手招きする。そしてそのまま会議室の外へ出ると、半開きのドアの向こうで何やら話し始めたようだ。

「剣けん呑のんな空気ですな」

　ランドゥも樋笠とは同感だったが、これ以上、学園都市で時間を取られるのは避さけたいところだ。

「妙みような事にならねえうちにさっさと退散するとしよう。行くぞ、お嬢さん」

「待て、ランドゥ。話は終わってないぞ!!」

　このまま祖父の元へ連れていかれると万ばん事じ休きゆうすと悟さとっているのだろう。立花は会議室から出ていこうとするランドゥを引き留める。

「だから、その話は爺さんにしてくれ。爺さんから正式に依頼があれば俺も考えるよ」

　もともと子供の扱あつかいが苦手というランドゥだ。何とか誤ご魔ま化かそうとしてもうまい言い訳など出てこない。ましてやそれで立花が納得するはずもない。

「そんなら私がお前を雇う！　それでどうだ!?」

　そう言う立花にランドゥはうんざりした顔でテンガロンハットを目深に被り直した。

「とにかく行くぞ。これ以上、ここに長居するわけにはいかない」

　……なんか嫌な予感がする。ランドゥはそう続けるつもりだったが、その言葉より先に嫌な予感が的中してしまった。

「あの、すいません。ランドゥさん」

　強張った表情の上へさらに作り笑顔を浮かべたほのかが、半開きのドアの向こうから声をかけてきた。嫌な予感が的中したのを悟ったランドゥは嘆たん息そくするばかりだ。

「実はちょっとお願いしたい事がありまして。実は先程もお話しした調査団が、学園都市の外で拉ら致ちされてしまったようなんです」

　ほれ、来た。これは本題に入る前に退散だな。そう考えたランドゥはほのかの横をすり抜けようとする。しかし立花がランドゥを通さないように、ほのかとドアの間に入り込んでしまった。ほのかは立花の行動に怪け訝げんな顔をしたものの、このチャンスを逃のがしてはならないとばかりにまくし立てる。

「何人かは無事に帰還したんですが、他の人たちがどこかへ連れ去られてしまったようなんです。申し訳ないのですが、よろしかったら、救助に手を貸していただけないでしょうか？　もちろんできるだけの御礼はします。立花ちゃんを送り届けてからでも……」

「手伝ってやったらどうだ、ランドゥ」

　先程までとは打って変わった鷹おう揚ような態度で立花は言った。

「困っている人がいるのに、それを見捨てていくのは感心せぬな。義を見てせざるは勇無きなりとも言うだろう。なぁ樋笠」

「それは確かにそうでございますが……」

　やにわに水を向けられた樋笠も曖あい昧まいな返答をするだけ。

「勇無きなりでもいいの、俺は。それよりも今やってるお仕事が大切なの、大人は」

　ランドゥはそう言いながら立花の手を引き、会議室の外へ出ようとする。しかし立花はその手を強引に振りほどくや、会議室の奥の方へ駆かけ込んでいってしまう。

「手伝ってやれと言ってるだろう！　お前がその事件を解決しない限り、私はここから出ていかぬ！　その代わり私の方からお爺さまに、この件についての報ほう酬しゆうも付け加えて貰えるようお願いする！　それでいいだろう！」

　理りを解とくのは無理と悟ったか、立花は今度は必死に懇こん願がんする。立花の心変わりにランドゥもほとほと呆あきれるばかりだが、そこにほのかがさらに追い打ちをかけた。

「何なに卒とぞ、お願いします。私たちもこちらの世界へ来たばかりで他に伝つ手てがないんです」

　頭を下げるほのかに立花の援護射撃が飛ぶ。

「年とし端はもいかぬ娘たちに頭を下げさせて恥ずかしいとは思わぬのかー！」

　両手をぶんぶん振り回して抗こう議ぎする立花に、ランドゥも呆れるしかない。

「……これだから女って奴ぁ」

　ランドゥはただただ自分の身の上を嘆なげくばかりであった。




　柴原たち調査団は、学園都市から出てしばらく行ったところで、待ち構かまえていた一団に拉致されてしまった。犯人は調査団に危害を加えぬよう、全員を拉致しようと試みたようだが、数人が隙すきを見て逃げ出してきたのだ。無事に逃げてきた数人の報告によると、計画的な犯行のようだが身代金目的とも思えなかったという。

　金品などどうでもいい。目的は元の世界へ戻る事だ。犯人たちは調査団にそう言っていたらしい。

　犯人たちの風体は、革ジャンにサングラス、リーゼントの若者が多く、まるで一九五〇年代の映画からそのまま抜け出してきたようだったとの話だ。




「革ジャンにリーゼントねぇ。……一応、思い当たる節がある。まずはそこを当たってみるか」

　そう言ってからランドゥはそちらへと目をやる。

「っていうか、またこいつか！　他に誰かいねえのかよ!!」

　ランドゥの視線の先には、荷台に乗った達哉の姿があった。

「いやぁ、だって誰も都市を離れたくないって言うし……。まあ俺、ヒーロー属ぞく性せいの持ち主だし、こうなるのも当然かなーって！」

「他に学園都市の外を見た人はいないし、体力に自信がある人たちは、みんな調査団に入って攫さらわれてしまったし。それに達哉ならランドゥさんも気を遣わないかと思って……」

　ほのかはそう弁明するが、相変わらずランドゥが渋い顔なのを見て付け加えた。

「あの、もしも達哉で問題があるのでしたら、私が同行いたします」

「そいつは駄目だ。女の子についてこられても足手まといになるだけだ」

　ランドゥは即座に拒きよ否ひすると、達哉の方へ向き直る。

「同じ足手まといでもこいつの方がまだ気が楽だ。いざとなったら捨てておいても死にそうにもねえからな」

「おいおい、おっさん。人をクマムシか何かみたいに……」

　思わず達哉は反論するが、それを見ていたほのかはくすくすと笑う。

「まぁ確かに達哉の生命力は半端じゃないものね。幼なじみの私が保証するわ」

「ほのかに保証されてもなあ」

　達哉はうんざりとした顔をするが、ランドゥはほのかの発言に何か引っかかるものを覚えたようだ。

「……幼なじみ？」

「ええ、そうですけど。何か？」

「じゃあ、あんた。あいつの持ってる……」

　言いかけた言葉をランドゥは途中で飲み込む。

「……まぁいいか。どうせ思い過ごしだ」

　怪訝な顔のほのかに構わずランドゥはバイクのエンジンを吹かす。

「そんじゃあ、シティファーザーズが帰ってくる前に、ちゃちゃっと片付けてくるわ。報酬は現物支給で、こいつの餌えさって事でいいな？」

　バイクのタンクを叩くランドゥにほのかはうなずいた。

「はい、ガソリンを用意しておきます。立花ちゃんはきちんと面倒を見ておきますので」

「ああ、頼たのんだぜ。おい、行くぜ。坊ぼう主ず。少し飛ばす、ちゃんと摑つかまってろ!!」

「わかって……。っと、おい!!　慌てるなよ、おっさん!!」

　ランドゥは達哉の返事を待たず、バイクを走らせた。

　学園都市の門から、遠とお浅あさの波を蹴け立たてて走り去るランドゥのバイクを見やりながら、ほのかたちと一緒に見送りに来た生徒の一人が言う。

「あの人、簡単に信用しちゃっていいんですか。生徒会長？」

「それは……」

　言いかけたほのかを春川が遮る。

「まぁ厄介な御ご仁じんだが、あの立花という子供が懐なついている以上、それほど悪い人ではないようだな」

「そうですねえ、子供は大人の裏表をちゃんと見抜きますからねえ」

　芳里もうなずく。そんな教師二人にほのかは笑った。

「でも立花ちゃんは、もう大人のつもりですからね。きっとこんな話聞いたら怒るんじゃ……」

　そこでようやくほのかはとうの立花がいない事に気が付いた。

「あの、芳里先生。その立花ちゃんはどうしたんですか？」

「あらぁ？」

　立花を任されていたはずの芳里は慌てて周囲を見回す。

「ええと、どこかその辺に隠れていませんか？」

「いませんよ！　ほんと、どこに行ったのかしら。あの子！」

　門の周囲の生け垣、フェンスを探してもそれらしい影は見つからない。

「あの子ったら！」

　女の直感でほのかはそれを見抜いた。

「ランドゥさんについていったわね!!」
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「一体なにが目的なんだ！　そもそもストレンジャーって……」

　次の瞬間、銃声が響ひびいた。

「ひぃッ!?」

　学園都市『ヘキサスコラ』から出発した調査団の一人、ワンダーフォーゲル部に所属していた男子学生の岡おか村むらは思わず頭をすくめる。そして後ろにあったトタン板にまた弾だん痕こんが増えた。

「それで……」

　岡村に銃を向けたまま、革ジャンにリーゼントの若い男は言う。

「何かＣｏｏｌなチェンジはあったか？」

「だから何かってなんだ!?　一体俺たちをどうしようって言うんだ！」

「安心しろ、殺しやしねえよ」

　リボルバーの銃口から立ち上る硝しよう煙えんを、芝居がかった態度で吹きながらリーゼントの男は続ける。

「俺のクエスチョンにアンサーすれればいい。何か閃ひらめくというか、センスが研とぎ澄すまされるとか、そんな感じがなかったか？　ストレンジネス能力はデンジャーに際して発現する事が多いからな」

「だからそのストレンジネス能力とか、ストレンジャーって何だよ！」

「俺の質問にアンサーすればいいんだよ！」

　さらに数発の銃声が響いた。しかし増えたのは縛しばられた岡村のすぐ後ろにあるトタン板の弾痕だけ。

「ちっ、こいつもバッドか。ディックさん、リアリーにこの中にストレンジャーがいるんですかね？」

　岡村に銃を向けていた男は、薄暗い倉庫の奥へ声をかけた。

「確かにいるとは限らねえな、フレッド。しかしあの都市は、ついこの前『ランドキッドナップ』されてきたばかりだ。シチズンもほとんどムーブしてないようだし、都市の中にまだストレンジャーがいるのは間違いない」

　そう言って歩み寄ってくるディックと呼ばれた男も、リーゼントに革ジャン、サングラスと似たり寄ったりの格かつ好こう。腕にはドクロのマークが入った腕章を巻いている。中途半端な英語というか、怪しげな横文字混じりで会話をするのも同じだ。

　ディックやフレッドと呼び合っている割には、その外見は完全な日本人。そんな連中がこの薄暗い倉庫には十人前後はいる。彼らが調査団を拉ら致ちしたギャングたちだ。

　岡村をはじめとする調査団一行は、ギャングたちの倍近い人数だが、縛り上げられ猿ぐつわをされているのでは抵抗のしようがない。その中にはもちろん、調査団を組織した柴しば原はらもいた。

「ジョニーの兄貴は、こいつらの中にストレンジャーがいなければ、人質に使うと言っている。こいつらと引き替えに、あの都市から別の人間をトレードすればいい。そのうちに必ずストレンジャーをゲットできるはずだ」

「そりゃまた気のロンゲストな話で……。途中でシティファーザーズに見つかったりしませんかね」

　弾丸を入れながらフレッドはぼやいた。

「見つかるだろうな。結局、運試しだ。俺たちがストレンジャーをドローするのが早いか、それともシティファーザーズのサイラスに見つかるのが早いか」

「へへ、Ｃｏｏｌだぜ」

　そう言うとフレッドは、下っ端のギャングたちに命じた。

「そいつのチェックは終わった。ネクスト行くぜ、ネクスト！」

　下っ端のギャングたちは、馴なれた手つきで岡村に猿ぐつわを嚙かませると、別の調査団メンバーをフレッドの前に引きずり出す。彼らは数時間もの間、こうして調査団一行から何者かを、ストレンジャーと呼ばれる存在を探し当てようとしているのだ。

「さぁて、ノットムーブだ。俺はガンには自信がないもんでな。下手に動くとビッグヒット、いやバッドヒットか？　まぁ気を付けるに越した事はないな。ぎゃはははは！」

　当てないと言われても、こんな態度を取られては、怯おびえざるを得ない。ましてや調査団一行は右も左もわからない状態だ。それこそがギャングたちの狙ねらい。ストレンジャーをあぶり出す手段なのだ。




「……でよお、そいつったらからっきしだらしなくてよ。『お願いです、助けてください。ジョニーの兄貴。いえジョニーさま！』って言うんだぜ。それで俺は言ってやったさ。ああ、勝手にしろ。ゲラアウト！　どこへでも行くがいいさってな」

「ジョニー渋い～～！」

「やるじゃん、ジョニー！」

　狭い食堂に嬌きよう声せいが響いた。

「ははは、Ｃｏｏｌだろ！」

　椅い子すにどっかりと腰を下ろし若者は、両脇の女に向かって得意げに笑う。食堂にいる他の若者同様、革ジャンにリーゼントという格好。ただ腕章のドクロマークだけが、極めつけに派手だ。

「ジョニー！」

　食堂の奥にある厨ちゆう房ぼうから声が飛ぶ。それも若い女の声だ。

「で、そのバーンズってばよぉ……」

「聞いてるの、ジョニー!!」

　ジョニーが返事をしない事に苛いら立だっているのだろう。声から棘とげが感じられるようになる。

「……でよぉ、そいつのブラザーが生意気にもナイスベイベーを」

「新にい里さと甚じん一いち！」

　同じ声で呼ばれたその名には反応した。

「俺の事はジョニーって呼べと……」

　ようやく厨房の方へ顔を向けたジョニーの視界に銀色の回転する物体が飛び込んできた。

「キター！　アンちゃんお得意のフリスビーアタック！」

　ジョニーの両脇にいた女たちがそう歓声を上げるが、飛んできた物体は厳密に言うとフリスビーではない。古びたアルマイト製のトレーなのである。そしてそのトレーはものの見事にジョニーの胸元へヒットした。

「うげッ」

　それほど堅く重いものではないが、思いっきり投げられたトレーの縁ふちが見事にぶつかればそれなりに痛い。しかもジョニーは革ジャンの前を開け放していたのだ。

「なに、すんだアン！」

「アンじゃねえ!!」

　厨房から姿を現したのは二は十た歳ち前後の娘。ジョニーよりは少しばかり年上だろうか。頭には三角巾を巻き割かつ烹ぽう着ぎを着ていた。その割烹着の胸元には『ミルクホールあんざい』と縫いつけてある。

「私には安あん斉ざい杏きよう子こって名前があるんだ。そんなこじゃれた名前で呼ぶなって言ってるだろう!!」

　杏子は割烹着姿でジョニーの前に仁王立ちになりそう言った。

「つうか、ほら。お前さぁ、Ｃｏｏｌなギャング『スカルチーム』がアジトにしてるカフェのマスターが、そんなダセぇネームじゃしまらねえだろう。チームの連中にも示しがつかねえ」

「ああ？　チームがなんだって!?　何がギャングさ、チンピラのくせに！」

　杏子は仁王立ちのままジョニーを見み下おろしながら言った。

「甚一、あんたまた他の都市の人たちに迷惑かけてないだろうね？　なんか町外れの倉庫で銃声がしたって噂うわさを聞いたんだけど」

「いや、それは。ほら、だからよ」

　懸命に言い訳する甚一ことジョニーの姿に、客としてミルクホールあんざいに来ていた革ジャン姿の若者や、侍はべらせていた娘たちからも忍び笑いが漏もれ始めている。

「あー、ジョニーの兄貴もさすがに幼なじみには頭あがらねえな」

「うふふう。だよねー。本当のチームリーダーは杏ちゃんだよねえ」

「て、てめら！　俺はなぁ……！」

　口を開きかけたもののどう弁明していいのかわからず、ジョニーは顔を赤らめて周囲を見回す。

「じゃあねえ、杏ちゃん。また明日！」

　娘たちは笑いを嚙み殺しながら店を出ていった。

「うん、ありがとうね。代金はこいつにつけておくから」

　自分の方を指ゆびさしながらそう言う杏子にジョニーはげんなりした顔をする。

「兄貴、サンクスっす！」

「サービスになります！」

　食堂にたむろしていた若者たちも、からかい半分にジョニーにそう声をかけた。

「誰も奢おごるなんて言ってねえ！　お前等の分は自分で払え！　アン、俺とリンダやキャシーの分はつけておいてくれ。後で払う」

　ジョニーはふて腐くされた顔でそう言うと、椅子から立ち上がり食堂の外へ出ていこうとする。

「甚一、待ちなさいってば！　ジョニー！　金払え!!」

　早足で出ていくジョニーの後を追い杏子も店の外へ出た。

　木造の食堂は外へ出てみると、中にいる以上に寂さびれて見える。屋根には雑草が伸び放題、割れた窓ガラスはボール紙で補修しているだけ。オープンテラスもあちらこちらに穴が開き、手すりは傾いたままだ。

「ジョニー！」

　店のすぐ外に杏子を待つようにジョニーは立っていた。

　どういう気象の悪戯いたずらか、この都市は霧に覆おおわれる事が多い。今日も都市全体をうっすらとした霧が包み、ただでさえ薄ぼんやりとした陽光を遮さえぎっている。

「見ろよ、杏子」

　杏子が追いつくのを待ち、ジョニーは顎あごをしゃくる。そちらには厳いかめしいコンクリート造りの建物がシルエットとなって浮かび上がっていた。木造やトタンでできた安やす普ぶ請しんの建築物が多い中で、そのいかにも頑がん丈じようそうなコンクリート製の建物は妙みように目立つ。

　それはそもそもこの都市のシンボル的な存在だったのだ。

「あの観測所のすぐ向こうには大灯台があったんだ。けど『ランドキッドナップ』現象でこっちの世界へやってきたのは俺たちだけ。灯台は元の世界へ残ったままだ」

「ジョニー……」

　彼らの都市が転てん移い現象に巻き込まれたのはかれこれ三年ほど前。元々この都市はとある並列世界にあった東京湾沿いにある寂れた港町。町外れにある灯台と霧む笛てきがシンボルだったが、それ以外はこれといった産業もなく、若者たちのたまり場となっていた。そこに『ランドキッドナップ』現象が襲おそいかかってきたのだ。観測所はほとんど自動化されていたため、常駐している所員はおらず、転移現象に巻き込まれたのはほとんど若者だけだったのだ。

　杏子の食堂は観測所の所員相手に開業したのだが、自動化に伴ともない客の入りが悪くなり、転移現象の直前には閉店する事に決まっていた。転移現象が起きたその日も休業しており、経営者である杏子の親は閉店後の転職に必要な金策にかけずり回っていたのだ。

　その日以来、杏子は親に会っていない。

「杏子も聞いた事があるだろう？　元の世界へ戻るにはストレンジャーという能力を持った人間が必要だって。それはもともとこの都市にいた人間じゃないと駄だ目めなんだ」

「う、うん……」

　三角巾をほどいた杏子は、その下に隠れていたポニーテールを弄もてあそぶ。

「未いまだに元の世界へ戻れないって事は、シティファーザーズがこの都市のストレンジャーを連れ去ってしまったんだ。だから俺はそれを取り戻す！　元の世界の記憶があるうちにな！」

「ジョニー!?　あんた本気で言ってるの？」

「ああ、本気だ」

　かつて灯台が見えた辺りへ目を据すえたままジョニーは言った。

「俺に考えがある。悪いようにはしねえよ」

　シティファーザーズが『パッチワークワールド』と呼ぶこの世界へ転移してから三年あまり。ジョニーや杏子が知る限りでも数十人が都市を離れている。自らの意思で都市の外にある世界を見るため、あるいはここを支配するシティファーザーズの誘いで。もちろんいつの間にか都市を出ていった者も少なくない。

「……だって、あんた頭悪いじゃないの」

「な……ッ!?」

　格好良く決めたつもりのジョニーは、杏子のそのもっともな指摘に思わずずっこけそうになる。

「頭悪いって、お前、他に言い様ようがあるだろうよ！　俺は俺なりに考えているんだからよ！」

「だからそのジョニーなりに考えてるって辺りからもう駄目なのよ！　あんたは昔っから頭悪いんだから、もうちょっと人に相談して決めなさいよ。具体的には私とか、私とか私とか！」

「お前に迷惑はかけられねえ！」

　腕を組んでぷいとそっぽを向くジョニーに、杏子は割烹着のポケットから出した紙を差し出す。

「あらそう。じゃあこれは迷惑じゃないんだ」

　そう言いながら杏子が見せたのは、ジョニーとチームの仲間のツケがまとめられた伝票である。

「いや、だからよ。迷惑ってのはそういう意味じゃなくてだな。ほら、何ていうか……」

　しかし意外な所から救いの手が伸びてきた。

「兄貴、ジョニーの兄貴!!」

　頭を巡めぐらせるとジョニーが率いる『スカルチーム』の仲間が駆かけ寄ってくるところだった。

　これで杏子の追及から逃のがれる事ができる。ジョニーはほっとして向き直ったが、仲間から耳打ちされた話は、そんな楽観を見事に吹き飛ばしてくれた。

「……そうか」

　首しゆ肯こうするジョニーの顔が強こわ張ばる。

「ジョニー？」

　心配そうに尋たずねる杏子にジョニーは笑顔を繕つくろって答えた。

「なぁに、どうって事ねえ。『オーガチーム』の連中が、またちょっかい出してきただけの話だ。少し顔を出してくるわ」

　そう言うとジョニーは店の中にいる仲間に声をかけた。『オーガチーム』はジョニーが率ひきいる『スカルチーム』と対立しているギャング。転移してきた直後は、無数にあったギャングチームも、今ではこの二つしか残っていない。もっともギャングと言っても、杏子ではないが確かにチンピラもどきに過ぎない。町中を肩で風きり歩いていても、都市を支配するシティファーザーズには頭が上がらないのだ。

「行くぜ、野郎共。さっさと片付けてくるとしよう」

　かけ声と格好だけは威勢良く、ジョニーこと新里甚一は仲間と共に目的地へ向かい歩き出す。

「……で、間違いないんだな？」

　話しかけても杏子の耳に届かない位置に来てから、ジョニーは連絡に来た仲間に確認する。

「はい、兄貴。ハウンドがあの都市からゲットしてきた連中を捜してます。あのランドゥとか言うおっさんですぜ」

「チッ、あの加齢臭め。大人しくグリーンティーでも啜すすってろ！　しかし奴に見つかると厄やつ介かいだ。人質はすぐに別の場所へ移す。『オーガ』の連中が手引きした気配はないのか？」

「今のところはありません。けど最近、連中の動きが妙ですからね」

「いちいち説明しなくてもわかってる。ワーニングだな。……気をつけた方がいい」

　そう吐き捨てるジョニーだが、そんな彼らを密ひそかに見張っている者がいるとは気が付かなかった。




「やるんですか、スレッジの兄貴」

「おお、当たり前よ」

　少し離れた廃ビルからミルクホールあんざいを見下ろしていた若者たちがいた。出いで立たちはジョニーたちと同じような革ジャンにリーゼント、サングラス。しかし腕章に描かれているのは悪鬼オーガ。

「しかしアジトを襲うのはなしって協定を破ったら全面バトルに……」

「そうだな、人デッドが出るだろうな」

　一際目立つ大男、『オーガチーム』のリーダーであるスレッジはにやにやと笑いながら言った。

「そもそもギャングの抗こう争そうにルールなんてもんがあるのがクレイジーなんだ。気にする事はねえ。それにこれはシティファーザーズも了承済みだからな。Ｃｏｏｌだぜ」

　転移後、ギャング化したチーム同士の争いは激化する一方だった。しかしそれを嫌い都市を出る人間が増え、また元の世界へ戻るには住人の中に必ずいるストレンジャーが必要とわかった時、無益な争いを止めようと、互いの根城を襲ったり人質を取る事を禁止した協定が結ばれたのである。

「でもなぁ。それがリトル気になるんだよなあ。なんでシティファーザーズのサイラスが、『スカルチーム』をレイドする事を見逃すって言ったのか……」

『オーガチーム』のメンバーが一人首を傾かしげた。

「俺たちがこの都市を支配すればいいって事に、あいつもようやく気が付いたんだろうさ。まあそのまま終わる俺たちじゃねえ。ジョニーたちを始末したら、今度はシティファーザーズも追い出してやるぜ。はっははははは！」

「スレッジの兄貴！」

　ミルクホールあんざいを見張っていた若者が声を上げる。

「別の客ですぜ。見かけないフェイスだ。ハウンドか？」

　確かに店の前に、ごついバイクとそれが引っ張る台車が停まったところだった。バイクにまたがっていた男と、台車から降りた少年が店へ向かう。

「スカルチームが雇やとったボディガードかも知れねえな。少し様子を見るか」

　スレッジがそうつぶやくと同時に、台車から日ひ傘がさを手にした女の子が飛び降り、先に降りた二人を追いかけて店へ駆け込んでいった。




「いいお茶ですね。エージェントサイラス」

「は、はい」

　シティファーザーズの黒の制服に身を包んだ少年は直立不動の姿勢で言った。

「ストレンジャーの確保ですが、先程この町を二分するギャングの一方をけしかけました。これでストレンジャーが確認できるかと思います」

「結構」

　サイラスの上官に当たるエージェントアーサーは、椅子に腰掛けたまま白磁のティーカップを指先でちんと叩く。

「私はあなたがこのお茶を気に入って、この都市から離れられないのではないかと心配しましたよ」

「いえ、そんな事は……。それにそのお茶はこの都市の倉庫にあったもので、在庫はあと僅わずかなのと……」

「それは残念」

　アーサーは飲み終わったカップをデスクの上に戻すと話を続ける。

「この都市が転移してから三年。いい加減にストレンジャーを発見して貰もらいませんとね……」

「はい、承知しております。手は尽くしておりますが、なにしろこの都市の転移民たちは、気が荒あらい連中が多くて……」

「この都市の転移民がどうなろうと、評議会には関心のない事です。問題はあくまでストレンジャー。ただし転移民同士の抗争でストレンジャーが死ぬような事があれば、元も子もありません。生かさず殺さず。それには気を付けてください」

　そう言ってからアーサーは椅子から立ち上がる。

「しかしエージェントサイラス。私が今日訪れたのはその話をするためだけではありません」

「は？」

　サイラスは怪け訝げんな顔をするが、アーサーはそれに構かまわずドアの方へ向かう。サイラスが接収したのは、都市の中心にあった古いビル。元は商社の支店だったが、転移した時点ですでに無人となっていたものだ。

　すれ違いざまアーサーは囁ささやくようにサイラスへ尋ねた。

「Ｂ級エージェントのボゥイを知ってますね？」

「あの金髪の女ですか？　ええ、まぁ。顔と名前くらいは知ってますが」

　アーサーがそう問とうた意い図とがわからず、サイラスは曖あい昧まいな返答をする。

「最近、エージェントボゥイに会いましたか？」

「いえ、ここしばらくは……。何でも新しい都市を担当して、今は補ほ給きゆう用ベースに一旦戻ってるとは聞きましたが」

「それは私も知ってます。……ふむ、まぁいいでしょう。あの女には気を付けてください。何か妙な動きがあったら、すぐに私か評議会の方へ連絡を寄よ越こしなさい。いいですね？」

「一体どういう……」

　サイラスが言い終える前にアーサーはドアを開けて出ていく。

「失しつ敬けい。野暮用があるんでね」




「この都市は転移していた時、若い連中しかいなくてな。まぁ今のお前たちと似たようなもんだ。しかもほとんどがチンピラまがいのガキときたもんだ。それがいくつかのチームを作って、ギャングだと息巻いている状況らしいな」

　ランドゥは店に入りながらそう説明する。

「へえ、この前の都市よりは割と近代的っすね。今回は洋ゲーの世界っぽいな」

　例によって達たつ哉やはろくに話を聞いていないが、もはやランドゥも諦め顔だ。

「都市の名前は……、ええと何だっけかな、姉ちゃん？」

　店に入るなりランドゥは食器を片付けていた杏子に声をかける。

「え？　あぁ、この都市の名前ですか。『霧む笛てき港こう』っていいます。もともと私たちがいた世界は、なんか他より霧が多いらしくて。それで灯台や霧笛が沢たく山さん必要だったんです」

　突然、尋ねられたにもかかわらず、杏子は笑顔で答えた。

「ほぉ、それでか」

　ランドゥはテンガロンハットの鍔つばを指で弾はじき跳ね上げて言った。どうやらつい先程まで客がいたようだが、今ではその姿はまったくない。

「なにか適当に見繕ってくれや。おい、坊ぼう主ず。お前もそれでいいな？」

　疑問形ではあるが有う無むを言わさぬ口調である。しかしそんな空気を読む達哉ではない。

「看板にミルクホールってあったけど牛乳だけじゃないんだ。食事もできるのか」

　空いている席に座りそう言う達哉に杏子は笑った。

「ええ、まぁ喫茶店みたいなものよ。私たちがいた世界でも珍めずらしかったけど。親がどうしても変えたくなかったようで……」

「なんだ、お主。ミルクホールも知らんのか」

「そりゃあなぁ……。って、おい!?」

　突然、横から聞こえた声に達哉はもちろんランドゥも思わず目を剝むく。

「クリームあんみつ！」

　テーブルに置いてあった古びたメニューに目を通した立りつ花かは杏子に向かって元気にそう声を上げた。

「はい、クリームあんみつ一つですね」

　学園都市にいるはずの立花が、いつのまにかランドゥ、達哉と並んで座っていたのである。

「何事もなかったかのように注文してるんじゃねえ！」

「なんでお前がここにいるんだよ!!」

　ランドゥと達哉から続けざまに問いただされても立花は平然としている。

「まぁ話せば長くなるのだがな……」

「ランドゥ殿のバイカートに隠れておりました」

　もったいぶってみせる立花に構わず樋ひ笠がさがそうばらしてしまう。

「おい、達哉。お前、荷台に乗っていたはずだろう。なんで気が付かなかった!?」

「俺のせいかよ！」

　ランドゥから叱しつ責せきされて憤ふん然ぜんとする達哉だが、それを見て立花はさも愉快そうに笑いながら言った。

「ははは、気付かぬのも無理はない。樋笠にはこのようにステルス機能が付いているのだ」

　そう言って樋笠を取り上げ、柄えの部分を操作する。すると傘の部分が透け、反対側の光景が見えるようになる。

「樋笠の傘の部分は、映像素子が並んでいてな。背後の光景を合成して周囲の目を誤ご魔ま化かす事ができるのだ」

　立花は偉えらそうにそう言った。













「ちなみに私の目もそのようにして投影しております」

　樋笠がすかさずそう補足した。

「そりゃまた豪勢だ」

　うんざりとした顔でそうぼやくランドゥに達哉はぽんと手を打つ。

「ああ、豪勢と背景の合成を合わせた洒落しやれ？」

「ちげえよ！」

　ボケなのか突っ込みなのかわからない達哉にランドゥは思わず声を荒らげた。

「お嬢じようさん、俺の仕事はあんたを無事に爺じいさんの所へ連れて行く事なんだ。頼たのむから無茶な真ま似ねはしないでくれよ」

　そう言うランドゥに立花は思わず頰ほおを膨ふくらませて反論する。

「無茶な真似ではない！　樋笠も付いているし大丈夫だ。それになんだ、あのメガネとはなにか性しようが合わない。あそこにいるなら一緒に来た方がまだましだ」

　そんな立花の前にクリームあんみつが置かれた。

「まぁまぁお嬢ちゃん。おじちゃんたちも心配しているんだから、ちょっとは言う事聞いてあげなさいよね」

「だから心配する事などないと言っておるのに……」

　立花は頰を膨らませたまま出されたクリームあんみつにスプーンをつける。

「それで、あの……。おじさん、ハウンドなの？」

　ランドゥと達哉に水の入ったコップとパンとゆで卵が乗った皿を出しながら、杏子は慎重に言葉を選びながらそう尋ねた。

「まぁな。ああ、この坊主はクライアントから押しつけられただけだ。気にしないでくれ」

「お目付役だって！」

「訂てい正せい」

　ランドゥはテンガロンハットを目ま深ぶかに被かぶり直して言った。

「足手まといだ」

「おっさん！」

「あははは、足手まとい～～ッ！」

　向きになる達哉を立花が笑い飛ばす。杏子もそんな三人を見てくすくす笑っていたが、やがて真顔に戻ると言った。

「ひょっとして、この都市のチンピラがまた何かしでかしたの？」

「ええ、まぁ実はですね……」

　いきなり話し始める達哉を軽く小突いて黙だまらせてからランドゥが答えた。

「ああ、その通りだ」

「おっさん、もうちょっと遠回しな物言いとかできないのかよ」

「そりゃこっちの台詞せりふだ。それにこの姉ちゃんはおおよそ気が付いてるんだろうさ。今さら隠しても意味はねえよ。なぁそうだろ？」

　ランドゥから改めて水を向けられ杏子はうなずく。

「はい。私の幼なじみの子がいるんですけど、チンピラ仲間を集めてギャングを気取って周囲の都市の人たちにも迷惑をかけているんです。それで最近も何かしでかしたようで……」

「実はな、この坊主の都市で住人が攫さらわれたんだ」

　ランドゥは達哉を指さして言った。

「まぁ攫われた方もドジなんだが、風体から察さつするにどうやらこの都市の連中が犯人らしい。目撃者の話から町外れの倉庫に連れ込まれたようだが、ここへ来る前に寄ったらもぬけの殻からって有様だ」

　そしてランドゥは杏子の方へ身を乗り出す。

「なにか聞いちゃねえか、姉ちゃん？」

「ええ、まぁ……」

　話したものかどうか。自分から切り出したものの杏子は逡しゆん巡じゆんする。

「おい、おっさん。もうちょっと、ほら。尋ね方ってもんがあんだろう？　お姉さん困ってるじゃないか。ギャルゲーの会話だって、最初はどうでもいい話題から入るじゃん。いきなり本題に入ると好感度ダウンだぜ」

「自分から相談してきたんだろう？　話したくないなら別に俺は構わん。いまの話は全部、聞かなかった事にして、普通に飯食うだけだ」

「このランドゥなら間違いない。私が保証する」

　クリームあんみつのスプーンを舐なめ舐め立花が言った。

「なにしろこの私を無事に救い出したんだからな」

　立花のその言葉に達哉も腕を組み感心したように何度も首肯する。

「まあ立花みたいなじゃじゃ馬の相手ができるだけで、大したもんだと俺も思うけどな」

「うるさい、お前は黙っていろ。達哉！」

　突然、達哉をそう罵ののしった立花に、一時、杏子は驚いたようだが、すぐに笑みを取り戻す。そして意を決してランドゥに向かって言った。

「犯人は今話した幼なじみの新里甚一だと思います。ジョニーって通り名で『スカルチーム』ってチンピラを率いてます」

「ジョニーにスカルチームか。これはまた微妙なネーミングセンスだな」

「お主に微妙と言われるチンピラの方が可哀想だな」

　さっきの仕返しのつもりなのか、立花が達哉にそう混ぜっ返す。そんな二人に構わず杏子はランドゥに向かって続けた。

「今しがたまでこの店にいたんですけど、何かあったようでみんなして出かけてしまいました。その直前、ジョニーいえ甚一はシティファーザーズからこの都市のストレンジャーを取り戻すって息巻いてました」

「なるほど。おおよそ見当が付いてきたな」

　ランドゥは頤おとがいに指を当てそう言った。

「それで姉ちゃん、ジョニーの立ち回り先に何か心当たりがあるんだろう？」

「はい」

　杏子はすでに覚悟を決めたのか力強くうなずき答えた。

「チームはいくつかアジトを持ってます。町外れの倉庫にいなければ、西の鉄道高架下にあるガレージにいるはずです。他の根城はライバルのオーガチームに知られているので、誰かを隠すならその二カ所しかありません」

「わかった」

　ランドゥはそう答えるとコップの水に口をつけた。

「それじゃ食ってから行くとしよう」

「すぐに行くんじゃねえのかよ。おっさん！」

　食ってかかる達哉に、ランドゥは殻が付いたままのゆで卵を押し込む。

「腹が減っては戦いくさができぬと昔の人も言ってるだろう。それに食べ物を粗そ末まつにしちゃあいかんだろ」

「あの、お代はいいですから……」

　そう言う杏子にランドゥは答えた。

「いや、俺はあくまで達哉の都市からの依頼でこの仕事を片付けるだけだ。報ほう酬しゆうはそこから貰う。あんたから貰う義理はねえよ」

「くぅ～～ッ！　格好いい！　そうだろ、なぁ達哉、達哉!!」

「そうかよ」

　クリームあんみつを食べ終えた立花が、感激したようにスプーンを振り回して言ったが、達哉はふて腐れたようにそう答えただけだった。




「ここだな」

　貨物列車用の高架は少し先で途切れている。そこから先は『ランドキッドナップ』現象には巻き込まれず、元の世界へ取り残されたのだろう。そしてその高架の下にガレージがあった。残された看板から辛うじて読み取れる文字を拾ってみると、どうやらそこは中古車ディーラーのガレージだったようだ。

　ランドゥはガレージの前にバイカートを停めた。

「この都市が転移してきた世界では、一般人でもたやすく銃が入手できたって話だ」

　荷台の達哉と立花に向かい、ランドゥは声を潜ひそめて忠告する。

「無論、チンピラも銃を持ってる。カートの幌ほろは防弾仕様だ。ちんけな拳銃くらいなら穴も開かねえから、その中へこもっていれば安全だ」

「でもおっさんはどうするんだよ。バイクのシートは剝き出しだろう」

「まぁそりゃそうだな」

　ランドゥは顎の無ぶ精しよう髭ひげを数本抜きながら考える。巡らせる視線の先には、ガレージから密かにこちらをうかがっているギャングの姿があった。

　連中め、見つかってないと思ってやがるな……。そう考えたランドゥはコートの下に手を入れる。

「面めん倒どうだ。こうすっか」

　そして取り出したのは愛用の軽けい機き関かん銃じゆう。

「イェッフー!!」

　ランドゥは前置きもなしにいきなりその軽機関銃を撃ちまくり始めた。ガレージの周囲にある塀へい、枯れたまま放置された生け垣、頭上の高架とそれを支える脚へと弾丸が飛ぶ。絶え間なく響き渡る銃声、閃せん光こうと火花、跳ちよう弾だんと弾痕。銃を構えてランドゥを狙ねらっていたはずのギャングたちの方が肝を潰つぶして逃げまどい始めた。

「まだまだ行くぜー！」

　ランドゥは馴れた手つきで素早くマガジンを交換する。

「ＳＯＵＮＤＢＵＬＬＥＴ」

　軽機関銃からそんなメッセージ音声が流れるのを達哉は耳にした。ランドゥは新たなマガジンを入れた軽機関銃を手にバイクから飛び降り、そしてそのまま突進していく。

「そらそらそら!!　さっさと逃げねえと穴だらけになるぜ!!」

　ランドゥは軽機関銃を撃ちまくりながらガレージへ向かう。

　人質がいるにもかかわらず、出し抜けに銃撃してきたランドゥに、ギャングたちは逃げまどうばかり。反撃する余裕などない。

　チンピラ同然のギャングとはいえ、さすがにそれをまとめるリーダーだ。ジョニーはそれに気付いた。

「あ、慌あわてるな！　Ｃｏｏｌになれ!!　いま奴が撃ってるのは、音だけの威い嚇かく弾だ！　見ろ、弾の痕あともねえ！」

「お前がジョニーか」

　リーダーは一際派手な腕章を巻いている。ランドゥは杏子からそう教えられていた。

「『スパイダー』のＳＯＵＮＤＢＵＬＬＥＴに気付いたのは誉ほめてやる。しかし大将が簡単に身をさらすもんじゃねえぞ」

「……あ？」

　ジョニーは仲間を鼓こ舞ぶしようと、反射的に隠れていたガレージの扉から外へ出てしまったのだ。

「俺は隠れていたんじゃねえ。お前をキルするために出てきたんだ！」

　苛立ち紛まぎれにそう言うとジョニーは拳銃をランドゥへ向ける。

「ランドゥ！」

　幌から身を乗り出そうとする立花の手を取り達哉は引き戻す。

「大丈夫だ、おっさんなら何とかする！」

　達哉がそう言う間にも二発、三発と銃声が響いた。しかしランドゥはまるで引き金を引くタイミングと銃口の向きがわかっていたかのように見事に身を躱かわしていった。

　……おかしい。

　達哉は訝いぶかる。

　いくらおっさんが腕利きの……、え～～とハウンドだっけ？　それだとしても、あんな至近距離で銃弾をひょいひょいと避よけられるものなのか？

　なにしろ周囲にいるギャングたちが、ジョニーに当たるのを恐れてランドゥを撃てない程の至近距離なのだ。

「さぁて、お仕置きだ。くらいやがれ、『しばき棒』!!」

　あっという間にジョニーの懐ふところに入り込んだランドゥは、やはりコートの下から取り出したスタンスティック『しばき棒』を振るい、ジョニーの顎に一撃をくれた。電撃は使わなかったようだ。ジョニーは倒れこそしたが、失神はしていない。

「てめえ、兄貴を……！」

「許さねえぞ、おいこら！」

　色を成すギャングたちだが、ランドゥにジョニーの首根っこを摑つかみ上げられては、何する事もできない。ただ遠巻きに様子を見守るだけだ。

「お～～し、いい子だ。おい、新里甚一」

「うるせい、俺はジョニーだ！　『スカルチーム』のリーダー、ジョニーだ！」

「んな事はどうでもいい。ポチだろうとタマだろうと、甚一だろうと俺には関係ねえよ。だけどよ、お前の勘違いで他人が迷惑を被こうむってんだ。それは無関係ってわけにはいかねえよな」

　ランドゥのその言葉に、襟えり首くびを摑まれたままジョニーは聞き返す。

「どういう事だ。勘違いってのは？」

　そんなジョニーにランドゥは嘆たん息そくする。

「お前、頭悪いだろう」

「なんだと!?」

　憤いきどおるジョニーに構わずランドゥは言った。

「貴様、他の都市のストレンジャーの可能性がある人間と引き替えにシティファーザーズと取引しようっていうんだろうが、そいつが勘違いだって言うんだよ」

「なにが勘違いだ。この都市のストレンジャーを取り返せば、俺たちも元の世界へ戻れる。それに文句でもあるのかよ」

「文句だらけだ！」

　ランドゥはジョニーを自分の方へ向かせると言った。

「この都市にはまだシティファーザーズがいる。奴らの目的はストレンジャーだけだ。ストレンジャーを確保した都市には用はない。実際、そうやって見捨てられた都市も沢山ある。なのに奴らはまだこの都市にいる。そういう事だ！」

「……ちょっと待て、おっさん。何を言ってるんだ？」

　ジョニーは目を丸くしてランドゥに尋ねた。

「てめえ、本当に底抜けの阿あ呆ほだな！　シティファーザーズはこの都市のストレンジャーを確保してないんだ。だから人質を取ってこの都市のストレンジャーと交換しようとしてもできるはずがねえ！」

「どういう事だ！」

　ジョニーはランドゥの手を振りきる。ランドゥもすでにある程度は話が飲み込めていると考えたか敢あえて手を離した。

「じゃあどうして俺たちは元の世界へ戻れない？　この都市のストレンジャーは誰で、どこにいるんだ？」

「シティファーザーズが見つけてないんだろう。俺が知るか！」

　ランドゥは素そっ気けなく答えた。

「とにかく人質は返して貰う。ストレンジャー探しは、まぁお前たちで頑張るんだな。先にシティファーザーズに見つかると……」

　その時だ。達哉に向かって樋笠が叫んだ。

「達哉殿、上から……！」

「なに!?」

　樋笠の言葉に達哉は思わず上を仰あおぐ。頭上は高架の梁はり。そこからギャングの一人が達哉と立花目がけて飛び降りてくるところだった。

「立花！」

　達哉は立花を抱き寄せて荷台の幌の中へ飛び込もうとする。危機に陥おちいった時、いつも生じるあの時間感覚の加速がまた始まった。しかし加速するのは時間感覚だけ。身体が素早く動くわけではない。この状況ではそんな『能力』は何の役にも立たない。

　くそ！　どうしたら……。その時だ。達哉の視界の隅に、ギャング目がけて振るわれる鞭むちが飛び込んできた。加速した達哉の時間感覚の中でゆっくりと、しかし実際には目にもとまらぬ早さで鞭はギャング目がけて叩き込まれる。

「うぎゃあ」

　ギャングは情けない声を上げて荷台から転がり落ちた。

「いやぁ、あははは。危機一髪だったねえ」

　聞き覚えのある少年の声がした。振り返るとそこには鞭を手にしたアサクラがいるではないか。

「またてめえか、何しに来やがった」

　あまりアサクラと折り合いがよくないと見えるランドゥが渋面を作る。

「いや僕はランドゥに用事があった訳じゃないんだけどね。用事があるのは、そっちのＣｏｏｌなギャングのリーダー」

「……俺か？」

　突然、現れたアサクラから水を向けられてジョニーは怪訝な顔をする。

「そうそう。この都市を通りがかったら君宛に言付けされてね。オーガチームのスレッジという男からなんだけどさ」

「スレッジか!?　奴が何を言ってきた！」

　ライバルチームを率いる男の名にジョニーは気け色しきばむ。

「君たちが根城にしている食堂を抑えたってさ。店の女主人の命が惜しければ、お互いチームの総力戦で雌し雄ゆうを決しようだとさ。まぁ戦争だね。早い話」

　にやりと笑ってアサクラはそう言うが、聞いていたジョニーは青ざめる。

「アン……、杏子……」

　そしてジョニーは仲間たちへ振り返ると怒りに我を忘れたまま叫ぶ。

「野郎共！　スレッジがそう言うなら乗ってやろうぜ！　総力戦だ!!　オーガチームの連中を一人残らず叩き潰す!!　びびんじゃねえぞ！」

「おー！」

　スカルチームの仲間たちも、ジョニーの叱しつ咤たに鬨ときの声を上げる。

「……バ、馬鹿！　どこを触っている!!」

　我に返った立花が達哉を怒ど鳴なりつける。

「え……、なに？」

「なにではない！　一体どこを触っているのかと言っているのだ!!」

　立花をだき抱えたままの達哉もようやく我に返る。どうやら立花は達哉が自分の胸に手を回している事に腹を立てているようなのである。

「いや、どこって胸だけど……」

「さっくり言うな、さっくりと！」

　立花は達哉の腕を振りほどくと、樋笠を振り上げる。

「お主、乙女の胸をなんだと思ってる！」

「いや乙女って小学生の胸を触ってもなあ……」

「馬鹿者ー！　小学生ならいいのか、じゃあ中学生は駄目なのか。高校生はどうなのだ！　あのメガネの胸なら触ってもよいというのか!?」

　何やらよくわからない立花の主張に達哉は呆あつ気けにとられる。

「う～～ん、そりゃほのかの胸を触ったら半殺しにされそうだけど……」

「そうだろう！」

　立花は達哉に樋笠の石突きを突きつけて言った。

「乙女の胸はそれほどまでに大切なものなのだ」

「いや、でもお前、子供だし」

　達哉の何気ない正論が立花の癪しやくに障さわった。やにわに樋笠を振り上げて達哉に打ちつける。

「乙女の気持ちがわからぬ奴はこうだ！　こう!!」

「止やめて下さい、立花お嬢さま。私はバールのようなものではないとあれほど……」

「止めとけ」

　突然、ランドゥの声が響く。

「ランドゥ殿もあのように言っておられます。自重して下され」

「何を言っておる、樋笠。ランドゥが言っているのは私ではない……」

　そこまで言って立花はランドゥとジョニーの間に妙な緊きん張ちよう感かんが漂ただよっている事に気付いた。それは達哉も同様だ。荷台から降りて少し二人の方へ歩み寄る。

「止めとけよ、若いの。これは罠わなだ。行くだけ無む駄だだ」

「どういう事だ、ハウンド？　スレッジの罠だっていうのは重々承知の上だ」

「だからてめえは阿呆だって言うんだよ」

　ランドゥはそう前置きしてから言った。

「罠を張ってるのは、その何とかっていうチンピラのボスじゃあねえ。シティファーザーズだ」

　ランドゥがそう言った時、アサクラが口元に薄笑いを浮かべたのを達哉は見逃さなかった。もっとも見逃さなかっただけで、それがどういう感情から来るものかまでは、まったく想像が付かなかったのも事実だ。

「チーム同士の総力戦を誘って、その中でストレンジャーをあぶり出そうって寸すん法ぽうだぜ。きっと。大おお方かたストレンジャーが確認でき次第、連中は掠かすめ取りに来るはずだ。ストレンジャーを奪われたら、本当にお前等元の世界へ戻れないぜ」

「じゃあどうしろと……」

「自分で考えろ」

　テンガロンハットの鍔をぴんと弾いてランドゥはそう言った。ジョニーは背後を一いち瞥べつするや、すぐさまランドゥに向き直る。

「おお、考えたぜ。ハウンド、取引だ」

　ランドゥはすぐさまジョニーの考えを見抜いていた。

「貴様、悪知恵だけは働くようだな」

　にやりと笑ってジョニーは言う。

「わかってるようなら話は早い。ハウンド、食堂の女主人。俺の幼なじみの杏子って女を助けろ。あの都市から誘ゆう拐かいしてきた人質と交換だ。いいな」

「お前、汚きたないじゃないか！」

　やにわに達哉が食ってかかる。

「学園都市のみんなはこの事件に関係ないだろう！　それを……」

「黙れ！」

　ジョニーは達哉に向けて手にした拳銃を向ける。

「俺は、俺たちは必死なんだ。昨日、今日こっちの世界へ来た奴らとは違う。もう三年も経たっちまったんだぞ!!」

「そりゃあ俺たちだって、元の世界へ……」

　達哉とジョニーの間に割って入りランドゥが言った。

「杏子だったな。あの姉ちゃんは助ける。そしてその人質は返して貰う。しかし取引じゃねえ。俺が勝手に助けるだけだ。お前はシティファーザーズとの取引が無駄と悟さとって人質を解放する。それでいいじゃねえか」

「好きにしろ、ハウンド」

　吐き捨てるようにジョニーは言った。

「いやはや、ランドゥもお人好しだねえ」

　にやにやと笑いながらそう言うアサクラを睨にらむランドゥだが、すぐにジョニーの方へと向き直った。

「人質はすぐに解放するか、いつでも解放できる用意はしておけ」

「わかった。移動する時にトラックに乗せたままだ。そのトラックであんたのすぐ後をついていく。杏子を助けたらすぐに解放。できなかったら、わかってるな？」

「ああ、わかってる」

　ランドゥはバイカートの方へ踵きびすを返し背中越しに言った。

「てめえが後悔するって寸法だ」




「おっさん、一人で大丈夫なのかよ」

「坊主が一緒に来るって言うのなら、そっちの方がよっぽど危なかっしいぜ」

　ランドゥは心配する達哉にそう言うと、バイカートから降り食堂の裏口へと近づいていく。

「いや、俺が足手まといなのはわかるけど。ほら、あのアサクラって奴に協力して貰うとか……」

「達哉。お前、あいつを信用できると思うか？」

　振り返りそう尋ねるランドゥに達哉は頭を振る。

「うんにゃ。ほとんど話してないけど、何となく信用できないって感じはする」

「そうだ。俺もそう思う。理由はないけどな」

「私もだ。私も、あいつは信用できない！」

　遅れてはならじと立花も口を挟はさむ。達哉と立花を同行させたのは、アサクラと一緒にしておく事に、ランドゥが危機感を抱いたためでもある。

「おっさん、あいつと仲悪いみたいだけど。なんかあったのか？」

「特にトラブったわけでもないがな……」

　ランドゥは足を止め周囲を確認しながら言う。

「あいつは一年ほど前から、この一帯にちょくちょく顔を出すようになった。誰にでも妙に馴れ馴れしい態度を取るが、素性はさっぱりわからん。しかし頭は切れるし腕も立つ。それだけで評価する人間もいるが、俺みたく信用しないのもいる」

　ジョニーは本隊を率いて店の正面から陽動をかける手はずになっている。裏口には見張りが一人いるだけだ。

「いずれにせよ注意しておいた方がいい。じゃあ行ってくるわ」

　言うなりランドゥは小走りに駆け出した。周囲にあるゴミ箱や打ち捨てられた看板に隠れながら食堂の裏口へ近寄る。完全に油断していた見張りは、『しばき棒』の一撃で倒れ込んでしまった。

　そしてそのまま食堂の中へ入る。冷蔵庫の影に隠れて厨房をうかがうと、縛られて猿ぐつわをされた杏子がカウンターの側そばにある椅子に座らされており、周囲には数人の見張りがいた。奥には『オーガチーム』のメンバーが十数人、『スカルチーム』の到着を待ち構えているようだ。

「兄貴、スレッジの兄貴！」

　店の外から下っ端が駆け込んでくる。

「向こうのストリートに『スカルチーム』が集結してますぜ。だけどこっちに来る様子はありません」

「あのハウンドはちゃんと連絡したようだな」

　一際目立つ大男スレッジが立ち上がる。

「それでジョニーの野郎はいるのか？」

「いえ、見当たりません。怖じ気づいたかも知れませんね」

「それはナッシングだな。あいつがこの女を見捨てるはずがねえ。どれ、様子を見に行くか。ガードはちゃんとしていろよ！」

「ＯＫっす！」

　見張りが返答するとスレッジはほとんどの仲間を連れて店の外へ出ていってしまった。どうやら陽動は功を奏したようだ。ランドゥはしばし待ち、スレッジたちが戻ってこないのを確認してから、コートの下から軽機関銃を取り出して躍り込んだ。

「目を閉じろ、姉ちゃん！」

　ランドゥの軽機関銃から閃せん光こう弾だんがばらまかれる。

「うぉ!?」

　店の中に次々と現れる猛もう烈れつな閃光に、見張りたちは圧倒されるだけで何もする事ができない。ランドゥは椅子に座っていた杏子を縛られたまま店の外へ連れ出す。

「待て、待ちやがれ!!」

　見張りたちは右往左往しながらも、ランドゥを追って店の外へ飛び出してきた。

「達哉！」

　ランドゥは達哉に杏子を渡す。

「よっしゃあ、任せておけ！」

　達哉は杏子をバイカートの荷台へと引き上げた。立花も樋笠を広げて杏子に見張りの銃弾が当たらぬよう手伝う。

「あばよ！」

　そう言うなりランドゥはピンポン球ほどのボールを放ほうった。それは追いかけてくる見張りたちの足あし下もとまで転がると黒い煙を吹き出す。煙幕弾だ。

　視界を塞ふさがれた見張りたちを尻目にランドゥはバイクにまたがるとそのままバイカートを出す。

「ハウンドのおじさん！」

　達哉からロープと猿ぐつわを解かれた杏子がランドゥに叫ぶ。

「礼ならいらねえよ。ジョニーがお前さんと引き替えに、達哉の都市からかっ攫った人間を解放すると言っただけだ」

　一度は安あん堵どした杏子の顔がランドゥの言葉にまた強張る。

「人質？　引き替え？　どういう事なの!?」

「まぁまぁ、お姉さん。これでみんな丸く収まるんだから、あんまり気にするなって！」

　達哉はそうフォローするが、ランドゥは渋い顔でぼやく。

「……そうなればいいけどな」




　ジョニーは学園都市から拉致した人質を乗せたトラックと共に、店から少し離れた廃屋の影で待機していた。

「よぉ、おつとめご苦労さん」

　バイカートを停めたランドゥにそう声をかけてきたのはアサクラ。同行する事を嫌ったランドゥが、ジョニーを見張っていろと残してきたのだ。

「ちゃんとアン……、杏子を取り戻してきたんだろうな？」

「俺はできる男だぜ、兄ちゃん」

　ランドゥはジョニーを軽くいなすと、荷台の達哉に視線を送る。達哉と立花は荷台から杏子を下ろした。

「ほれ、行け」

　ランドゥは逡巡する杏子の背を軽く押す。

「あれあれ、ランドゥの旦だん那な。簡単に渡しちゃっていいのかなぁ？」

　からかうようにそう言ったアサクラに、ランドゥは舌打ちして答える。

「人間を交換っていうのは、俺は好かないんでな」

「この前の都市じゃ、やってたじゃないか」

　そうつぶやく達哉をランドゥはじろりと睨んで言った。

「良い噓うそと悪い噓を使い分けられるのが大人ってもんだ」

「Ｇｏｏｄな心がけだ。長生きするぜ」

　ジョニーはにやりと笑い杏子に手を伸ばす。しかし杏子はまだ逡巡しているようで、途中で足を止めてしまった。

「杏子！」

　ジョニーは杏子に歩み寄ると、その手を取り強引に抱き寄せた。

「さて、若造。達哉の都市から拉致した人間を返して貰おうか」

　そう言ってランドゥはジョニーの背後にあるトラックへ顎をしゃくった。そこには学園都市から攫われた、柴原以下の調査団が監かん禁きんされている。

「断る」

　即答するジョニーにランドゥは笑う。

「そう来ると思ったぜ」

「ジョニー！　どういう事なの!?」

　杏子は食ってかかるが、ジョニーはそれを無視してランドゥへ向かって続けた。

「人質はまだ使い道がある。お前が言ったように、シティファーザーズがこの都市のストレンジャーを手に入れた場合のトレード要員。あるいはそのガキの都市から色々と生活物資もふんだくれる」

「おい、そりゃ卑ひ怯きようじゃないか！」

　自分の方へ顎をしゃくるジョニーに達哉は憤ふん激げきする。

「卑怯も何もあるもんか。俺は、俺たちはどんな手を使ってでも元の世界へ戻らないといけないんだ。戻るのが遅れると俺たちは、元の世界の事を……」

　そしてぱぁんという音が響いた。

「……杏子？」

　杏子がジョニーの横っ面を渾こん身しんの力で叩いたのである。

「このろくでなし！」

　涙を堪こらえ面と向かってジョニーを叱責する。

「あんた自分が何をしてるのかわかってるの？　自分がどんなに迷惑をかけてるのかわかってる!?」

「ああ、わかってるともさ」

　我に返ったジョニーは言い返す。

「俺たちは元の世界へ戻る。そのためにはどんな事でもする。人でなしだろうが卑怯だろうが関係ねえ。元の世界へ戻れば、すべてチャラだ。そうだろう、杏子」

「そんな事までして元の世界へ戻ってどうするのよ!!」

「ど、どうって……」

　泣きじゃくりながらそう言う杏子にジョニーは言葉を失う。

「私は、私はただみんなと、あんたと一緒に楽しく暮らせればよかったのに！　それだけでよかったのに!!　どうして他人に迷惑かけるの!?　そんな事までして元の世界へ戻ってどうするのよ。ただのチンピラのくせに!!」

「俺は……、ただ。杏子のために……」

「それが馬鹿だって言うのよ!!」

　杏子のそのひと言で完全にジョニーは気勢を削そがれてしまったようだ。ジョニーだけではない。一緒にいたスカルチームの仲間も所しよ在ざいなさげな顔を見合わせている。

　ジョニーは無言で杏子を抱きしめた。

「人質、返して貰うぞ」

「……勝手にしろ」

　トラックに歩み寄るランドゥにジョニーはそう吐き捨てた。その時だ。銃声と共にランドゥの足下に土煙が上がった。

「うわっと!?」

　今まで見事なばかりの先読みで銃撃を躱してきたランドゥだが、今度ばかりは完全に虚を突かれたのか、大げさに転がって避けた。

「危ねえだろ、この野郎！」

　銃声がした方へ叫ぶ。さらに二発、三発と銃声が響き渡る。今度はランドゥも的確に飛んでくる銃弾を避けた。

「ち、勘かんのいい野郎だ」

　ライフルを向けていた男が忌いま々いましげにつぶやく。それを合図にビルの影から武装した男たちが姿を現してくる。中心に立つのは一際目立つ大男。

「スレッジ！」

　そう叫ぶジョニーに、スレッジはほくそ笑む。

「ふふん、女に骨抜きにされたな。新里甚一」

「ば、馬鹿！　その名前で呼ぶな！　鈴すず木き淳じゆん之の介すけ」

「てめえこそ、本名で呼ぶな！　俺はオーガチームのリーダー、スレッジだ！」

「平凡とも古めかしいとも言い難い微妙なラインだな」

「あははは、淳之介～～！」

　とんだ本名暴ばく露ろの応おう酬しゆうに達哉と立花は笑うが、すぐに事態はそれどころではなくなった。

「話はリスンさせて貰ったぜ、その人質は俺たちが有効利用させて貰う」

「何だと！」

　憤るジョニーを牽けん制せいするように、スレッジの背後に並んだオーガチームが一いつ斉せいに銃を構える。

「お前がいないんで怪しいと周囲をサーチさせて正解だったな。本隊はまだ向こうのストリートで俺たちを待ち構えているぜ」

　どうやら陽動は裏目に出たようだ。ジョニーは僅かな幹部を引き連れているだけ。一方、スレッジはオーガチームの大部分と共にやってきた。頭数では三倍近い。

「さてと、どうしようかね。旦那」

　手にした鞭をぴしっと鳴らしてアサクラがランドゥに問う。

「ガキのケンカに興味はねえ。俺は頼まれた仕事をこなすだけだ」

　そんなランドゥの言葉が耳に入ったのか、スレッジは声を荒らげる。

「そうはさせねえ！」

「あんたもいい加減にしな!!」

　ジョニーの腕を払い杏子がスレッジとの間に割って入る。

「もう下くだらない、諍いさかいなんて止めようよ！　昔みたくみんなで仲良く遊び回ればいいじゃないか！」

「昔とは違うんだ、アン！」

　スレッジは杏子の肩越しにジョニーへと拳銃を向けた。

「そこをどけ！　どかねえとお前とジョニーを心中させてやるぜ!!」

「構わないよ」

　杏子は妙に冷静な口調でそう言った。

「私はあんたなんか全然恐くない」

「このアマぁ!!」

　叫ぶなりスレッジは引き金を引いた。銃声と共に杏子のすぐ間近を銃弾が飛び抜けていく。しかし杏子は身じろぎすらしない。

「恐くなんてないんだからね！」

　それが虚きよ勢せいではない事は、見ている達哉にもわかった。杏子の身体も声も震えていない。落ち着いた足取りでスレッジの方へ歩み寄る。

「ほら、その物騒なものを寄越しなさい」

　杏子のその態度にスレッジは狼狽うろたえ、さらに銃を撃ちまくる。当たりこそしなかったが、弾丸はいずれも杏子のすぐ側を通過していった。

「あの女、度胸が据わってるな」

　立花も感心するがアサクラは頭を振り声を潜めて言った。

「いや、違うな。橘立花。あれはストレンジネス能力だ。つまり彼女がこの都市のストレンジャーだ」

「スト……」

　そう言いかけた達哉と立花に、アサクラは口元に指を立て静かにしろと注意する。達哉は一つうなずきつぶやいた。

「あれのどこがストレンジネス能力なんだ？　さっぱりわからないんだけど……」

「ストレンジネス能力は手を触れずに物を動かしたり、時間を止めたりするような超能力じゃない。感覚知覚が異常に鋭えい敏びんになるだけだ。彼女の場合は恐らく死の恐怖を一時的にキャンセルできる能力だろう」

「でもそれがどうしてストレンジネス能力だとわかる？　単にあの女の性格ではないのか？」

　立花がもっともな疑問を口にした。そんな立花にアサクラはにやりと笑い、周囲を見回した。

「ネガ発はつ現げんしているからね。ネガストレンジャーだ。この世界のどこかにあるストレンジネスアトラクターと反発している」

「……え？」

　アサクラの視線を追ってようやく達哉はその事態に気が付いた。この都市『霧笛港』の周囲に幾いくつもの竜巻が現れ始めているのだ。それは達哉がいた学園都市がこの世界へ転移してくる時に起きた現象とそっくりだ。

「まずい『ランドキッドナップ』現象だ！」

　ランドゥは荷台の達哉に叫ぶ。

「おい、達哉！　お前、トラックに乗れ！　この都市をすぐに出る」

「え？　このまま元の世界へ戻れるんじゃないの？」

　しかし達哉に答えたのはアサクラだった。

「君、何も知らないんだねぇ。逆転移は元の世界へ戻る。それも都市の数だけ元の世界があるわけだ。この都市が転移してきた世界が、君たちの世界と一緒というわけじゃないだろう？」

「するとこのままじゃあ……」

「ああ、そうだ。どこか見知らぬ世界へ飛ばされてそれっきりだ」

　ランドゥはバイクにまたがり達哉に言った。

「坊主。お前がトラックを運転しろ。人質を都市の外へ運び出す」

「でも俺、免許ないし……」

「俺が許可する。大体、お前の世界の法律なんざこの状態じゃ何の役にも立たないだろう。それともこのバイクを運転するか。それなら俺がトラックに乗る。俺はどちらでもいい」

　装甲車を縦に二つ割りにしたようなランドゥのバイクと、達哉のいる世界でもよく見かけるようなトラック。どちらが扱あつかいやすく見えるかというと、やはり後者という結論になる。

「わかった。トラックに乗る。ゲームでＦ１やスポーツカーを動かせたんだ。多分大丈夫だろう」

「よし、それでいい。どうせクルマの運転なんて、どれもそう変わらん」

「さて、それじゃ僕も退散させて貰おうかな」

　アサクラも置いてあった自分のバイクにまたがった。

「おい、見ろ！」

　誰かが叫んだ。

「あれ……、大灯台じゃないのか!?」

「大灯台!?」

　指さす方にジョニーや杏子、スレッジたちも目を向ける。確かに竜巻を透かしてうっすらと、巨大な灯台のような影が見え始めている。

「急げ、達哉。おいてくぞ!!」

「わかってます。ええと、アクセルは……。あとギアを入れないと……」

　荷台の方から柴原の声が聞こえてきた。どうやら今しがたの騒動の最中に、何とか自力でロープと猿ぐつわを外したようだ。

「君は高等部の生徒だね？　一体なにが起きてるんだ？　外では学園都市が転移した時と同じ現象が起きてるようだけど……」

　運転席と荷台を繋つなぐ小さな窓から覗のぞき込み柴原が尋ねた。

「詳くわしい説明はあとあと！」

　達哉は何とかエンジンをかけトラックを走らせる。

「よくわからないけど、この都市が元の世界へ戻るらしいんだ。ただその世界は俺たちの世界とは違うから、このままだとまた別の世界へ飛ばされてしまう」

「ちょっと待ってくれ。一体なにが何だか……」

「なにが何だかわからないのは、俺も同じですよ！」

　達哉は荷台の柴原に叫んだ。

「行きますよ!!」

「ランドゥ！　達哉くん、立花ちゃん！」

　窓の外で声が響く。トラックの運転で必死な達哉には外を見る余裕などはなかったが、それが杏子の声だという事はすぐわかった。

「ありがとう！」













「おお、気にするな！　元の世界へ戻っても元気に暮らせよ！　それから達哉！」

　ランドゥはそう答え、そして今度は達哉に向けて声をかける。

「とにかく俺の後についてこい。最短距離で都市を出る。行くぜ！」

「行くぜって言われても……。ああ、もうやればいいんだろ。やれば!!」

　フロントウィンドウの向こうに見える大灯台の影が徐々に濃くなっていく。達哉は意を決してトラックのアクセルを踏み込んだ。




　ランドゥのバイカートと達哉が運転するトラックは、都市の外へ向かう大通りを直進。『霧笛港』の周囲に発生した竜巻を一気に走り抜けた。

「おい、見ろ！」

　柴原にロープをほどいて貰った、他の調査団員の声が荷台から聞こえてくる。

「都市が消えていくぞ！」

「本当に転移現象ってあるんだ」

　達哉も見てみたいが生あい憎にくとステアリングにかじりつくだけ、バックミラーへ視線を送る余裕などない。

「よぉし、この辺でいいだろう」

　ランドゥが声を張り上げ、少し先でバイカートを停めた。達哉もそれに倣ならい、トラックのブレーキを踏む。タイヤが軋きしみ、車体が大きく揺ゆれるが、何とか停まる事には成功した。

「見ろよ、達哉」

　ランドゥに言われるまま、達哉は窓から顔を出し、今来た方を見やる。そこでは幾つもの竜巻がカーテンのように都市を覆い隠し、そして徐々に消えていくところであった。

「あれが逆転移現象だ。ストレンジャーのストレンジネス能力がネガ発現すれば発生する。お前たちの都市が元の世界へ戻れる唯一の方法だ」

「でも、どうやればそれが起きるんだ……？」

「俺が知るか」

　ランドゥは肩をすくめるとバイクから降り、トラックの荷台に囚われたままの調査団に声をかける。

「おい、トラックの運転ができる人間はいないか。いつまでも達哉じゃ危なっかしい」

　それには荷台にいた調査団一行も同意見のようだ。すぐに一人二人と立候補の声が上がる。

「あのアサクラって奴はちゃんと逃げられたのかな？」

　トラックの運転席から降りながらそう言う達哉にランドゥはテンガロンハットの鍔を指で弾き上げながら答えた。

「俺が知るか。まぁ簡単にドジこく野郎とも思えないし、そのうちへらへら笑いながら顔出すだろう。ああ、それとな。学園都市に戻る前にちょっと寄りたい所がある。なに、手間はかからねえ。どうせ道すがらだからな」

「それは構いませんけど、一体どこへ寄るんですか？」

　達哉の問いにランドゥはバイカートの荷台から顔を出す立花へ顎をしゃくる。

「あのお嬢を爺さんの所へ置いていく。ちょうどここと学園都市の間に、あいつの都市があるんだ」

「ええ!?」

　ランドゥのその言葉を聞いた立花は狼狽えた。

「ちょっと待てランドゥ！　お前はあのメガネから学園都市に戻るように言われてるだろう？」

「だから途中で寄っていくだけだ。どうせ二、三時間もかからねえだろう」

「待て、私は納得してないぞ！　どうして途中で置いていく!?」

「だから、俺の仕事は嬢ちゃんを爺さんの所へ連れ戻す事なんだよ。お守もりしてる暇ひまはねえの」

「まぁそれもそうですねえ。じゃあさっさと置いてきちゃいましょうか」

　達哉もうなずく。

「うむ、そうしてくださるとこの樋笠も安心です」

「この裏切り者～～！」

　立花は荷台に転がり両手両足をばたばたさせるが、誰も取り合ってはくれなかった。

「あの、すいません。このトラック、クラッチがどうなってるのかわからないんですけど」

　その時だ。トラックの方から捕まっていた調査団の一人がランドゥにそう声をかけた。

「んなものはどれも大して変わらねえだろう。達哉に動かせたんだから、誰にでも動かせるんじゃないか？」

「いやまぁ、それはそうですけど。一応、念のために確認しておこうかと思って」

「手間がかかる連中だ」

　そうぼやくとランドゥはトラックの方へ向かう。

　ようやく落ち着いたのか、立花は膨れっ面つらでそんなランドゥの背中を見送る。立花のその表情を見て、達哉はようやくその可能性に思い至いたったようだ。

「なぁ立花。お前、ひょっとしてランドゥのおっさんが好きなのか？」

「ひゃぁああい？」

　唐とう突とつにそう尋ねられ、立花は真っ赤な顔になる。

「ほんあこといきなりきくもではない！　恥ずかしいだろう!!」

　よほど狼ろう狽ばいしているのか、何を言っているのかさっぱりわからない。それでも図星だった事だけはわかる。

「つうかさぁ、おっさんと立花だったら親子くらいの年齢差だろう？　下手したら爺さんの方が歳近いんじゃねえの？」

　そんな達哉に立花は憤然となって言い返す。

「何を言う！　たかが三十歳くらいの年齢差だろう!!」

「待て待て、三十歳差はたかがじゃないだろう。携帯のＣＭじゃないんだぜ」

　呆あきれる達哉に樋笠も同調する。

「こればかりは達哉殿のおっしゃるとおりですぞ。立花お嬢さまはランドゥ殿に亡き父の面影を重ねておられるだけです。恋とはちと違うとこの樋笠は思いますぞ」

「うん、だけど唐傘お化けに言われても説得力はないな」

「私は唐傘お化けではな～～い！」

　樋笠は傘をばさばささせて達哉に抗こう議ぎした。そんな樋笠の柄を摑み、立花はその石突きを達哉に向けた。

「乙女の恋心を聞かれた以上、ただでおくわけにはいかん！」

　怒りと羞しゆう恥ちがない交ぜになった真っ赤な顔で立花は言った。

「達哉、お主には協力して貰うぞ！」

「なにを？」

「私とランドゥが結ばれるようにだ！」

「待て、犯罪に協力する事はできねえな。十一歳とおっさんじゃ誰がどう見ても犯罪だろう」

　首を振る達哉に立花は声を荒らげる。

「何が犯罪だ、誰が犯罪だ!!　乙女の純真を裁さばく事など誰にもできぬわ！　それに今はまだ十一歳でも、五、六年も経てば結婚できる歳になる。ランドゥにはそれまで待って貰えばよい！」

「まぁ十一歳の五、六年と、おっさんの五、六年は違うからな」

「そうだろう、そうだろう」

　達哉の態度が軟なん化かしたと見たか、立花は相そう好ごうを崩くずす。

「だから協力しろ、達哉！　私もお前と……」

「俺と……？」

　俺がどうした？　達哉は首を傾げるが、立花が続きを口にする前にランドゥが戻ってきた。

「よお、楽しそうだな。向こうは坊主の運転が乱暴でクラッチが引っかかってただけらしい。行くぜ」

　ランドゥを見るなり、またもや立花の顔が真っ赤になり、そのまま開いた樋笠で身を隠してしまう。ランドゥは立花のその態度にはさして気を留めずバイクにまたがった。

「いいか、協力しろ。達哉！」

　樋笠に隠れて立花は声を潜めてそう言った。

「告ればいいじゃん」

　例によって身も蓋ふたもない事を言う達哉に立花は言い返す。

「そんな事、恥ずかしくてできるか！　それに告白したところで、ランドゥには相手にされんわ！」

「まぁ、それはそうだろうな」

　バイクのエンジンをかけるランドゥの背中を、荷台から見やりながら達哉はそうつぶやいた。




「作業が遅れてしまったな。サポートドロイドのプログラムに無駄があるのかも知れん。見直しが必要だ」

「承知しました。エージェントボゥイ」

　補給用ベース１１１号を管理するＣクラスエージェントはボゥイに一礼すると支援物資のファイルを渡す。

　シティファーザーズの補給用ベースは地下にある巨大な倉庫。そこには大量の水や食糧、燃料、医薬品が備び蓄ちくされている。トレーラーの積み出し施し設せつ周辺だけが照明がされており、他はほとんどが闇に沈み込んでいた。トレーラーの運転席に向かうボゥイに、その暗がりの中から声がかけられる。

「エージェントボゥイ。例の学園都市はどういう状態ですか？」

　聞き覚えのある声にボゥイは振り返る。

「これはエージェントアーサー。お久しぶりです」

　ボゥイは足を止め振り返り一礼する。シティファーザーズには厳格な階級制度がある。Ａランク、Ｂランク、Ｃランクの三つとそのさらに上、スペシャルズというＳランク。四つしかない階級だが、それぞれの間には越えられぬ壁があるのだ。

「なかなか面白い都市です。ストレンジャーを確保した後でも、色々と使い道がありそうです」

「そうですか、評議会にも報告しておきましょう。あぁ、そういえば……。ストレンジャーサイラスですが、ネガストレンジネス能力の発現に伴う逆転移現象に巻き込まれてしまったようです。連絡が取れません」

　一つうなずいてからアーサーはそう言った。

「逆転移現象に？　それは珍しいですね」

「珍しい事は、珍しいですが。まぁ条件が整ととのえば必然的に起きる事です。あなたも注意してください」

「はい、肝に銘めいじます」

　直立不動の姿勢でボゥイはそう答えた。アーサーはそれに満足したかのように、一度は踵を返しかけるが、何かを思い出したように、再びボゥイへと声をかける。

「エージェントボゥイ。あなたはｅエｘクストレンジャーの話を聞いた事がありますか？」

「ｅｘストレンジャー？」

　ボゥイは首を傾げる。

「その言葉は確かに聞いた事があります。しかしそれが何を意味するのかは、まちまちな話しか耳に入ってきません。私個人としては、根も葉もない単なる噂に過ぎないかと……」

「……まぁそうでしょうね」

　しばしボゥイを値踏みするように見つめていたアーサーだが一つうなずくと微笑ほほえんだ。

「引き留めてしまって申し訳ない。それでは作業の方をお願いします」

「はい！」

　背を向けたアーサーに一礼しながらボゥイは密かに考える。

　気付かれたか？　いや、単に鎌をかけてきただけだろう。まだ奴にも確証はないはずだ。しかしこうなると、やはりあの学園都市は重要になってくる。

　シティファーザーズ評議会は、ストレンジャーを集める事により、この世界のどこかにあるストレンジネスアトラクターを制御して、元の世界を取り戻そうとしている。

　それがシティファーザーズ全体の目的だ。それはボゥイも理解している。だが評議会を牛耳るＡ級エージェントと、そのさらに上に君臨するスペシャルズたちとは違い、Ｂ級、Ｃ級エージェントは元の世界を知らない。ボゥイも『ランドキッドナップ』現象が起きる前の、『パッチワークワールド』と呼ばれる前の、この世界がどうだったのか、直接は知らない。それだけにスペシャルズとＡ級エージェント、Ｂ級、Ｃ級エージェントの間には、徐々にその目的についてずれが生しようじてきているのだ。

　お前たちが権勢を振るえるのも今のうちだ。

　ボゥイはアーサーが消えていった倉庫の奥を見つめて考える。

　近いうちに我々が必ずやこの世界の実権を握る。やはりそのためには、あの学園都市の設備を確保しておかねばなるまい。

　ボゥイはトレーラーの運転席に登ると、運転用のＡ．Ｉに向かって言った。

「学園都市に帰還する」
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「どうだ、恐れ入ったか」

　一旦、自分の部屋へ戻り、シャワーを浴びてから白いドレスに着替えてきた立りつ花かは、ふんぞり返って達たつ哉やに向かってそう言った。

「おう、恐れ入ったというわけでもないけどびっくりしたな」

　達哉は目を丸くして周囲を見回していた。達哉たちがいるのは立花の家の一室、豪華なしつらえの広間であった。

　すでにこの世界から消え去ってしまった『霧む笛てき港こう』と学園都市『ヘキサスコラ』のほぼ中間に位置する都市『花はな形がた』。そこはどこかレトロな雰ふん囲い気きを漂ただよわせる町並みを持つ都市だった。『刃じん浜ぺい』よりはやや近代的、ちょうど大正年間の都市が、そのまま現代まで続いたような感じだ。

　ここに来るまで達哉が見たのは、立花のように和わ装そうにブーツ、あるいは着物に帽ぼう子しとステッキといった格かつ好こうの人々が通りを歩き、馬車と一緒に電気自動車が走っている光景。達哉のいた世界でも見た事のない臨りん場じよう感かん溢あふれる３Ｄディスプレイの広告と、そこに映し出される電気三しや味み線せんでロックを奏でるバンドの姿だった。

　その『花形』の中心にあり、しかも面積の三分の一以上を占めている大邸宅。それが立花の生せい家か、橘たちばな家の屋敷なのである。橘家の屋敷もまた和洋折せつ衷ちゆう。日本庭園があったかと思うと、ステンドグラスが塡はめ込まれた教会まである。

　道すがら立花や樋ひ笠がさから聞いたのだが、橘家は元の世界では広く知られた資産家だそうだ。家電メーカーを中心に、さまざまな分野で成功を収めているという。

　達哉たちが招き入れられたのは、広大な敷地内にある洋館の一つ。通された広間もまた洋式であり、立花はそれに合わせて着替えてきたようだ。

　広間に用意されたテーブルを前にしたランドゥと達哉の前に、この邸宅の主人であり、立花の祖父でもある橘正ただ真まさが姿を現す。洋間であるにもかかわらず正真は紋付き袴はかまで、執しつ事じが下げた椅い子すに腰かける。立花や樋笠が言うには、正真も歴代当主と同様、発明家だそうだが、外見からはとてもそうは思えない。

「ランドゥ殿。この度は大たい儀ぎであったようだな。無事に孫の立花を連れ戻してくださり、この橘正真、深く感謝する」

　白髪に長い髭ひげ。風格を感じさせる物腰や口調は、発明家というよりはむしろ昔の武将を思わせる。

「おう、大変だったぜ。じゃじゃ馬お嬢じようさんの面めん倒どうはよ」

　自分を指ゆびさしてそう言うランドゥに、立花は顔を真っ赤にして反論する。

「じゃ、じゃじゃ馬ではない！　私は乙女だ」

「っていうか、おっさん。ほとんどこいつの面倒なんて見てないじゃん」

　ランドゥの返答に立花と達哉は口々に文句を言った。

「ははは、まぁよい。報ほう酬しゆうは言われたとおりに用意した。今日はゆっくりしていけと言いたいところだが、なにやら用事があるそうだな」

「用事というか、まぁ乗りかかった船というもんだな。こいつの都市から攫さらわれた阿あ呆ほ共を送っている途中だ。考えてみれば、最近こんな仕事ばっかりだぜ。俺」

　ランドゥはそうぼやくと、テーブルの上に出してあったコップの水を飲み干す。

「じゃあな、爺じいさん。またおいしい仕事があったら声かけてくれ」

　椅子から立ち上がり、テンガロンハットを被かぶり直すランドゥに、立花は動どう揺ようを隠せない。

「ま、待て！　行ってしまうのか、ランドゥ!?」

　慌あわててランドゥに駆かけ寄るが、何と言って止めていいのかわからず、両手をばたばたさせながら周囲を右往左往するまだけだ。

　ランドゥはそんな立花の頭をぽんと叩くと、その脇をすり抜ける。

「じゃあな、お嬢ちゃん。もう勝手に都市を飛び出すなよ。爺さんと樋笠のいう事はよく聞け」

　部屋を出ていこうとするランドゥの後を追い、達哉も椅子から腰を浮かしかける。

　立花に協力しろと言われた手前、放ほうっておくわけにもいかない。一応ランドゥを止めた方がいいか。達哉がそう思い声をかけようとした時だ。

「ランドゥ殿、しばし待たれよ」

　正真のよく通る声が響ひびく。よく通るだけではない。その声からには言い様のない威い圧あつ感かんがある。立ち上がりかけた達哉が気付いた時には、椅子に座り直していた程だ。しかしランドゥもさすがにただ者ではない。やすやすと正真に押されはしない。

「あ～～、なんだよ。爺さん。俺は忙しいんだ」

「時間は取らせない。すぐに済む」

「俺としては面倒がないと言って欲しいんだがな」

　ランドゥのその言葉に正真は沈黙を守る。その代わりに広間のドアを、屈強な黒服の男たちが閉め、空っぽになったランドゥのコップにメイドが水差しから水を注ぐ。

「ちッ、しょうがねえな」

　ランドゥはそう吐き捨てると立ったばかりの椅子に座り直す。それを見届けてから正真は達哉へと視線を送った。

「少年。葦あし谷や達哉というそうだな？」

「え、あ。は、はい！」

　出し抜けに水を向けられ、達哉は居い住ずまいを正してそう返答した。そんな達哉に立花は面白くなさそうな顔を向けている。

「ははは、そう緊きん張ちようせずともよい。君たちの話はおおよそではあるが、立花や樋笠から聞いている」

「はぁ……」

　柔にゆう和わな笑みを浮かべてそう言ってくる正真の真意を図はかりかねる達哉はただ首を傾かしげるだけだ。

「達哉殿、君が住んでいた都市は、それ自体が大きな学校と聞いているが、それで間違いないかね？」

　年下相手に話しかけるというよりは、正真は対等の目線で尋たずねてきた。

「ええ、まぁ。湾岸学園都市集合体といって、埋め立て地に小学校から大学まで色んな学校が一つに集まったものです。実際に転てん移いしてきたのは、その半分だけですけど。まぁ、マンガやラノベによく出てくる巨大学園都市って奴ですね」

「ふむ……」

　そうつぶやき正真はまた顎あご髭をなでる。何やらしばし思案してから、正真はおもむろに口を開いた。

「立花や樋笠が言うには、かなり高度な研究実験施し設せつがあるそうだが？」

「ええ、まぁ。俺にはさっぱりだけど、何か研究所っぽいものはありますよ」

　当惑する達哉に正真は重ねて尋ねた。

「例えばスーパーコンピュータや高こう炉ろなどはあるのかね？　微び生せい物ぶつの培ばい養よう施設は？　樋笠は天文台らしきものを見たと言うが、電子顕微鏡やマイクロ波レーダーは？　粒子加速器などがあれば、それに越した事はないが。まさかそこまではないだろうな」

「いや、いきなりそう聞かれても……」

　そう答えながらも達哉は記憶を巡めぐらせる。

「ええとスパコンや電子顕微鏡はあります。培養施設もあったはずです。高炉は実験用の小型な物しかないんじゃないかなあ。さすがに粒子加速器はないと思いますけど」

「ふむ……」

　再び黙もつ考こうする正真を見て、ランドゥは舌打ちをしてみせる。

「おいおい、爺さん。また悪い病気が出たか？」

「病気ではない」

　ランドゥにそう言い返した正真は、またしばし考えを巡らせ、そして達哉へと向き直る。

「達哉殿。あなたは元の世界へ戻りたいか？」

　出し抜けにそう問われたが、達哉はさして深く考える事もなく即答した。

「はい、戻りたいです！」

　そして付け加える。

「俺、学校の寮に住んでましたけど、親や弟、妹が元の世界に残ってますから。それに学校のみんなも、まだ何が起きたのか実感できてないと思うんですけど、今いる世界が元の世界とはまったく別、繋つながってないとわかったら不安になるのは間違いないです」

　そう言う達哉の脳裏に浮かんだのはほのかの姿であった。

　あのほのかが不安に怯おびえるところなんて見たくない。そんな想いが最初に頭を掠かすめたのである。

「うむ、わかった」

　一つうなずいてから正真は言った。

「私は以前からこの『パッチワークワールド』へやってきた都市を、元の世界へ戻せないかと研究をしている」

「でも、それは……。ストレンジャーっていう人がいれば可能なんでしょ？」

　あまりにも楽観的な達哉に立花が呆あきれる。

「相変わらずお前は何もわかっておらんな。ストレンジャーがいるだけでは駄だ目めなのだ。ストレンジネス能力がネガ発現しないとな。さらにシティファーザーズにストレンジャーを奪われた都市は、もう元の世界へ戻れなくなってしまうのだ」

「あぁ、そうか……」

　そううなずいたものの、達哉はまだ全て飲み込めたわけでもなさそうだ。

「シティファーザーズもストレンジャーを集めて何かの研究をしているようだ。私はなんとかその鼻を明かして、都市を元の世界へ戻す方法を見つけたいと思っていたのだ。しかし今のままでは実験研究に必要な設備や機材がない」

　正真からそこまで言われればさすがの達哉も見当が付く。

「学園都市の施設を使いたいって事ですか？」

「それだけではない」

　ふて腐くされたような顔で黙だまり込んでいるランドゥを一いち瞥べつしてから正真は続けた。

「今も言ったようにシティファーザーズの鼻を明かすという事は、この世界の支配者に反旗を翻ひるがえすわけだ。このシティ『花形』だけではどうにもならん。達哉殿が住む都市の協力を仰あおげたとしてもまだ足りぬ」

　そして正真は言った。

「私はこの世界に存在する数々の都市と同盟を組み、シティファーザーズの干かん渉しようを排はい除じよして、元の世界へ戻るための研究を進められないかと考えている」

「だから、それが悪い病気だって言ってるんだ。爺さん」

　ランドゥは椅子から立ち上がると正真に向かって言った。

「そんな事ができれば、とうの昔に誰かがやっている。それにシティファーザーズの干渉をどう排除しようというんだ？　こっちにはろくな武器がない。だけど向こうにはアンドロイドや恐竜型のロボットまでいるんだぜ？」

「まぁ座れ、ランドゥ殿」

　正真にそう促うながされて、ランドゥは不ふ承しよう不ぶ承しよう椅子に座り直す。それを待って正真は話を再開する。

「実のところ、つい先日まではこの私自身、実現性は低いと思っていた。しかしシティファーザーズ内で内部抗こう争そうが起きているという噂うわさを聞いて、この好機を逃のがす術すべはないと考えたのだよ」

「あの話か……」

　そうつぶやくランドゥに達哉も思い出した。シティ『刃浜』事件の後、アサクラが言っていた。

　都市の住民を巻き込んで上層部と一戦交えようという連中がいる。その一人が達哉の学園都市を担当しているシティファーザーズのボゥイなのだ。

「罠わなかも知れねえぜ、爺さん？」

「構かまわん。罠なら罠でそれを利用してやるくらいの腹づもりだ。それに達哉殿の都市を担当しているシティファーザーズが、反抗派の一人と聞いてはそのチャンスを逃すわけにはいかない。次に好機が訪れるのはいつになるかわからんからな」

　正真の言葉にランドゥは嘆たん息そくすると達哉に水を向ける。

「で、お前はどうなんだ。坊ぼう主ず？」

「え？　俺？」

　珍めずらしく途中で口を挟はさむ事もなく聞いていた達哉だが、ランドゥに声をかけられて我に返る。

「いやネタとしては面白いかなって。確かに世界を牛耳る謎なぞの集団に向かって、みんなが一致団結して対抗するってのはＲＰＧの王道パターンですから」

　そう言う達哉に正真は苦笑してから言った。

「それならば、達哉殿には私の言葉を伝え学園都市に住む皆に、同盟の同意を取り付けて欲しい。それだけだ」

「おやすい御用です!!」

　達哉のその返答に、コップを口に運んでいたランドゥは思わず含んだ水を吹き、立花は呆あつ気けにとられてぽかんとするだけ。そして正真は大笑してみせた。

　とうの達哉はなんでみんながそんな反応を示したのかわからず周囲を見回していた。

「おやすい御用じゃねえだろう、坊主！」

　ランドゥは口元を袖そででぬぐい、思わず身を乗り出した。

「いいか、正真の爺さまはシティファーザーズの目を盗ぬすんで、元の世界へ戻るために都市間で手を組もうって言っているんだ。もしもそれがシティファーザーズにばれたらどうなるかわかっているのか!?」

「いやぁ、よくわからないけど……」

「それ見ろ」

　ランドゥはどかりとばかりに椅子に座り直す。

「だったら安やす請うけ合いはしない事だ。お前には無理だ」

「そうだ、無理だ。無理無理!!」

　横から立花が口を挟む。

「達哉のような粗そ忽こつ者ものにそんな重要な役割が務まるはずがないではないか！」

「う～～ん、まぁそれは確かにそうなんだけど……」

　頤おとがいに手を当て難しそうな顔をして達哉は言った。

「ほら、『刃浜』や『霧笛港』とか、あとおっさんが途中で立ち寄ったボロいファミレスにいた子供たち。みんなもともと別の世界にいて、ここへ転移してきたんだよなぁって思うとさ。ほら、なんていうかさ……」

　何か言葉を捻ひねり出そうとしても、適切な表現が見つからない。

「こういう状況になると。よぅし、俺がやってやるぜ！　って気にならないか、おっさん。なるよな、なるだろ。普通!!」

「こんな重要な事をその場の勢いで決めてどうするよ？」

　達哉の人となりがわかり始めていたランドゥも、さすがにこれには呆れ返った様子だ。

「でも昔の人も言ったじゃないか。『知力体力その場の勢い』って」

「誰の言葉だ、誰の！　聞いた事ねえぞ！」

「まぁよいではないか。ランドゥ殿」

　二人の間に正真が割って入る。

「達哉殿。確かにランドゥ殿の言う通り、たやすい仕事ではない。しかし私は達哉殿が即断したという事実に賭かけてみたいと考える。若者に特有の無む茶ちや無む謀ぼうが今のこの状況を打破してくれるのを期待してみよう」

「期待するだけ無む駄だと思います、お爺さま」

　立花もうんざりとした顔でそう言った。しかし達哉は平然として笑う。

「なぁに、大丈夫だって。俺に任せておけよ。こう見えても、ヒーロー属ぞく性せいなんだぜ。あはははは！」

「大物なのか、馬鹿なのか。それともその両方なのか……」

　そうぼやくランドゥに一瞥をくれると、立花は意を決して座っていた椅子から立ち上がった。

「お爺さま、一つお願いがあります」

「ほう、なんだ。立花。言ってみよ」

　一応そう問とうてはみたが、正真にはおおよその見当が付いているようだ。立花がその話を切り出しても意外そうな顔はしなかった。

「お爺さまはそうおっしゃいますが、やはり達哉だけでは不安です。そもそもこの話をきちんと通達できるかどうかも不安です」

　畏かしこまった口調で立花は言った。

「大丈夫だって！」

　横から口を挟む達哉に構わず立花は続けた。

「お爺さまはお身体や『花形』の管理もありますので、この都市を離れる事はできません。差し出がましいようですが、この立花がお爺さまの名みよう代だいとして、達哉の学園都市に使者として赴おもむきます。お爺さまの孫ならば先方も納得してくださるでしょう」

「うむ、よくぞ言った」

　立花の言葉に正真は満足げにうなずいた。その背後では椅子から立ち上がったランドゥが、抜き足差し足でそろりそろりとドアの方へ歩み寄っていくところだった。

　それに気付かないまま立花は少し頰ほおを染そめて言った。

「しかし達哉だけではいささか道中不安です。そ、そこで、あの……。よろしければハウンドのランドゥを私のボディガードとして付けてはくれませんでしょうか？」

　ランドゥはドアまで来たものの黒服に行く手を遮さえぎられる。

「悪わりぃ。ちょっと小便」

　小声でそう囁ささやいても黒服がドアの前から退どく気配はない。そんなランドゥの背に正真が声をかける。

「ランドゥ殿。孫がこう言っているのだがいかがかな？」

「おいおい、勘かん弁べんしてくれよ。爺さん」

　ランドゥは振り返り懸命に言い訳を探す。

「俺は、ほれ……。ええと、野暮用が。って、そもそも爺さん。俺は孫娘をここへ送り届けたまでで仕事は終わってるだろうよ。仕事ができるハウンドには予定が一杯詰まってるもんなんだよ！」

「では次の仕事は？」

　間髪を入れずに正真から尋ねられランドゥは口ごもる。

「いや、まぁ。そこはほれ、企業秘密だ」

「学園都市であのメガネから、私を送り届ける仕事が終わったら戻ってきてくれと言われたな？」

　少し意地悪な笑みを浮かべて立花がそう言った。

「その時はこの後の仕事については何も言ってなかっただろう？」

　その指摘に達哉もぽんと手を打つ。

「そういえばそうだったな。確か立花を連れ戻した後、学園都市の方で雇やとうなら考えないでもないと言っていたような……」

「この樋笠もそう記憶しておりますぞ」

　最後に樋笠からとどめを刺され、ランドゥは観念したように両手を挙げる。

「ＯＫＯＫ、そうおっさんをいじめるんじゃねえ。だがな言っておくが面倒は御ご免めんだ。しがないハウンド風ふ情ぜいにシティファーザーズ相手に反抗するとか、都市間同盟とかそんな小難しい役割を期待するな」

　ランドゥの返答に正真はうなずいた。

「うむ、まずは立花と達哉殿を学園都市まで送っていって欲しい。そして学園都市側が、私の提案にどのような返答をしたか。その結果を持ち帰るまでとしよう。それからどうするかは、その内容次第だ」

「まぁ期待するだけ無駄だと思うけどな」

　ランドゥは椅子に座り直すとそうぼやく。

「他の都市を見るのもよい経験だ。立花の社会勉強にもなるだろう。しかし親しん書しよも持たせねばならぬし、いささか日にちもかかるかも知れん。そうだな、箱はこ崎ざきをつけるか」

　そう言う正真に樋笠が声を上げる。

「おお、箱崎が同行するなら心強いですな」

「うむ、箱崎がいれば少々長なが逗とう留りゆうになっても安心だ」

　立花もそう言うところを見ると、どうやらその箱崎とやらはかなり頼りになる人物のようだ。達哉は声を潜ひそめてランドゥに尋ねる。

「おっさん、箱崎さんって知ってる？」

「さあな」

　吐き捨てるようにランドゥは言った。

「なんだよ、おっさん。拗すねるなよ、おっさんのくせに。みっともないぜ」

「おっさんでもうまくいかねえ時には拗ねる自由くらい寄よ越こせ。拗ねるのは若者とジジババの特権じゃねえぞ」




　橘邸の門からからシティ『花形』の外へ向かう大通りには、ランドゥのバイカートと学園都市から拉ら致ちされた調査団を乗せたトラックが停まっていた。調査団の中には大型車輛の免許を持っている人間がいたので、達哉は運転を代わって貰もらい、バイカートの方に乗っている。門の前には見送りに来た正真やボディガードの黒服が並んでいた。

「待たせたな」

　そう言いながら橘邸の門から出てきたのは立花である。先程までは白いドレスだったが、再び和装にブーツという出いで立たちに戻っていた。どうやらこれが立花の外出着らしい。傍かたわらに日ひ傘がさの樋笠を携たずさえているのは同じだが、その後ろからは立花の背丈と同じくらいの大きなトランクが自走してついてきている。

「それでは早速学園都市に向かうとしよう」

「さっさと乗りな」

　ランドゥはつっけんどんにそう言うとバイクにまたがった。

「あれ、箱崎さんは？　一緒についてくるんじゃないの」

　周囲を見てもそれらしい人の姿はない。首を傾げる達哉に立花は自慢げに紹介した。

「こやつが箱崎だ」

　トランクは達哉の前で半回転して正面を向ける。するとそこには樋笠の傘部分にあると同じような目が表示されているではないか。

「自律式トランクケース型執事アンドロイド。箱崎だ」

　立花からそう紹介された箱崎は、頭を下げているつもりなのか、達哉の方へ少し斜ななめに傾いた。

　正面から一見すると長方形の板に目が着いているだけにしか見えない。

「唐傘お化けの次は、塗り壁かよ」

　達哉がそんな感想を抱くのも無理からぬところであろう。

「失しつ敬けいな、この樋笠は日傘であって唐傘お化けではありませぬ！」

　樋笠は憤ふん然ぜんとした様子で傘をばさばささせるが、箱崎はさして気にしないようである。荷台の方へ近寄るとその両側面からマジックハンドのようなものを出す。そして荷台に摑つかまるとそのまま自分で乗ってしまった。

「いささか無口な奴ですが、このように手はかかりません」

　樋笠はそう言うが、達哉は返す言葉もない。そんな達哉を尻目に、トランクの箱崎は荷台の奥に行くと、そのままごろんと転がってしまった。

　続いて立花も荷台へ乗るのを確認するとランドゥはバイクのエンジンを吹かす。

「さて、行くか。まったく面倒な事になっちまったぜ」

「うむ、孫をよろしくな。ランドゥ殿、達哉殿」

　正真がそう言うが、ランドゥと達哉が返答する間もなく立花が口を挟む。

「大丈夫だ、なにしろランドゥがいるからな」

「それはうれしいねえ。おじさん、泣けてきちゃうぜ」

　いささか自や棄けになってランドゥはそう言った。





[image: ]




「柴しば原はらくんたちが実際に目撃したんだ。条件が整ととのえば元の世界に戻れると踏んでよいだろうね」

　春はる川かわが出席者一同を見回して言った。

「はい、僕もトラックの中から都市が消えるのを目撃しました。ちょうど学園都市がこの世界へ転てん移いしたのと同じ現象です。消えただけで元の世界へ戻れたかどうかわかりませんが、その都市の住民が見覚えがある景色だと騒いでいたのは聞こえました」

　自分の身の上に起きた事を報告していた柴原はそう言うと椅い子すに座り直す。会議室では帰還した達たつ哉やや柴原をはじめとする調査団一行、そしてランドゥと立りつ花かを交えて対策会議の真っ最中である。

「それで、春川先生。立花ちゃんのお爺じいさん、橘たちばな正ただ真まささんからの親しん書しよについてはどう思われますか？」

　ほのかの問いに春川は老眼鏡をかけ直して手元の親書へ再び目を落とす。親書にはこの世界の現状、そしてシティファーザーズの干かん渉しようを排はい除じよして、元の世界へ戻るため、互いに協力したい旨むねが記しるしてあった。

「私は悪い話とは思いませんが。どうですか、穂ほ積づみさん？」

「そうですね。シティファーザーズよりは信用できそうな気がします。実際に正真さんと会ってみないとわかりませんが……」

　そう言うと、ほのかは会議に出席していた達哉へと視線を巡めぐらせる。達哉はほのかのその視線に応こたえて言った。

「大丈夫、大丈夫。正真の爺さんは悪い人じゃないって。なかなか愉快な爺さんだよ」

　あっけらかんとしてそう答える達哉に、ほのかは悟さとられぬように嘆たん息そくする。そんな達哉に対抗するように立花が口を挟はさむ。

「状況が落ち着けば、代表をシティ『花はな形がた』へ招待する。お爺さまと直じかに会って話をすれば、互いに信用も深まるだろう」

「それに越した事はありませんな」

　うなずく春川に続いて、柴原も言った。

「確かに俺たちを騙だましているのが明白なシティファーザーズよりは信用できるけどなぁ……」

　シティ『花形』に寄った時、ずっとトラックに押し込められたままだったのを恨うらんでいるわけでもないだろうが、柴原はまだ直接、会った事のない正真に全ぜん幅ぷくの信頼を置く事には躊ちゆう躇ちよがあるようだ。

「まぁ、いいさ。すぐに決めなくてもいい」

　沈黙を守っていたランドゥが、会議用のテーブルに足を載のせたままでそう言った。

「まずはもうじき帰ってくるシティファーザーズをどうするかって事が先決だ。そろそろ戻る頃ころだろう？　鉢合わせするかと思ったぜ」

「一週間ほどで戻ると言っていたから、今日明日には戻ってくる予定だったんですけど。なにか作業が遅れてるようで、少し遅れる可能性があるんです」

　そう説明するほのかにランドゥは怪け訝げんな顔をする。

「それはまたどういうルートの情報だ？　この世界は電波状況が悪くて、無線なんて使えねえし、電話線引っ張ろうにも『ランドキッドナップ』現象で切断されちまう。連中の方から親切に教えに来てくれるとも思えねえし……」

「ははは、そこはほら。この僕独自のルートによる情報という事でどうかな。ランドゥの旦だん那な」

　この話題が出るまでドアの外で待たい機きしていたとしか思えない。やにわにドアを開け、馴なれ馴れしい様子で声をかけるのは、ハウンドのアサクラであった。

「てめえかよ！」

　ランドゥは椅子からずっこけ落ちそうになるのを堪こらえ、慌あわてて立ち上がりながら声を上げた。

「なんでてめえがここにいる！　おい、生徒会長さん。こいつは信用ならねえ。今すぐここからたたき出せ!!」

「ええと、あのでも。ランドゥさんの知り合いと聞いたので……。達哉や立花ちゃんの事も知っていたし、間違いはないだろうと」

「まぁ厄やつ介かいな御ご仁じんではあるようだが、今は一人でも頼れる人が欲しかったものでしてねえ」

　ほのかと春川が、憤いきどおるランドゥにそう答えた。

「でも情報は本当だよ。シティファーザーズの補ほ給きゆう用ベース１１１号から、支援物資輸送用のトレーラーが出たのは昨日の晩だ。着くのは早くて明日の朝方だね。クリスからの情報だ。まあクリスがどこからこの情報を入手したのかまでは僕は知らないけどね」

「あいつかよ……！」

　アサクラが口にした名前に、ランドゥはうんざりした顔をするとテンガロンハットを目ま深ぶかに被かぶり直す。

　誰、クリスって？

　ほのかが視線でそう尋たずねるが、達哉は首を傾かしげるだけ。『刃じん浜ぺい』『霧む笛てき港こう』『花形』と回るちょっとした冒険行の合間にはそんな名前が出てきた覚えはない。

「当面の問題は、この都市へ帰還するシティファーザーズをどうするかという事。それから都市に残ってる作業用アンドロイドも気になるね」

　ランドゥが黙だまり込んでしまったのをいい事にアサクラが会議を仕切り始める。達哉の横に座った立花は、そんなアサクラに露ろ骨こつな不審の目を向けている。

「そういえばアンドロイドってどうなってんの？」

　何となく緊きん張ちようしてきた空気を和なごませるかのように達哉がそう尋ねた。

「今のところは特に問題はないわね。ボゥイが置いていった物資の整理をしてるわ。それ以外の簡単な指示も聞いてくれるけど、融ゆう通ずうが利きかないしあんまり役には立たないわね」

「まぁそういうものさ。サポートドロイドはあくまでシティファーザーズの命令が優先。都市住民のためのものじゃない」

　アサクラはそう説明する。

「遠隔操作はできないけど、シティファーザーズが都市内に入れば制御は利く。それにサポートドロイドには記憶装置も内蔵されてる」

「シティファーザーズがここにいない間に起きた事も、戻ってくれば丸わかりという事ですか。これは厄介だ」

　アサクラの説明に春川は考え込む。

「どちらにせよ、シティファーザーズの帰還は阻止するべきですね。何とかできないんですか、アサクラさん、ランドゥさん？」

　柴原からそう尋ねられてランドゥとアサクラは視線を交わす。

「簡単に言うなよ」

　そう前置きしてからランドゥは口を開く。

「シティファーザーズだけお引き取り願うってわけにはいかねえな。トレーラーごと、どこかで足止めする事になる。そうなると支援物資が手に入らなくなるが、それでもいいって言うんなら策はある」

「前にも話したかと思いますが、この学園都市には幸い、非常用の備び蓄ちく食糧があります。厄介ではありますが、その気になれば一カ月程度の籠ろう城じようは可能ですな」

　春川の答えにランドゥは頤おとがいに指を当てて考えを巡らせる。そんなランドゥをアサクラがからかった。

「おやおや、やる気だね。旦那」

「うるせい、黙ってろ。いずれにせよ俺たちだけじゃ無理だろう。連中には飛行型の小型ロボットがある。そいつを学園都市上空に飛ばして、作業用アンドロイドに何かコマンドを送る事も可能だ。足止めだけじゃ何ともならん」

「トレーラーを止める、アンドロイドも止める。まぁ僕らだけじゃ無理だね」

「俺がやるぜ！　学園に戻れば冒険部の出番だ」

　出し抜けに達哉が手を挙げる。しかし立花やほのかが安直さをたしなめる間もなくアサクラが即答する。

「いや、君じゃ無理だから」

　拍子抜けする達哉に構かまわずアサクラは畳たたみかける。

「サポートドロイドは無む駄だに頑がん丈じようだからね。ただぶっ叩いても壊れやしない。僕たちハウンドのように、それなりの知識と技術がないと駄だ目めだ」

　そしてアサクラはランドゥへ視線を巡らせる。

「僕がやろうか？」

「てめーは駄目だ」

　今度はランドゥが即答する番だった。

「信用ならねえからな。他にハウンドを雇やとうしかないだろう」

「雇うと言ってもどうしたら……」

　言いかけたほのかを立花が遮さえぎる。

「『花形』と同盟を結ぶというのならば橘家が援助しよう」

　立ち上がった立花が言う。

「この一帯でシティ『花形』の橘家と言えばハウンドにもそれなりに名前は通るはずだ。その名を出せばハウンドを雇う事など造作もない」

「まぁハウンドのたまり場、ハウンドネストというのもあるからな。そこに行けば暇ひまな奴の二、三人見つかるだろうさ」

　ランドゥも立花に反対するつもりはないようだ。

「それではハウンドを集めるのは、ランドゥさんにお任せしていいでしょうか？　……念のため、こちらからも誰か人を出した方が」

　春川の視線に促うながされてほのかはそう付け足し、そして達哉へと視線を巡らせる。学園都市の中で、一番、外の世界の事をよくわかっており、またランドゥや立花とも親しいとなれば選択の余地などあるはずもない。

「俺が行く！　俺が行くってば!!」

　ほのかが迷っているのを察さつしたのかどうかはわからない。しかし達哉は例によってさして頭を悩ませる気配もなく手を挙げてそう言った。

「そうしてくれると有あり難がたいのだけれども……。でも……、達哉は戻ってきたばかりだし」

　ほのかの心配を察したのか春川が頭を掻かいてから言った。

「そうですねえ。確かにいつまでも葦あし谷やくんに任せるのも大変でしょう。他の人たちに外の状況を経験させるためにも、誰か別の人を……」

「僕が……」

　柴原がそう言いかけたが、達哉があっけらかんとして口を挟む。

「いやいや、また柴原先輩が捕まっても困るし」

「あのなあ」

　柴原は呆あきれた顔をするが、すでに達哉の性格もわかり始めている。本人には悪気はないし、また一応は言ってる事にも道理が通っているのもわかる。

「……まぁ、葦谷くんがそこまで言うなら。穂積さんや春川先生も了承しているみたいだからな」

「そうそう、俺に任せておいてくださいって！　何しろ立花のお爺さんに約束したんだからな。第一、こうやって同盟の話を進めていく役目って坂さか本もと龍りよう馬まみたく格かつ好こういいじゃないか！」

「龍馬は暗殺されたんだぞ、葦谷くん」

　柴原が呆れ顔でそう言うが、達哉はさして気にしない。

「いやいや、俺は敵を作らない性格だから。頑張れば大丈夫！」

「……坊ぼう主ずが頑張るって言うと、俺は果てしなく不安になるんだがな」

「そうね。私もランドゥさんに同感だわ」

「いや、誉ほめられるほどじゃ……」

「誰も誉めてはおらぬわ！」

　そんなランドゥとほのか、そして達哉と立花のやり取りに、会議室の重苦しい空気は吹き飛んだ。

　ほぉ、これはこれは……。そんなやり取りにアサクラがほくそ笑んでいる事には、しかし誰も気付かなかった。




「おーあったあった。まだ移動してなくてよかったぜ」

　バイカートのバイクにまたがったランドゥはそれを見つけて声を上げた。達哉と立花はその声に荷台から顔を出す。

「おお、あれがハウンドネストか。私も実物を見るのは初めてだ」

「へえ、あれがハウンドのたまり場ねえ」

　見たところは車輛運搬用の大型トレーラーに似ている。それが横に二台連結されているのだ。荷台のケージが車輛運搬用トレーラーを連想させるのだが、それはより細かく複雑に構成されていた。なるほど、言われてみると確かにそれは鳥の巣ネストに見えなくもない。

　そのハウンドネストの周囲には数台のバイクや古ぼけた自動車が停まっている。ランドゥと達哉、立花はこのハウンドネストでハウンドを雇うためにやってきたところ。

　ちなみにアサクラには、ボゥイのトレーラーを足止めするのに適切なポイントを調査させている。学園にアサクラを残していく事に危険を感じたランドゥの指示だ。

「こういうハウンドネストが、この一帯だけでも十台以上はある」

　ランドゥは怪訝な顔の達哉に向かって肩越しに説明する。

「『ランドキッドナップ』現象に巻き込まれないよう、いつでもさっさと逃げられるようにトレーラーに乗せているんだ。中身はどうって事ねえ、ただの盛さかり場だ」

「へえ」

　そう返答したものの、達哉には今ひとつ想像が付かない。

「停まってる車が少ないな」

　ランドゥはバイカートをハウンドネストの側そばに停めてつぶやく。

「しかも見慣れねえもんばっかだ。これはちょっとばかり苦戦するかも知れねえな」

　バイクから降りたランドゥはそう言いながら達哉と立花についてくるように促す。立花に携たずさえられて荷台から降りた樋笠は残った箱崎に声をかけた。

「後はよろしく頼たのむぞ、箱崎」

　荷台の箱崎は会え釈しやくをするように少し前に傾く。そして元の体勢に戻ったかと思うと、その側面から伸縮式のシャッターが左右に広がり荷台の前を塞ふさいでしまう。上下左右は幌ほろで覆おおわれており、これで荷台に入るには箱崎の上を乗り越えていかなければならなくなった。

「どうだ、便利だろう？」

　呆あつ気けにとられる達哉に立花が自慢げにそう言った。

「よぉ、ランドゥ。『霧笛港』が逆転移で消えたそうだが、お前さんが関わっていたんじゃないだろうな？」

　先にハウンドネストに入るランドゥに男性の声がかけられる。

「さぁな、よくあることだろう」

　適当な返答をするランドゥに続いて、達哉と立花もハウンドネストへ向かう。

　盛り場というから剣けん呑のんな雰ふん囲い気きを想像していた達哉だが、入り口代わりの斜路ランプウエイを上がり、ケージに囲まれた中に入ってみると、そこは意外にもありきたりの光景だった。テレビや映画で見る海外のカフェ、あるいはパブといった雰囲気なのだ。

　カウンターとテーブル、壁ならぬケージにそって椅子が並んでいた。まだ昼過ぎという事で人はまばらだ。しかし先程のランドゥの言葉から察するに、いつもはもっと人が多いようだ。

「なるほど、中はこうなっているのか」

　立花も初めて入るハウンドネストの中を興味深そうに見回している。

　カウンターの後ろにある看板にはメニューらしきもの。飲み物や軽食に加えて、ガソリンや灯油、あるいは医薬品の値段まで並んでいる。値段の単位は円に加えて、達哉にとっては初めて目にする表示も見受けられた。

　天上から吊るしてある液晶テレビに映し出されているのは、一見すると株式相場とも思える数字が並んだ表。しかし歩み寄りよく見てみると、都市とおぼしき名前の後に、数字と『人捜し』『護衛』『調停』といった文字が表示されていた。どうやらハウンド向けの仕事斡あつ旋せんリストのようだ。

「へえ、ＲＰＧの酒場みたいな所か」

　物珍しげに中を見回している達哉と立花に、他のハウンドたちも気付いたようだ。奇異な視線を向け始める。

　ハウンドというと何となくランドゥのような成人男性ばかりかと思っていた達哉だが、カウンターやテーブルに着いているのは老若男女さまざまだ。こざっぱりとした格好の紳しん士しがテーブルでデミタスカップを傾けていると思えば、老ろう婆ばが椅子で編み物をしている。さすがに達哉より年下と見えるハウンドはいないが、それでも若いカップルとしか見えない二人組もいた。確かにアサクラのようなハウンドもいるのだ。達哉と同年代のハウンドが他にいてもおかしくない。

　その一方で、絵に描いたような荒あらくれ男たちも、隅の方でたむろしていた。

　ランドゥは二人を注視するハウンドたちに一いち瞥べつをくれる。苦笑、無言、不ふ承しよう不ぶ承しようと反応は様々だが、ランドゥのその視線だけで他のハウンドたちは達哉と立花から視線を逸そらせてしまった。どうやらランドゥはこの辺りのハウンドの中でも、それなりに影響力を持っているのは確かなようだ。

「おい、マスター」

　ランドゥはカウンターの向こうにいる口髭ひげの中年男性に向かってそう声をかけた。

「少しばかりヤバい仕事を手伝ってくれるのが欲しいんだ。できれば四、五人。ダイスケやパーシー、アングル兄弟は顔出す予定はあるか？」

「あんたの少しばかりヤバい仕事ってのは、相当ヤバいって事じゃないか。ランドゥ」

　どうやら先程ランドゥに声をかけたのは、このマスターのようだ。

「どうって事ねえ。ダイスケやパーシーなら難なくこなすぜ」

「生あい憎にくと連中は他に野暮用があってね。ハマーやクロードも別の仕事が入ってる」

　マスターのその返答にランドゥは怪訝な顔をする。

「なんだよ、そりゃ？」

「……なんか妙みような雲行きになってきたな」

　達哉は少し屈かがんで立花にそう声をかけた。立花もそんな達哉にうなずく。

「うむ。どうやらアテにしていたハウンドがいないようだな」

「なんでもデカい騒動が起きてるとかで、腕利きのハウンドを集めてる都市があるみたいなんだよ。この前の件がなければ、お前さんにも話が行っていたはずだ」

「デカい騒動ねえ。まぁどっちにせよ俺には関係ねえか。しかしこれは困ったな。他を当たるにしても時間がなぁ……」

「よぉ、ランドゥ。よかったらその話、俺にも嚙かませてくれないか」

　隅の方にいた荒くれ男たちがそう声をかけてきた。

「なんだ、お前等は。見かけねえ顔だな」

　ランドゥは警戒心を露あらわにした視線を送った。

「ブラックホース一家とは俺たちの事よ。北の方で……」

「知らねえ」

　言い終える前にランドゥはそう言い放ち、さっさと話を切り上げてしまった。

「てめえ、人の話は最後まで聞きやがれ！」

「そうだよ、おっさん！　酒場じゃまずは情報収集と仲間集めって相場が決まってるじゃないか」

　達哉がランドゥに食ってかかる。

「結局、人手は入り用なんだろ？　だったら助けて貰もらえばいいじゃないか」

「そう、その通りです」

　テーブルでデミタスカップを傾けていた紳士が口を挟む。

「正直、私も興味がありますね。ブラックホースさんの言うように、最近、北の方では仕事がなくなっておりましてね。一方、この一帯では何やら大きな動きがある様子。来てはみたもののコネクションがなくてどうしようかと思っていたところです」

「ランドゥ、一応は話してみたらどうだい？　そっちの学生さんがクライアントなんだろう？　大した仕事とも思えないけどな」

　マスターがそう取りなす。ブラックホースと紳士だけではない。アベックとしか見えないハウンド。そして老婆も編み物へ目を落としたまま耳を傾けているようだ。

　一つ舌打ちしてからランドゥは言った。

「ＯＫ、それじゃマスターの顔を立ててやるとするか。……シティファーザーズの支援物資輸送用トレーラーを襲おそう。足止めだけでも構わない。とにかく動けないようにする。シティファーザーズが担当する都市へ入れないようにするのが目的だ」

　達哉にはどうという事もない目的のように思えたが、ハウンドたちはランドゥのその説明に静まりかえる。

「ちょっと待てよ、おっさん」

　ブラックホース一家の中でもっとも年少に見える男が口を開いた。

「シティファーザーズの支援物資を足止めするって事は、その都市が干上がるってわけだぜ？」

「マスターが言ったとおり、クライアントはこの坊主の都市だ」

　ランドゥはすぐに質問には答えず、達哉の頭をポンと叩いて続けた。

「最近転移してきたばかりだが、少しばかり事情があってな。都市の中には充分な物資の備蓄がある。それで籠城しようって算さん段だんになったわけだ」

「ロボットはどうするんだい？　親分が帰ってこないと、よからぬ行動を起こすようになっているって噂うわさじゃないか」

　老婆が編み物を続けながらそう尋ねた。

「処分する」

　ランドゥの答えは簡潔だった。

　その答えに紳士は苦笑し、カップルは嘲ちよう笑しようを浮かべた。

　ここに来てようやく達哉も、ランドゥやアサクラが考えていた計画は、かなり腕利きのハウンドが確保できて初めて実行できるものだと悟った。

「そりゃ無茶だ」

　ブラックホース一家の一人がそう答えると、ランドゥはテンガロンハットを目深に被り直して踵きびすを返す。

「だろうな。行くぜ、達哉」

　しかし達哉はランドゥに促されても外に出ようとはしなかった。

「ちょっと待ってくれよ、おっさん。人手が足りないんだろう？　探している時間もなければどうしようっていうんだよ!?」

「俺とアサクラで何とかするしかねえだろう」

「何とかってどうするんだ？」

「それはこれから考える」

「何も考えてねえじゃん」

「まぁ今はそうだな」

「だったらみんなに手伝って貰うようにお願いしたらどうなんだよ！」

　食い下がる達哉にランドゥは少しばかり声を荒らげた。

「おい、坊主。こいつらはシティファーザーズにケンカ売るって聞いてびびってんだぞ！　そんな連中と組めるか!!　第一、お互いの腕がわからねえ相手とは組めねえ!!」

「おやおや、それは心外ですな」

　紳士がマスターにコーヒーのお代わりを注文しながらそう言った。

「シティファーザーズと一戦交える。それは結構。しかし私もあなたの手しゆ腕わんを計りかねております。あなただけではない。この場にいる皆さまの実力もね。だからこそ引き受けるかどうか迷っている」

「姉さんはどうだい？」

　カップルかと思えた二人の男の方が、女にそう話しかける。どうやらカップルではなく姉弟だったようだ。

「まぁ別にぃ。暇ひまだから付き合ってもいいかなって感じ」

　アンニュイな雰囲気で姉はそう答えた。

「でも確かにお互いの腕はわからないよねえ」

　弟のその答えには、やはり嘲あざけりの調子が混じっている。

「だったら一度、みんなで組んでみればいいじゃないか！　ほら、一度でもパーティー組めば何となくだけど、キャラの性格とか特徴とかわかるじゃん」

「テレビゲームじゃねえんだ。達哉」

　達哉をそう諭さとすとランドゥはもう一度、マスターの方へ向き直る。

「二、三時間待っても……」

　しかしその時、やにわに入り口の方から嬌きよう声せいが飛び込んできた。

「にゃ～～!?　ランドゥじゃん、おひさー!!」

　その声にランドゥは露骨に狼狽うろたえ振り返る。それは達哉が初めて見る表情だ。

「わ～～い。ランドゥ～～！　抱きつき!!」

　いきなり入ってくるなり、背後からランドゥに抱きついたのは二は十た歳ちくらいの娘だ。赤毛のロングヘアに黒地に炎模様をあしらったレザー製のチュニックとレギンス。そして背中には銃とも刀剣ともつかぬ、金属製のパイプを背負っていた。

「て、てめえ！　クリス！　離れろ!!」

「や～～だもん、クリス離れないもん!!」

　一方、マスターは平然とした顔で挨あい拶さつする。

「おやおや、クリスちゃん。お久しぶりだね」

「マスターもおひさ～～！　最近、ちょっと忙しくてさぁ」

　手を振るクリスを見て達哉はようやく思い出した。そういえばアサクラが『クリスからの情報』云うん々ぬんとか話していた覚えがある。目の前でランドゥに抱きついている娘が、そのクリスのようだ。

「クリス、お前。アサクラに情報を流しただろう？　シティファーザーズの物資補給用トレーラーが遅れてるとか？」

「あれ、そうだっけ？　言われてみればそんな覚えがあるなあ。でもシティファーザーズの補給用ベース見張ってるといい事あるかもって言ってたのはアサクラちゃんだよ」

　あっけらかんとしてクリスはそう言った。

「ええと、おっさん。この人だ……」

　しかし達哉が尋ねる前に、つかつかとクリスに歩み寄った立花が口火を切った。

「なんだ。おまえは！　ランドゥから離れぬか!!」

　ハウンドネストにこんな小さな子供がいる事を素直に訝いぶかったのだろう。小首を傾げてからクリスはランドゥにしがみついたままで尋ねる。

「誰、この子？　ランドゥの子？　誰に生ませたの？」

「俺の子じゃねえ！」

　そこでようやくランドゥはクリスを引き離す事に成功した。

「今回のクライアントの関係者だ。ほれ、シティ『花形』の橘家の孫娘だよ」

「へえ、ちっちゃいなぁ」

　クリスは妙なところに関心を示して、腰を屈め立花をなでようとして手を伸ばす。しかし立花はするりとその手を躱かわしてしまった。

「うるさい！　少しくらいデカいからといって……」

「うん、確かにデカい。これはなかなかだ」

　立花は単に身長差の事を言ったつもりだった。しかしクリスが前屈みになったため、より胸のボリュームが強調される事になり、達哉はまずそちらに反応してしまったのだ。確かにグラビアモデル並のプロポーションだ。

「お主は何を見ている！」

　立花は思わず樋ひ笠がさを振り上げた。

「まぁ、仕方ないよねえ。男の子だもん。触ってみる？　初回は無料だよ」

「お～～!!　これが憧れのリアルπパイタッチ!!」

　胸を張ってみせるクリスに引き寄せられた達哉だが、結果的に立花の樋笠による一撃でそのイベントは挫折して果てた。

「坊主をからかうな、クリス。達哉も止やめとけ。初回は無料だが、あとあと色々と請求がついて回るぞ」

　ようやく一息ついたランドゥがそう注意した。

「んも～～、ランドゥなら終身無料会員だっていつも言ってるでしょ」

　クリスはランドゥの方へ向き直り唇くちびるを尖とがらせてそう抗こう議ぎする。そこでようやく我に返った達哉が改めて尋ねる。

「で、この人誰？」

　呆気にとられてちん入者を見守るだけだった他のハウンドたちも思わず聞き耳を立てる。

「ただのハウンドだ。名前はクリス。本名は……」

「あ～～、駄目駄目駄目～～ッ!!」

　邪魔しようと大声を上げるクリスに構わずランドゥは言った。

「栗クリ栖ス寺テラクリスティーナ。先祖がロシア人で坊主の娘だ」

「もう、本名は恥ずかしいから教えるなって言ってるでしょ。ランドゥは本名教えてくれないのに……！」

　クリスは一ひと頻しきりむくれてみせてから達哉の方へ向き直る。

「クリスだよ。ただのハウンドじゃなくて、腕利き美少女ハウンドだからね」

　にこりと笑い自己紹介したクリスに、ランドゥから突っ込みが入る。

「なにが美少女だ。二十歳過ぎの女が」

「過ぎてないもん！　十九歳十一カ月と四日だもん!!」

「同じようなものだろう!!」

　言い返すランドゥを膨ふくれっ面つらで睨にらんでいたクリスは、再び達哉と立花に向き直ると仕返しのように言う。

「んでね、ランドゥの嫁。これ決定！」

「お前……！」

　ランドゥが文句を言い終える前に立花がいきり立つ。

「よ、よ、よ、嫁とは何だ、嫁とは!!　ランドゥ、この見るからに足りてない娘は、本当にお前の嫁なのか!!」

「足りてないとはなによ、お嬢ちゃん！　充分すぎるほどじゃないの！」

　ランドゥに詰め寄る立花にクリスもついていく。

「嫁じゃねえ！　悪質なストーカーみたいなもんだ！」

「ストーカーって……！」

　憤ふん然ぜんとするクリスだが、それを聞いて立花は安心したようだ。

「なるほど、確かにランドゥはもてもてだからな。ストーカーの一人や二人いてもおかしくない。まぁ頑張るがよい」

　にやにやと笑いながら立花はそう言った。案の定、クリスは憤然として反論した。

「なによ、別に私はストーカーじゃないって！　そりゃランドゥはもてるけどさ」

　達哉はうんざりした顔のランドゥに声を潜ひそめて尋ねた。

「おっさん、もてるのかよ？」

「んなわけねえだろう！」

　それを聞いて達哉はうなずく。

「まぁそれはそうだろうな、うんよかったよかった」

「お前等なあ……」

　ランドゥは一つ嘆息すると、そのままハウンドネストの外へ足を向ける。

「やってられないぜ。帰るぞ、達哉。お嬢ちゃん」

「帰るって、仲間集めはどうするんだよ。おっさん」

　慌てて追いかける達哉にランドゥは面めん倒どうくさそうに言う。

「だからさっきも言っただろう。俺とアサクラだけで何とかする」

「ちょっと待てよ、あの人たちだって、話によっては手伝ってもいいって感じだったじゃないか！　それにあのクリスってお姉さんだって、ハウンドなんだろう？　お願いすればいいだろう？」

「それが面倒だって言ってるんだ！」

　ランドゥは吐き捨てるようにそう言い放った。

「なに、どうしたの？」

　きょとんとするクリスに立花が説明してやる。

「あの学生、達哉というのだがな。最近、転移したばかりの学園都市の住民なのだ。そこには色々な施し設せつがあってな、シティファーザーズの支援がなくてもしばらくはやっていけるんだが、そこで連中を排除しようと考えたのだ」

「へえ」

　クリスは今ひとつピンとこないようだが、例の紳士は興味を示したようだ。

「それは面白いですね。しかしシティファーザーズを排除するだけではどうにもなりませんよ」

　デミタスカップを傾けてからひと言意味ありげに付け加える。

「いかがですか、橘のお嬢さま」

「うむ」

　にやりと笑みを浮かべて立花は紳士へ振り返った。

「私のお爺さまには色々と考えがあるのだ。学園都市と手を組むことを考えている」

「ほぉ」

　紳士はわずかに身を乗り出した。それを目にした達哉はここぞとばかりに声を張り上げる。

「この子の、立花のお爺さんは、シティファーザーズに対抗するために各都市間で同盟を組めないかと考えているんですよ！」

　出し抜けにそう話し始めた達哉に、ランドゥ、立花はもちろん、クリスや他のハウンド、そしてマスターがぽかんとした表情を浮かべる。

「それでですね。橘さんは都市を元の世界へ戻す方法を研究しているそうなんです。学園都市には色んな研究実験施設があります。それを利用できないだろうかって話なんですよ！　だからそれにはまず……」

「待て待て待て!!」

　立花が樋笠を振り回して達哉の前に立ちはだかる。

「お主、そんな重要なことをぺらぺらしゃべってしまってどうするのだ！　そもそもここにおるハウンドたちが信用できるとは限らないだろう!!」

　立花は泡を食ってまくし立てた。

「へえ……」

　ぽかんとした顔のままクリスが言った。

「立花ちゃんがそう言うって事は今の話、本当なんだ」

「……あぅ」

　立花は思わず自分の口を塞いだが時すでに遅し。ランドゥはげんなりとした顔を手で覆うだけ。

「隠していても意味ないだろう。こんな事！」

　達哉は勢いに任せてそう言った。

「みんな元の世界へ戻りたいのは一緒だろう？　だったらなんで腹の探り合いなんてしてるんだよ！　シティファーザーズを追い出して、みんなで協力してそれぞれが元の世界へ戻る。いいじゃん、Ｔｈｅシンプルじゃん」

　胸を張ってそう言う達哉にランドゥは言う。

「あのなあ。それができねえから現状があるんだ。どうしてこういう状況になったのかよく考えてから言いやがれ坊主」

「言われてみれば、そうだな……」

　ほんの一瞬、沈ちん思ししてから達哉は尋ねた。

「なんでこうなったんだ？」

「それがわかれば苦労はしねえよ！」

「おっさんだってわからなければ一緒じゃん」

「一緒じゃねえ！」

「あははははは！」

　二人のやりとりを聞いていたクリスがやにわに笑い始めた。

「なんかもうおかしいなあ。二人とも」

　なんでクリスが笑い始めたのかわからず、ランドゥと達哉は呆気にとられるだけ。そんな達哉にブラックホース一家の一人が声をかける。

「おい、学生」

「は、なんですか？」

　カーキ色のタンクトップの上に鋲びよう打ちジャケットを羽は織おった荒くれ男に対しても、いささか動じるところもなく達哉は頭を向ける。

「お前、馬鹿だろう？」

「いやぁ、それほどでも」

　頭を掻く達哉にブラックホース一家は苦笑する。ランドゥはまたもや嘆息するだけだが、突然に拍手の音が響ひびいた。あの紳士である。

「いやいや、なかなか面白い少年ですな」

　そしてテーブルから離れるとランドゥと達哉の側に歩み寄る。

「よろしい、手伝わせていただきますよ。橘老の計画とやらにも興味がありますからね」

「誰も頼んじゃいねえ」

　ランドゥの挑発的な言葉も紳士は平然として受け止める。

「あなたに頼まれたから手伝うわけではありません。私はこちらの少年、達哉くんですか。彼に興味があって自ら申し出たのです。ランドゥさんが拒きよ否ひしても私は同行いたしますが、達哉くんが拒否するならば思いとどまります」

　そして達哉へと視線を巡らせる。

「どうですか、達哉くん？　私では不満ですかね？」

「いや、滅めつ相そうもない！」

　そう言う達哉にランドゥは色を成す。

「おい、達哉！　こいつの腕もわからねえんだぞ、そうほいほい請うけ負おって痛い目を見るのは俺たちなんだ！」

「でも自信がなければ自分から申し出ないでしょ？　それに人手はどちらにせよ必要なんだし」

　達哉からそう切り返されランドゥはぐうの音も出ない。

「よろしい。私のことは『ブッチャー』と呼んでください」

　ブッチャーと名乗った紳士はランドゥに手を差し出し握手を求める。しかしランドゥはその手を無視してぶっきらぼうに言い放つ。

「好きにしろ」

　ブッチャーはさして気にする風もなく達哉へと手を伸ばす。達哉はその手を取り握り返す。

「あ、はい。ありがとうございます。ええと、ところでブッチャーって『肉屋』って意味ですよね？　なんでなんです？」

　名乗った本人の風体からは連想できない、何やら意味ありげな二つ名。普通ならばすぐに問とう事を躊躇するところだが、そんな空気など読める達哉ではない。思った疑問はすぐに口にする。

　ブッチャーは達哉の手を握り返して答えた。

「ええ、元は肉屋でして。それだけの理由です」

「へえ、それは凄すごいな！」

　何がどう凄いのか。いや、それ以前に今のブッチャーの口調や態度から、それは本当の理由ではないだろうと察しが付こうものなのに、達哉は素す直なおに感心してみせた。

「ええと、俺は達哉。葦谷達哉です。湾岸学園都市集合体高等部一年で、好きな科目は特になし。苦手な科目も特に……。あっ、妹と弟がいます。合わせて三人……」

「誰がお主のプロフィールを紹介しろと言った！」

　立花が後から達哉の向こう臑ずねを蹴けり飛ばしてそう言った。

「んじゃ、私も達哉についていこうっと！」

　突然、背中にむにっとした独特の感触があったかと思うと、達哉の背後からクリスが抱きついていた。













「どうせランドゥから面倒って言われるんだもん。だったら達哉くんについていくもん！」

「オヤジ、どうする？」

　ブラックホース一家は額ひたいを寄せ合い検討に入る。その前にあの姉弟が結論を出した。

「暇だから付き合おうか、姉さん」

「ジローがそう言うならいいわよ」

　素そっ気けなく答える姉にうなずくとジローと呼ばれた弟が達哉に歩み寄る。

「そういうわけだ。報ほう酬しゆうさえ保証してくれれば手伝うよ。達哉くん。俺はジロー、あっちは姉のハルだ」

「ハルでぇす。よろしくねぇ」

　ハルは適当に達哉へ挨拶する。

「さて、それじゃ私も手伝わせて貰おうかね」

　ずっと無言のまま編み物を続けていた老婆が、編み針を片付けながらそう言った。

「私の事は婆ばあさんでもババアでも好きに呼んでおくれ。どうしても名前を呼びたいっていうんなら、シノとでも呼べばいいさ」

「シノさん、かっこいい！」

　そう言うクリスにシノはにやりと笑う。

「誉めても何も出やしないよ」

　ランドゥはブッチャーやハルとジロー、そしてシノを見やり、最後にマスターへと問いかけの視線を送る。マスターは少し肩をそびやかして答えた。

「まぁそれなりにね。ダイスケやパーシーほどじゃないけど、うちに入れてるんだから無能じゃないと思ってくれてもいい。でも自分の目で見た訳じゃないから保証の限りではないよ」

　最後にひと言、言い訳を付け加えるのを忘れなかった。

「待て、そういう事なら俺たちも嚙ませてもらう。どうせ暇なんだ」

　ブラックホース一家が立ち上がる。ランドゥから再び視線で尋ねられたマスターは肩をそびやかせたものの、そのまま黙り込んでしまった。

　しかし達哉は諸手を挙げて歓迎する。

「おお、それはよかった！　お願いするよ!!　何にせよ数を揃そろえるのは重要だからな！」

「よっしゃあ！　俺たちブラックホース一家がいれば百人力だぜ、小僧!!　ただしお前、ひと言多いぜ」

「いやぁ、よくそう言われるんですよ」

　そう言って達哉は笑う。そんな達哉にブラックホース一家の間からも笑いが漏もれた。どうやらブラックホース一家の荒くれ男たちもすっかりその気だ。

「頼られたことがないんでしょう、連中」

　マスターがランドゥにそっと囁ささやく。

「そりゃ人間、現金なもので頼られるとやる気になるってもんでさ」

「やれやれ……」

　ランドゥはうんざりとした顔で天井を仰あおぐ。

「枯れ木も山の賑わいってか……」




「エージェントボゥイ。キャリアーバードが到着しました」

　少しトレーラーのスピードを緩ゆるめ、開いたウィンドウの外へ手を伸ばしていたサポートドロイドがボゥイにそれを差し出す。サポートドロイドの手にあったのは鳩はとほどの大きさをした鳥型の小型飛行機。慢まん性せい的に電波状態が悪いこの世界では、文字通り伝書鳩代わりに使われているものだ。プログラムされた進路を飛行。光こう学がくセンサーで近くの対たい象しようをサーチすることにより目もく的てき地ちに到達する。

　電波だけではない。この世界の大気には常に火山性の微び粒りゆう子しが含ふくまれており、大型航空機は使用できない。空を飛ぶ機械は羽は撃ばたき式のロボットだけだ。

　緊急連絡か。しかし一体何だというのだ。

　ボゥイは怪訝に思いながらも、キャリアーバードの腹部コンテナから取り出した記録チップを、ダッシュボードの再生装置に入れる。

「エージェントボゥイ。私です、コリーです。実はあるルートから重要情報が入りまして。一応、お耳に入れておいた方がいいと思い連絡しました」

　補給用ベース１１１号を管理している、あのＣ級エージェントがダッシュボードに設置されたモニターに映る。

「例の学園都市に妙な動きがあるそうです。ハウンドを集めて何か企んでいるとか。またシティ『花形』の老人が各都市に同盟を呼びかけようと計画しているようです。今の段階では問題はないと思いますが、お気を付け……」

　モニターに表示されている記録時間が残り数秒となったところでボゥイは再生を止めた。

　さて、誰が何の目的でこの情報を流した……？

　ボゥイの関心はそこに向けられていた。

　私が何か尻尾を出すのを期待しているのか？　それとも単なる警告か？　まぁいい。いずれにせよ乗りかかった舟だ。行き着く所まで行くまで。

「明朝には学園都市に到着するな？」

「はい」

　運転用Ａ．Ｉからの返答にうなずくとボゥイは運転席の背後にある仮眠室へ向かう。

「少し休む、何かあったら起こしてくれ」

「了解しました。エージェントボゥイ」

　さて、鬼が出るか蛇じやが出るか。いずれにせよその時になってみないとわからない。今は鋭気を養うだけだ。

　見ていろ、Ａ級エージェント、スペシャルズたちめ。お前たちの時代はもうすぐ終わるのだ。

　そう考え、ボゥイは仮眠用ベッドへ横になった。




「あの、申し訳ありません。あのぉ……、ロボットさん？」

「はい」

　生徒が呼びかけると、ボゥイが学園に残していったサポートドロイドが振り返る。

「この前、西校舎三階の教室に運んで貰った支援物資ですけど、別の場所へ移して欲しいんですけど」

　時刻はすでに夜半を回っている。こんな時間に荷物の移動を求めるなどおかしな事だが、生憎とサポートドロイドにはそこまで推察できるＡ．Ｉは搭とう載さいされていない。

「承知しました」

　機械的な素直さでサポートドロイドはそう答えた。

「それじゃお願いします」

　生徒はサポートドロイドを目的の教室へ案内する。生徒とサポートドロイドが上の階に上がっていくのを見て、隠れていた達哉とほのか、立花そしてクリスが顔を出す。

「これでよしと」

　ほのかはファイルに挟んだシートにチェックを入れる。

「本当にこれで大丈夫なのか？」

　立花はまだ半信半疑である。

「とにかく、まずはロボットを引き離さないとね」

　クリスがそう説明する。

「作業用ロボットの遠隔操作はできないけど、各ロボット間で相互に通信を取り合ってるのは確実よ。他のロボットが原因不明の機能停止に陥おちいったら、他のロボットは緊急モードに入る。でも通信が届くのは短距離だけだから……」

「だからある程度、距離を離しておく訳ね」

　ほのかがあとの説明を引き継いだ。クリスはそんなほのかに意味ありげな一瞥をくれてから達哉に向き直る。

「本当は全部のロボットを一いつ斉せいに機能停止させればいいんだけど、生憎と人数が足りないからね。少しずつまとめてやらないと。シティファーザーズが帰還する前に全部片付くとは思うけどね」

　学園に残ったハウンドはクリスの他、ハル＆ジロー姉弟、シノ。一方、ブッチャーとブラックホース一家はランドゥやアサクラと共に、近づいてくるボゥイのトレーラーを足止めに行っている。

　サポートドロイドをすべて機能停止させるまで、ボゥイを学園都市に接近させなければいい。あとはシティファーザーズがどう出るか。ストレンジャーを確保したい以上、強硬手段には訴えてこないはずだが、技術力は向こうが上だけにどんな手を打ってくるのかまでは完全に読めない。

「いざとなればお爺さまが何か手段を考えてくれるだろう」

　そう言う立花に達哉がうなずく。

「まぁそうだな。それに立花のお爺さんが言っていた同盟の話もあるし、まぁ何とかなるんじゃないか」

「まったく、達哉は底なしの楽天家ねえ」

　ほのかは呆れるばかりだ。

「まぁ悲観ばっかりされるよりはましよ。それじゃ行きましょうか」

　クリスは達哉たちを促し、サポートドロイドが上がっていった西校舎三階へ向かう。

「達哉、準備はいい」

「ああ、任せておけ」

　達哉は制服のポケットからそれを取り出した。一見するとただの布。織り目の粗あらい、大きめのテーブルダスターのような白い布だ。しかしそれはシノが織った物。

「あのお婆さんが電気工学の専門家とはびっくりよねえ」

　クリスの言うとおりだ。シノは元の世界では電気工学の権威として知られていたらしいのだ。この布のようなものはサポートドロイドが緊急時に使う高電圧のスタンガンを一時的に無力化するもの。

「あら、それ……」

　階段を登っていたクリスが何かに目を留める。その視線を追った達哉は、それを取り上げた。

「これがどうかした？」

　懐かい中ちゆう時計である。パッチワーク模様があしらわれた古めかしいものだ。

「う～～ん？」

　クリスは何事か考え込むだけ。懐中時計に気付いたほのかが、横から口を挟む。

「それって、達哉のお父さんの物だっけ？」

「いや、違う。いつの間にかうちの物置に入っていたんだ。入っていた箱は相当古いものだったんだけど……。クリスさん、これが何か？」

　尋ねながら達哉は、最近、同じようにこの懐中時計に興味を示した人間がいたことを思い出したが、それが誰なのかまではすぐに出てこない。

「ま、いっか。気のせい気のせい」

　あっけなくクリスは自己解決した。

「さぁ、行くわよ。立花ちゃんとほのかさんは下がってて」

「大丈夫だ、私には樋笠がついておる」

　立花はそう言って手にした樋笠をぽんと叩く。

「私も、ちゃんとロボットが機能停止するのを見届けないと」

　ほのかが答える頃には、達哉たちは三階に上がっていた。サポートドロイドを案内した生徒が、ほのかに合図をして横を通り過ぎる。

「終わりました会長」

「ありがとう須す藤どうさん、安全な所へ隠れていてね」

「会長さんたちもお気を付けて」

　階下に生徒が降りていくのを確認して、クリスは背中の長物を降ろす。

「それ、ずっと気になっていたんですけど。銃なんですか？」

　例によって達哉は思ったことをすぐに口に出す。

「銃と言えば銃ね。でもランドゥが使ってるのと同じ非殺傷型の銃よ。あの都市はこういう物しか作ってくれないのよね」

　あの都市って……。達哉とほのかが尋ねる前に立花が教えてくれた。

「『ドラゴンフライ』か。シティ『静しずテク』が製造した物だな。あの都市は技術力だけは凄いからな。何とか仲間に引き込める事ができればいいのだが」

「無理でしょ。あそこの人たちは全てに対して我関せずだから。シティファーザーズや他の都市の助けがなくてもやっていけるみたいだし」

「そりゃひどいな。いっちょ、俺が説得してやるか」

「調子に乗らないの」

「冗談だって、ははは」

　ほのかにそう釘を刺され達哉は笑う。そんな達哉にクリスは一時、笑みを浮かべてから声をかける。

「来るわよ！」

　サポートドロイドが荷物を手に教室から出てきた。デッサン用人形を思わせるロボットが、いつもと変わらない学校の廊下を歩いてくる光景は、どことなくシュールレアリスムの絵画を思わせる。サポートドロイドは非殺傷型ライフル『ドラゴンフライ』を構えるクリスに気付いたのか荷物を放ほうり出し、両手を前に突き出すと、やや腰を沈め廊下を滑走して近づいてくる。どうやら足がローラーシューズのような構造になっているようだ。

「く、来るぞ！」

　立花が樋笠を開いて身構える。

「達哉くん、今よ！」

「よし！」

　達哉は突進してくるサポートドロイドに数歩駆かけ寄り、手にした布を投げつけた。布はすぐに広がり、サポートドロイドが突き出す両手にすっぽりと被さる。そして次の瞬間、目も眩くらむような火花が散った。どうやらサポートドロイドの手に内蔵されたスタンガンがショートして、本体もダメージを受けたようだ。

「避よけて！」

　背後からクリスの声が響くと同時に達哉は横に転がる。続けざまにボンという音が腹の底へと響くように伝わった。

『ドラゴンフライ』から発射された弾丸は途中で分解、空中で大きく広がりサポートドロイドを包み込むように着弾する。どうやら瞬間接着剤とゴム弾のようなものらしい。サポートドロイドはゴム弾の衝撃で壁に叩き付けられ、広がった瞬間接着剤で固定される。

「ふう、すげえな」

　達哉は嘆息して立ち上がり、サポートドロイドに近寄ろうとする。そんな達哉の背に再びクリスが注意する。

「まだ動けるわよ！　うかつに近づかないで!!」

　サポートドロイドは渾こん身しんの力を込めて、貼り付けられた壁から身体を引きはがそうとしている。腕の関節が軋きしみ、火花を上げて歪ゆがんでも、その試みを止めようとはしない。

『ドラゴンフライ』に新しいブレットを装そう塡てんしたクリスは、達哉の脇を駆け抜けて銃口をサポートドロイドに突きつける。

「おやすみ、お人形さん！」

　先程のものよりさらに大きな音がドンとばかりに響くと、サポートドロイドの両腕は力なくだらんと垂れ下がった。

　我に返った達哉が数歩歩み寄り観察してみたが、サポートドロイドの表面には目立った損傷はない。しかし頭部の丸い複眼のようなセンサーに、大人の親指ほどの穴がぽっかりと口を開けていた。

「ロボットの電子制御部品を内部からクラッシュさせる特殊ブレットよ。貫通力はないんで、動きを止めた上で弱点に撃ち込まなきゃならないのが面倒だけど」

　クリスはそう説明した。

「なんか可哀想だな」

　動きを止めたサポートドロイドを見て達哉はそんな事をつぶやく。

「ははは、面白い事を言うね。君は」

「そうだ、こいつはシティファーザーズの道具に過ぎないのだぞ」

　クリスと立花はそれぞれの態度で達哉をたしなめる。

「でもまぁ、それが達哉のいいところだけどね」

「ほ～～」

　思わずフォローしたほのかに、クリスは妙な関心を寄せる。

「お嬢さま、これはやはりあれですか？」

「ようやく気付いたか。実は私もあれだと思うぞ」

　クリスと立花のやり取りに達哉はきょとんとしているが、ほのかは顔を赤らめて反論した。

「ち、違います！　単なる一般論ですってば！」

　そんなほのかには都合のいい事に、階下から他の生徒が報告に来た。

「穂積会長、東校舎でロボット二体をハルさんジローさん姉弟が処分しました」

「よかった。これで明け方まで十体くらいは処分できるかしら」

　ほっと息をつくほのかにクリスが警告する。

「それでも駄目よ。シティファーザーズが残していったロボットは十二体でしょ？　一体二体でも残しておくと厄介よ。最悪、自爆する事もあるって話したでしょ？」

「そうですね。気を引き締めないと……。クリスさん、次をお願いできますか？」

「ＯＫ、じゃさっさと片付けましょう」

　そんなほのかとクリスの会話に達哉も首を突っ込んできた。

「俺に任せておけば、どうって事ないよ」

「また達哉はそう安直に……」

　嘆息するほのかに続いてクリスが言った。

「その前にあのロボット片付けておいてよ。他のロボットに見つかると厄介だから。接着剤は完全に乾いたから触っても平気よ。まぁ適当にシートか段ボールでもかぶせておけばいいんじゃない？」

「え、俺が？」

「他に誰がやるんだ」

　立花も背伸びするようにしてそう言った。

「頑張れ男の子！」

　クリスは達哉の背をぽんと叩いた。




「うむ、よし」

　少し離れた丘とも言えないこんもりとした土つち塊くれの影に隠れていたブッチャーは、双眼鏡を覗のぞきながら満足げにうなずき、マスターが用意してくれたポットのコーヒーを啜すする。

「こりゃまた見事に引っかかったねえ」

　やはり双眼鏡を覗いていたアサクラもうなずく。横にいたランドゥはそんなアサクラから双眼鏡を奪い取った。

「こいつは俺のだ。勝手に使うんじゃねえ」

　双眼鏡の向こうには、つんのめるようにして停まった先頭のトレーラーと、続く二両がそれに追突して傾かしいでいる様さまが見えた。

「欲を言えば後続車輛には横転して欲しかったのですが。まぁ、これでよしとしましょう。時間もなかったのに、よくやってくれました」

　そう言うとブッチャーは背後のブラックホース一家へ目を遣やる。ブラックホース一家は揃いも揃ってみな泥まみれであった。

「当たり前だ。これで失敗しましたじゃただじゃおかなかったところだぜ」

　そうは言うが成功してブラックホース一家も安あん堵どしたようだ。

　ブラックホース一家は夕方からブッチャーの指揮で、トレーラーの行き先にトラップを作っておいたのだ。シティファーザーズのトレーラーはエアクッション機能を備えている。ただタイヤ周りの足止めだけでは駄目。ブッチャーは徐々に深くなっていく溝型の落とし穴を用意。それに気付いた時には後続車輛が追突するようなトラップを考案したのだ。人間ならばいざ知らず、融通の利かないシティファーザーズのＡ．Ｉなら塡はまるはずというブッチャーのもくろみは見事に当たった形だ。

「トレーラーがこのルートを通るよう、途中で障害物を細工した僕も誉めてくれよ」

　アサクラはそうねだるが、ランドゥはもちろん、ブッチャーやブラックホース一家も何も言おうとはしない。その反応にアサクラはただ肩をすくめるだけだ。

「おい、ブッチャー。貴様、ただの肉屋じゃないだろう」

　やにわにそう声をかけたランドゥにブッチャーはポットの蓋ふたを閉めてから答える。

「はい、そうです。ちょっとした特技がある肉屋です」

　それ以上答えるつもりはないようだ。ランドゥも無駄と悟っている。すぐに話を切り替えた。

「応急修理用のロボットが出てきたぜ。早速かかるか」

「報酬は、さっきの話でいいんだな」

　ランドゥにブラックホース一家の頭目が確認した。

「ああ、いいぜ。お前さんたちの取り分は、トレーラーに積んである支援物資三台分全て。ブッチャーとアサクラは、俺やクリスたちと同様、学園都市からガソリンや何やらが提供される。いいな」

「いいぜ」

　ブラックホース一家の頭目はうなずき、そしてブッチャーも言った。

「承知してます。私は学園都市の最先端機器に興味がありますので、できればその資料が欲しい」

「その辺はお前さんの交こう渉しよう次第だ。仲介はするが、その先は知らねえ」

「結構」

　ランドゥはアサクラに一瞥をくれるが、その若いハウンドはいつものようににやにやと笑うだけで何を考えているのかわからない。

「じゃ行くとするか！」

　ランドゥのその言葉を耳にするや、ブラックホース一家が自分たちのバイクに飛び乗り、鬨ときの声を上げてトレーラーへ突進する。

「おおお、行くぜ！　野郎共、俺についてこい!!」

「それでは私もお手伝いさせて貰います」

　ブッチャーはその物腰とはあまりに似合わぬアメリカンタイプのチョッパーバイクにまたがるとトレーラーに向かった。

「さて、ランドゥ。君の目的はシティファーザーズの足止めだ。協力するよ。楽しそうだからね」

「ありがてえな」

　あまり有り難くなさそうにランドゥはアサクラに答えた。そんなランドゥにアサクラは自分のバイクにまたがりながら言った。

「それで具体的にどうする。殺す？　それが一番手っ取り早いよ」

「俺は平和主義者なんでな」

　そう言いながらランドゥも自分のバイクにまたがる。後方のカート部分は学園都市に置いてきてある。

「しかも今回のシティファーザーズ、ええとボゥイだっけか？　女だっていうじゃないか。女を殺すのは寝覚めが悪い」

「別にいいだろう。シティファーザーズなんて、見た目通りの存在じゃないって噂だぜ。ババアかも知れないよ」

　アサクラの言う通りだ。『パッチワークワールド』で『ランドキッドナップ』と呼ばれる現象が始まったのはいつの頃なのか。転移してきた都市の住民にはわからない。しかし二十年前、三十年前に転移してきた都市とその住民というのは未いまだに存在する。そして彼らは言う。

　シティファーザーズは見た目少年少女ばかり。大人のシティファーザーズはいない。そして一向に年を取る気配はない。

　無論、転移してきた都市の住民が、シティファーザーズについて全てを知っているわけでもない。老いたシティファーザーズがいるかも知れないし、また同一人物と思っていたのが、子や孫である可能性も否定できない。

「殺してやるのが、彼らのためかもね」

　アサクラのその口調に、妙なニュアンスが混じっているのを感じたランドゥだが、それが何を意味しているのかよく考えぬままに答えた。

「ババアならなおさら後味が悪いだろう」

「そりゃそうだ」

　アサクラがそう答えたので、ランドゥはこれでその話は終わったと考えた。話を変える。

「ボゥイの身柄を確保する。俺は先頭車輛を探す。お前は二台目を見てくれ。三台目は先に終わった方が確認だ。ブッチャーやブラックホース一家にも念は押してあるが注意してくれ」

「はいよ、旦那」

　そう答えるとアサクラはさっさとバイクでトレーラーに向かってしまった。

「……さて、行くか」

　ランドゥはコートの下から非殺傷型軽けい機き関かん銃じゆう『スパイダー』を取り出しブレットを交換する。

「ＡＮＴＩ　ＭＡＴＥＲＩＡＬ　ＢＵＬＬＥＴ」

　誤作動を防ふせぐための音声メッセージが装塡したブレットが対物用である事を伝える。

「いやはや、何がどうしてこんな面倒な事になっちまったんだろうな」

　そうぼやきながらランドゥはバイクをトレーラーに突進させた。

　すでにトレーラーの周囲ではブラックホース一家と護衛に付いていたサポートドロイドの戦いが始まっている。もっともサポートドロイドには大した武装は付いていない。両手のスタンガンとあとはせいぜい自爆装置くらい。下がぬかるんでいる事を考えると、接近しなければそれほど脅きよう威いではない。

　ただしかなり頑丈だ。

　ブラックホース一家は手当たり次第実弾を撃ちまくっているが、あまりダメージを与えている様子はない。あちらこちらの世界から転移してきた都市があるとはいえ、紛争を抱えた所はほとんどない。武器が普通に流通していても、せいぜい『霧笛港』のように拳銃程度。それも生産はできない都市がほとんどだから徐々に消耗していく一方だ。

　あとはやたら科学技術の発達した都市が独自開発した武器しか流通していない。ランドゥの『スパイダー』や、クリスの『ドラゴンフライ』もその一種だ。

　一台に五体乗っているとして、護衛のロボットは十五体程度か。狭い所へ追い込めない以上、速攻でというわけにはいかないな。

　ランドゥはトラップに塡まり込んでいるトレーラーへ向かう。周辺にいたサポートドロイドがランドゥに気付いて接近してきた。下がぬかるみなので、足のローラーはうまく活用できないようだ。普通に歩いてくるサポートドロイドに向け、ランドゥは『スパイダー』を撃ちまくり始めた。

「ほらほらほら！　邪魔なんだよ、どけどけ!!」

　当たるを幸い『スパイダー』からアンチマテリアルブレットをばらまく。サポートドロイドがたじろいだ隙すきを見計らいランドゥはバイクを降り、先頭車輛の運転席に飛びついた。

　中には誰もいない。運転席の後ろに仮眠室があるのは、普通の大型トラックと同じ。そこを覗き込んでも人の姿はない。コンテナに逃げ込んだか？　いや、シティファーザーズともあろうものが、そんな卑ひ屈くつな真ま似ねをするか？

　背後のドアにサポートドロイドの気配を感じたランドゥは振り返りざま『スパイダー』の弾丸を叩き込む。もんどり打って地面に落ちたサポートドロイドに続いてランドゥも運転席から飛び降りた。放ってあったバイクにまたがると二台目のトレーラーに向かい声を上げた。

「おい、アサクラ！　聞いているか、一台目にはシティファーザーズはいねえ！」

「こちらにもいないようだね」

　声だけが聞こえてくる。その時だ、別の方向からブッチャーが声をかけてきた。

「詳くわしくは調べていませんが、私も二台目の運転席は確認しました。それらしい様子はありませんでしたよ」

　ブッチャーは手にしたステッキを器用に操り、サポートドロイドと戦いながらそう言った。どうやらステッキの先は銃口になっているようで、隙を突いて頭部の複眼型センサーに弾丸を叩き込むらしい。

　アサクラはともかく、ブッチャーが言うのならば信用してもいいだろう。

「わかった、すると三台目……」

　ランドゥが言いかけた時だ。その三台目の方から爆発音が響いた。

「ロボットが自爆しやがった!!」

　ブラックホース一家の誰かがそう叫んだ。頭目が駆け寄りながら声を張り上げる。

「大丈夫か!?　死んだ奴はいねえか？」

「サンマルが怪け我がしたけど大したことはねえ。まだ歩ける。ベンタはどうした？　ベンタ!?　死んだか？」

「生きてるよ！　勝手に殺すな!!」

　そのベンタとやらの返答も聞こえた。どうやら怪我人はいても死者はいないようだ。

「ったく、これだから腕がわからねえ連中とは組めないって言うんだ」

　そうぼやきながらもランドゥは考えを巡らせる。一台目にはいなかった。二台目にもいない。三台目の運転席近くでサポートドロイドは自爆した。側にシティファーザーズがいるならそんな危険な真似はしない。

　これはつまり……。

「どこかから情報が漏れたかな」

　ランドゥの側に来たアサクラが、先に結論を言ってしまう。

「わりぃ、後は適当にやっててくれ！」

　アサクラにそう声をかけるなり、ランドゥはバイクのハンドルを返す。

「シティファーザーズはトレーラーを抜け出して学園都市に向かったかも知れねえ。坊主どもが危ない。俺は先に戻ってる!!」

「僕に任せちゃっていいの？　ランドゥの旦那！」

「じゃあブッチャーにでも任せるって言っておけ！」

　そう言いながらランドゥはバイクで学園都市の方へ走り去ってしまった。

「だとさ……」

　近くに歩み寄ってきたブッチャーへ向かってアサクラはそう声をかける。その間にも自分のバイクのエンジンを吹かせていた。

「おおよそ片付きましたからね。あとは物資の分配だけですが、まぁ私はコンテナの中身には興味がありません。ブラックホースの皆さんがご自由にすればいい」

「そう、じゃあ後はよろしく」

「どちらへ？」

　そう尋ねるブッチャーにアサクラは答えた。

「僕も学園都市に行ってみるよ」

　アサクラのその答えにブッチャーは意味ありげに眉まゆをついと上げ、重ねて尋ねた。

「さて、その理由は？」

「秘密」

　にやりと笑いそう答えると、アサクラも学園都市に向けてバイクを走らせた。




　明るくなってきた空に爆煙が棚たな引びく。それを目にしてボゥイは自分の考えが正しかった事を察した。

　やはりトラップが仕掛けられていたか。

　ボゥイはあの後、しばらくしてから小型のエアクッション艇ていで密ひそかにトレーラーから離れ、先行して学園都市に向かっていたのだ。

　トレーラーを狙ねらったハウンドたちは学園都市を離れているはず。まだ残っている者がいるとしても打つ手はある。

　ボゥイはエアクッション艇の窓から手を出しキャリアバードを飛ばした。キャリアバードは学園都市上空まで向かい、ボゥイが入力したコマンドをサポートドロイド全てに伝えるはずだ。それならばボゥイが到着する前に、サポートドロイドを制御できる。

「面白いな、実に面白い」

　風を受けてボゥイはつぶやく。

　これだけの行動力を持つ都市。こちらのものとなればかなり戦力になるだろう。

　よいチャンスだ。これを機に一気にあの都市を制圧してしまおう。ボゥイはそう決心していた。




　サポートドロイドの残ざん骸がいを片付けた達哉は、先に行ったほのかや立花、クリスを追うがどうにも様子がおかしい事に気付いた。

　未明の時間帯ゆえそもそも人影は少ないのだが、ボゥイの帰還の排除とサポートドロイドの処分のため、少なからぬ生徒や教職員たちが動き回っていたはずなのだ。それなのに少し目を離したら人の姿が消えているではないか。

　なにか変だ。

　胸騒ぎを覚えた達哉は足早に廊下を駆けるが、待ち合わせた階段の踊り場にもほのかの姿はない。

　どうしたんだ、一体？　反射的にポケットに手を入れたものの、携帯が使えない事を思い出す。ポケットから出そうとした手が何かに触れる。あの懐中時計だ。

　そういえばランドゥのおっさんだっけ。この懐中時計を見て変な顔をしていたのは……。ようやく思い出した達哉だが、今はそれが役に立つ事はない。すぐに気を取り直して、ほのかたちがどこへ向かったかわかるものがないかと探す。そんな達哉にやにわに声がかけられた。

「おい、達哉！　達哉、ここだ!!」

　立花の声である。しかし見回しても立花の姿は見えない。

「ここだ、馬鹿者。樋笠のステルスモードの事を忘れたか」

　すぐ傍かたわらの壁からすぅっと樋笠を携えた立花の姿が浮かび上がる。周囲を見回して誰の姿もない事を確認してから立花は言った。

「ロボットが突然、妙な動きを始めたのだ。エージェントボゥイから話があるから学園都市の重要人物を集めると言い始めた。ほのかは連れ去られてしまった。他のハウンドたちや協力していた生徒たちは別の部屋に監かん禁きんされている」

「なんだって？」

　突然の出来事にさすがの達哉も当惑する。

「妙な事をしたら、生徒たちを監禁してる部屋のロボットを自爆させると言ってきた。私だけ何とか樋笠の協力で脱出して助けを呼びに来たのだ。まだシティファーザーズは到着していないようだが、先にどうにかしてコマンドを伝えたようだな」

「ほのかたちはどこにいるんだ？」

　肩を摑つかみ揺ゆさぶる達哉の手を、不快そうな顔で払いのけてから立花は答えた。

「私にはわからん。ただ会議室がどうとか……」

　うろ覚えの立花を樋笠が補足する。

「ほのか殿は『話をするなら会議棟の大会議室がいいでしょう』と言っておられましたな」

「よし！」

　達哉は握り拳こぶしで叫んだ。

「助けに行くぞ！」

　例によって即断する達哉に、これまた即座に立花が反論する。

「どうしてお前はそうあらゆる行動が短たん絡らく的てきなのだ！　少しは考えてから行動しろ!!」

「どうせ考えたって俺が素晴らしい作戦を思いつくわけもない！」

「……う」

　ある意味図星である。これでは立花も反論の余地がない。

「馬鹿の考え休むに似たり＆時は金なり！　だったら即座に救出に行くしかないだろう！　俺は冒険部、いや冒険者だからな！」

「……お前、自分で言ってて悲しくならないか？」

「……なんで？　これは燃える展開だろう。草くさ冠かんむりの萌えじゃなくて、火ひ偏へんの燃えだ！」

　達哉は立花の言わんとするところが本気でわからないようだ。さすがに立花もため息しか出てこない。

「これはあのメガネも苦労するわ」

　そんな立花に構わず達哉は一人で話を進める。

「会議棟の大会議室なら、屋上の天窓から入れる。じゃあ行くか。立花はその辺に隠れていてくれ！」

　やにわに駆け出す達哉を立花は反射的に追いかける。

「待て！　お前のような粗そ忽こつ者ものを一人で行かせるわけにはいかないだろう！　私もついていく!!」

「立花を危険な場所へ連れて行くわけにはいかないだろう」

「お前が一人で乗り込む方がよっぽど危険だ！」




　結局、会議棟の屋上へ向かった達哉に立花はついてきてしまった。

「見ろよ、ここから中の様子がわかるだろう」

「うむ、そうだな」

　達哉に促されて立花も天窓から会議室を覗き込む。空はうっすらと明るくなり始めていた。そろそろ夜明けだろうか。

「シティファーザーズがいるぞ。樋笠、何を言ってるのかわからんか？」

「ふむ、室内にいる人間の確認をしているようですな。話というのはまだ始まってないようです」

「ではしばらく様子を……。おい、達哉。何をやっておる？」

　達哉の様子がおかしいのに気付いて立花が尋ねた。達哉が天窓の枠や梁はりを、どこからか調達してきた工具でいじくり回しているのだ。

「いや、これが外れれば中に入れると思って……。あ、あれ？」

　力を入れすぎたのか、枠の一部がずれる。それと同時に金属が軋む音がした。

「達哉殿！　ボゥイに気付かれましたぞ！」

　樋笠がそう注意した時には遅かった。やにわに達哉と立花の足あし下もとで何かが破裂する音が響く。

「やばい、逃げろ……」

　言い終える前に二人の足下が崩くずれた。天窓のガラス、枠と共に達哉と立花は、眼下の会議室へ落ちていく。

「達哉！」

　樋笠がパラシュートのように大きく広がる。立花が叫ぶと同時に樋笠から黒いリボンが伸び、達哉の腕を絡からめ取っていく。

「むう、さすがに二人は厳しいですな。少々荒っぽい着地になりますが、辛しん抱ぼう下され」

　幸い真下には何もなく、また床には結構厚手の絨じゆう毯たんが敷しいてあった。樋笠が開いただけの空気抵抗では厳しかったが、それらの条件が重なり、達哉と立花は怪我もなく会議室の床への軟着陸に成功したのだ。

「助けに来たぜ、みんなー！」

　着地するなり達哉は立ち上がりそう叫んだ。会議室にいるのはほのかに春川、芳よし里さと。それに柴原ほかの学生、生徒代表たち。そして中央には、銃を構えた少女。ボゥイがいた。

　ボゥイが持つ拳銃からは硝しよう煙えんが立ち上っており、銃口も真上に向けられている。どうやら不審な気配に気付いたボゥイが、天窓を銃で撃って破壊したようだ。上を見上げると、梁や窓枠の一部がまだぶら下がっている。

「それはありがとう」

　白けた顔でほのかが言った。

「それでここからどうやって私たちを助けるの？」

　会議室のど真ん中に降りた達哉と立花の側に、二体のサポートドロイドが近寄ってくる。それもスタンガン内蔵の腕を差し出したままの姿勢でだ。

「大人しくしろ、坊や」

　そう前置きして銃をしまうと、ボゥイは達哉をまじまじと観察する。

「見覚えがある顔だと思ったら、トレーラーにしがみついていたあの坊やではないか。よくぞまぁ無事に帰ってこられたものだな」

「ははは、日頃の行いには自信があるからな！」

　大笑する達哉を放って、ボゥイは立花へと目をやる。

「こちらは先程取り逃がした橘の孫娘か。自分から戻ってくるとは、いい心がけだ」

「皆を見捨てて逃げるわけにはいかんだろう！」

　ボゥイを睨みながらそう言う立花だが、身体は半分達哉の後に隠れている。

「まぁいい。好都合だ。坊やはともかく、橘の孫娘には一緒に聞いて貰おう。それともう一人。今こちらに来る」

　そう言った時だ。会議室のドアが開かれた。サポートドロイドに左右を固められ、中へ入ってきたのはランドゥだ。その姿を見るなり達哉は呆れて言った。

「何だよ、おっさん。捕まったのかよ、だらしねえな」

「捕まっちゃねえよ！　トレーラーにシティファーザーズの姿がないんで、慌てて取って返してみたら、学園都市の入り口で、このロボ野郎が丁重にお迎えくださりやがったんだ。てめえとは違う」

「俺だって捕まった訳じゃないって！　助けに来たんだよ」

「その格好のどこが助けに来たんだ！」

　言われてみれば二人とも両脇をサポートドロイドに固められている。

「あ、あの……。いいか？」

　ランドゥと達哉のやり取りを、呆気にとられて見ていたボゥイだが、ハッとして我に返り声をかける。

「なにが!?」

　声を合わせて反論してくるランドゥと達哉に、思わず後ずさるボゥイだが、すぐさま気を取り直して続けた。

「お前たちに話しておきたい事がある。そこのハウンド、ランドゥだろう？　貴様のようなベテランハウンドが一人くらいいた方が話を進めやすい。あまり人数がいても困るし、若い奴では話にならん」

「……どういう話だ？」

　ボゥイの話というのに興味が出てきたようだ。ランドゥは向き直る。それに倣ならう達哉たちに向かってほのかが言った。

「それが……。ボゥイは私たちと手を組みたいというのよ？」

「そりゃまたなんで？」

　またもや達哉はストレートに疑問を口にする。

「君たちは『ランドキッドナップ』現象に伴ともなう転移により、並列世界から我々が『パッチワークワールド』と呼ぶこの地へやってきた」

　ボゥイはちん入者により中断された話を続ける。

「そこのハウンドなら話は聞いた事があるだろう？　転移現象はそれぞれの都市にいるストレンジャーが、この世界のどこかにある『ストレンジネスアトラクター』に引きつけられる事により発生したものだ」

　ランドゥはうなずくが口を開かない。その代わりにほのかが自分の聞いたことをまとめた。

「ストレンジャーとはストレンジネス能力という超感覚、超知覚を持つ人。そしてそれがネガ発現すると『ストレンジネスアトラクター』と反発して、元の世界へ戻れるという事ですね」

「そうだ。さすが賢いな、生徒会長殿」

　そう言うボゥイに達哉が思わず茶々を入れる。

「そうなんだよ、成績は小学校の頃からずっとトップクラスで、生まれつきの生徒会長属ぞく性せいってもので……」

「だからてめえは人の話の腰を折るな！」

　ランドゥから注意された達哉が口をつぐむのを待ち、ボゥイは話を続ける。

「しかしまぁ今はストレンジネス能力についてはどうでもいい。問題はこの現象を起こしている根源。『ストレンジネスアトラクター』だ。ランドゥ、お前は『ストレンジネスアトラクター』が何であるか知っているか？」

「知らねえ」

　ぶっきらぼうにそう答えてからランドゥは付け加える。

「色んな噂があるけどな。人、物、機械。現象。しかしどれも説得力がないし、どこにあるかも諸しよ説せつ紛ふん々ぷんだ」

「私も本当のところは知らんな」

　立花が言った。

「お爺さまも色々な説を研究しているが、どれにも確証がないと言っている。お前が教えてくれるのか、ボゥイとやら？」

「私か？」

　立花の言葉にボゥイは自じ嘲ちよう気味に笑う。

「私も知らない」

　会議室内が一瞬、水を打ったように静まりかえる。……と思った瞬間、また達哉が口を開いた。

「なんで知らないんだよ、お前シティファーザーズだろ！　知ってて当然だと思うだろ、普通は！」

「だから知らないと言ったら知らないのだ！　お前の方こそ少し黙るという事を知らないのか、坊や！」

　ランドゥは左右にいるサポートドロイドを無視して達哉の側に歩み寄り、その頭を軽く小突きながらボゥイに言った。

「こいつは人の話の腰を折る事に関しちゃあ天才的な閃ひらめきがあるんだ。いちいち気にしてたら、話が進まねえ。話したい事があったら、さっさと話してくれ」

「そ、そうか。それはまた難儀な奴だな……」

　言いかけたボゥイは、自分へ向けられる視線が好奇の物に変わっている事を察すると、一つ咳せき払いをしてから話を続けた。

「多くのシティファーザーズは『ストレンジネスアトラクター』が如い何かなるもので、どこにあるのかは知らない。知っているのは上位のＡ級、Ｓ級スペシヤルズと呼ばれるごく一部のエージェントだけだ」

　ほのかと春川はちらりとランドゥと立花へ視線を送る。その意い図とを察した二人はうなずき返した。シティファーザーズは厳密な階級制社会を取っている事は、この世界へ転移してきた都市の住民なら、しばらくすれば誰でも気付く。

「Ａ級、Ｓ級エージェントは、ストレンジャーを集めて『ストレンジネスアトラクター』を制御しようとしている。『ランドキッドナップ』現象を止め、世界を元に戻す事。それが目的だが本当かどうかは実のところ私にもわからない」

　握りしめるボゥイの拳が震えるのがわかる。

「その目的が本当ならば、我々Ｂ級、Ｃ級エージェントに『ストレンジネスアトラクター』の正体を隠すことはないと思う。どうだ？」

「うん、俺もそう思うぜ。ボゥイ！」

「馴れ馴れしく呼ぶな！」

　達哉をそう一いつ喝かつしてからボゥイはランドゥ、立花、そしてほのか、春川へと視線を巡らせた。

「どうするよ、おい。結局はシティファーザーズ同士のケンカに俺たちを巻き込もうってわけだろう？」

　ランドゥがそう要約するが、ボゥイは悪びれる風もない。

「そういう事になる。シティファーザーズ全体を敵に回すよりは効率的だ。私、いや私たちと手を組め。他にも同志はいる！」

「悪くない話だと思うなあ」

　思わずそう口を突いて出てしまった達哉だが、制止する人間がいない事に本人が驚いたようだ。ランドゥは顎あごをしゃくり、仕草で続けろと達哉に示す。

「ほら、だってこっちも他に頼る相手がないだろう？　シティファーザーズの方も色んな情報があるだろうし、お互いに利益にはなるんじゃないのか？」

「おめえは相変わらず底抜けに単純だな」

　達哉の理論にランドゥは思わず呆れた。

「条件が一つある」

　立花がボゥイの方へ歩み出ると言った。

「立場は対等。指揮権は互いに代表者を出して総意で決める。無論、この学園都市や同盟を希望する他の都市代表とも、お前たちは同じ立場。これでどうだ？」

「残念だが、それについてはＮＯだ」

　ボゥイは即答した。

「何より即応性に欠ける。それに都市が置かれている状況は様々だ。すべて対等というわけにはいかないだろう？　橘の孫娘」

　一時、立花とボゥイの間に張り詰めた空気が流れる。すかさずそれを察した達哉が割って入った。

「まぁまぁ、その辺については少しずつ話し合って決めればいいだろう？　いきなりけんか腰じゃまとまるものもまとまらないだろ」

「それはそうだが、これはもっとも重要なポイントだ！」

「それに関しては私も同感だ。対等という条件は呑のめない」

　そう言う立花とボゥイを、達哉はにんまりとした顔で交互に見やる。その態度が解げせずにいる二人に向かって達哉は言った。

「だってほら。俺の意見については反対だって二人とも意見が一致したんだ。他の意見でも一致しないわけがない。違うか？」

「違う！」

　思わず声を揃えて反論してしまい、立花とボゥイは少し顔を赤らめて互いに視線を逸らせた。

「あの、ちょっといいですか」

　それまで黙って話を聞いていた柴原が挙手して発言する。

「そもそもボゥイ、あなたの言う事が本当だと証明できるのですか？　他に仲間がいるとか、『ストレンジネスアトラクター』がどこにあるかわからないとか。まずそこから疑ってかからないと」

　そして最後にひと言付け加えた。

「実際に我々は貴女あなたに一度騙されているんですから」

「それはもっともな疑問だ。では……」

　ボゥイの返答はしかし途中で遮られた。

「彼女の言ってる事は本当ですよ」

　ランドゥや達哉、立花。そしてボゥイにも聞き覚えのある声がやにわに飛び込んできた。

「エージェントボゥイの言っている事は本当です。今までドアの外で聞かせて貰いました。私が保証します。すべて本当です」

　ドアから会議室へ入ってきたのはアサクラであった。しかしその姿を見るなりボゥイは思わず床に片膝を着くほどのショックを受けた。

「あなたは……。どうしてあなたがここに……？」

「アサクラ……、貴様やっぱり」

　苦々しげにそう吐き捨てるランドゥに、アサクラはいつものとらえどころのない笑みで答えた。

「僕がどうしたって？」

「貴様、やっぱりシティファーザーズのスパイだったのか!?」

　しかし達哉はその事実に気付いて、慌ててランドゥを制せいする。

「待て、おっさん。それじゃ何か変だろう。ネットの設せつ定てい厨ちゆうが黙っちゃいないぜ！」

「なんだ、その設定厨ってのは！　それにどこが変だ!?」

「よく考えてみろよ。単なるスパイなら、ボゥイがあんなにショックを受けるはずがないだろう？　設定厨ならすぐその辺突っ込むぜ！」

　言われてみればそうだ。シティファーザーズに雇われているスパイなら、なぜボゥイが膝を着く程の衝撃を受けたのかわからない。

「スパイなどではない。このお方は、このお方は……」

「おやおや、ついさっきまで随分と勇ましい事を言ってたようだけど。もうお終しまいかい、ボゥイ」

　にやにやと笑いながら、アサクラは無防備にボゥイへと歩み寄ってくる。ランドゥはもちろん、達哉さえも二人の関係がわからず傍観するのみだ。

「舐なめるなよ！」

　きっとアサクラを睨みボゥイは言った。その反応をアサクラはさも面白そうに嗤わらった。

「そう来なきゃ。僕も面白くない」

　覚悟してきたはずだ、ボゥイ！　自分を鼓こ舞ぶしてボゥイはサポートドロイドに叫ぶ。

　今ならまだ私のコマンドを受け付けるはず。それに奴は私が反撃すると思っていない。無防備だ。

「そいつを殺せ、サポートドロイド！」

　しかしそれとほぼ同時にアサクラも言った。

「Ａランクコマンド解放。以後Ｂランクコマンドは無効」

　最初のひと言だけでも充分だったが、ボゥイに絶対的な階級の違いを改めてわからせるため、付け加えたのだ。サポートドロイドは動き出した直後にすぐに止まった。

「殺せ、サポートドロイド!!　そいつを殺せ。殺すんだー!!」

　最後は悲鳴になる。しかしサポートドロイドはボゥイの声には反応してくれない。ただ彫像のようにそこに立つだけだ。

　ボゥイは呆ほうけたように再び膝を着いた。

「思い切った行動に出ましたね、エージェントボゥイ。正直、私はあなたを過小評価していたようです。実に素晴らしい行動力です。それが評議会のためでなかったのが残念です」

　突然、アサクラの口調が変わる。しかしアサクラがそう声をかけてもボゥイは動かない。動けないのだ。蒼白な顔で床にしゃがみ込んでしまっている。

「失礼、皆さん。部下が迷惑をかけたようです。今の話は忘れて下さい。この都市の援助は引き続き、我々シティファーザーズが責任を持って行います」

　さすがの達哉も何が起きたか未だに話が飲み込めない。これでは話の腰の折りようもない。

「私は処しよ刑けいですか？」

　蚊かの鳴くような声でボゥイが尋ねた。

「殺さつ処しよ分ぶんです」

　アサクラはそう訂てい正せいした。観念したようにボゥイは頭を垂れたままで言った。

「わかりました。それではこの場でお願いします。エージェントアーサー……」

　次の瞬間、会議室全体に怒声が響き渡った。

「アーサーだと！　貴様がエージェントアーサー、Ａ級エージェントのアーサーか!!」

　ランドゥである。怒りに任せて声を荒らげ、コートの下から『スパイダー』を取り出しアサクラことアーサーへ歩み寄る。

　アーサーは平然としてランドゥに答えた。

「あなたの言っているアーサーが誰かは知りませんが、Ａ級エージェントのアーサーは私しかいません」

「それだけで結構だ、死にやがれ！」













　ランドゥの行動はあまりにも唐とう突とつに思え、誰にも止める事はできなかった。ただサポートドロイドだけが、機械特有の単純な反応でランドゥとアーサーの間に立ち盾たてとなる。

『スパイダー』には先程のトレーラー襲撃で対物ブレットが装塡してある。通常なら人間相手には絶対に使わないものだ。しかしランドゥは全く躊躇を見せず、その引き金をアーサーへ向かって引いた。

　猛烈な炸裂音が続けざまに響き、盾となったサポートドロイドも思わず後あと退ずさる。跳ちよう弾だんが四方へ飛び始め、会議に出席していた皆は机や椅子の影に隠れた。

「おい、ランドゥくん。何があったのかわからんが、少し気を付けたまえ。ここは室内だ。跳弾がシャレにならん」

　さすがに戦争経験者というべきか。春川が落ち着いて机の影から頭を出してそう注意する。

「おいおい、ランドゥの旦那。そう切れるなって。周りに迷惑だろ」

　アサクラの口調になったアーサーがそう諭すがランドゥの耳には届かない。

「黙れ！　てめえが言えた義理か!!」

　もともとあまり弾数の多くないマガジンだ。すぐに弾切れになる。そしてランドゥにも再び対物ブレットを装塡しないだけの理性は残っていた。

「ＲＵＢＢＥＲ　ＢＵＬＬＥＴ」

　非殺傷弾の代表格であるラバーブレットを装塡する。もっともこれも至近距離で命中すれば、死亡する可能性があるのは言うまでもない。そしてランドゥとアーサーはその至近距離にいるのだ。

「ロボットの影に隠れてるんじゃねえ！　出てこい、アーサー！」

「落ち着けよ、おっさん！」

「ランドゥ、ここは室内だ。無茶はするな！」

　達哉と立花の声もランドゥには届かぬようだ。その中で春川と共に比較的落ち着いていたのは、一度は死を覚悟していたボゥイだ。

　頭上で何か軋む音がする。天井からコンクリートの砕片と思われる粉が舞い落ちてきた。何気なく見上げたボゥイはそれに気付いて叫んだ。

「危ない、天井から窓の梁が落ちてくるぞ！」

　先程、ボゥイが銃で撃ち抜き、達哉と立花を会議室の床へ落としたあの天窓だ。その窓枠が、今のランドゥの銃撃による跳弾か、あるいはその音だけで緩んだのか。床へ落ちてきたのだ。それも人の身体ほどの大きなものだ。

　ハッとして見上げた達哉は、落ちてくる窓枠の真下に誰かがいる事に気付いた。

　ほのかだ！













　何かを考えるいとまもなく身体が動いていた。達哉はほのかへ向かって駆け寄る。

　そしてあの現象が発生した。生命の危険に際して起きる、時間感覚の加速。一秒が十数秒にも感じるあの現象だ。しかし時間感覚が加速するだけで、身体の動きはままならない。それだけに余計にもどかしさを感じる。

　頭上を見上げ怯おびえの表情を浮かべるほのか。ゆっくりと落ちてくる窓枠。そして遅々として前に進まぬ自分の足。

　くそ、もっと早く！　もっと早く走れ、俺!!　ヒーロー属性はどうした!!

　自分を叱しつ責せきしたところでどうにもならない。ただ無心に走る事しかできないのだ。達哉はあと少しのところでほのかに向かってジャンプした。いざとなった場合、自分が身を挺ていして窓枠を受け止めるつもりだったのだ。

　達哉がほのかに覆い被さったその瞬間だ。二人と落ちてくる窓枠の間に何かが飛び込んできた。

　がしゃんという音と共に窓枠が床に落ちる。達哉の時間感覚加速も、その瞬間、あっけなく消え去った。

「な、なんだ？」

　ほのかをだき抱えた達哉は、何が起きたかわからず目を丸くするだけ。

「あ～～、痛ぇな。くそッ！」

　そう言いながら立ち上がるのはランドゥだった。ランドゥが咄とつ嗟さに窓枠に体当たりしてくれたらしい。見る間に額と手、そして切れたコートの間から覗く二の腕から血が噴ふき出す。

「ランドゥ、血！　血!!」

　駆け寄ってきた立花が青ざめた顔で騒ぐが、何もできずに右往左往するのが精一杯だ。

「これくらいじゃ死にやしねえよ。むしろラッキーだったぜ、この程度で」

「僕に感謝して欲しいな。ランドゥの旦那」

　アサクラの口調に戻ったアーサーがそう言った。その手には愛用の鞭むち。そして落ちてきた窓枠は不自然な位置に弾はじき飛ばされている。どうやらランドゥに激突する刹せつ那な、アーサーが鞭で大きな破片を弾いたようだ。

「感謝はしねえぞ、アーサー。お前には聞いておかなきゃならん事がある」

「おやおや、少し血が抜けて冷静になったかな」

　詰め寄るランドゥを茶化すアーサーにボゥイが叫んだ。

「エージェントアーサー。外を見てください！」

　会議室の窓を指さしてボゥイが叫んだ。

「逆転移現象です！　学園都市が元の世界へ戻ろうとしています!!」

「何だって!?」

　アーサー、そしてランドゥや達哉、立花たちも窓に駆け寄る。確かに学園都市の周辺には、転移してきた時と同じ竜巻の壁ができつつあった。

「このタイミングで逆転移？　すると君たち二人のうちどちからが……。いや、今はそれどころじゃない」

　一時、達哉とほのかへ視線を送ったアーサーはすぐに窓の外へ向き直る。

「学園都市の住民は元の世界へ戻る事になるが、これでは僕らは別の世界へ放り出される事になる。君はもちろん、いまこの都市の中にいるハウンドも同様だ」

「そ、そんな。お爺さま……」

　立花が震える。その一方で柴原たちは盛り上がっていた。

「おい、見ろよ。スカイツリーだぜ！」

　確かに竜巻の壁を透かして東京スカイツリーの影が見え隠れしている。

「まずい、まずいぞ。これは……」

「ああ、そうだね。どうやらもめてる場合ではなさそうだ」

　ランドゥとアーサーのトラブルはどうやら棚上げにされそうな気配だ。

「エージェントボゥイ、君の処分は保留だ。情報収集をお願いする」

「え、あ……。はい、承知しました」

　出し抜けにアーサーからそう言われ、一時は躊躇したものの、長年の習慣が勝ちボゥイは反射的に返答してしまう。

「サポートドロイド、非優先コマンドのみをＢランク解放。お願いします、ボゥイ」

「はい。外部の調査を行う。二体、ついてこい」

　そう言うとボゥイはサポートドロイドを二体引き連れ会議室を出ていった。

「達哉、あれ！」

　ほのかがそれに気付いて空を指さす。ランドゥや立花、アーサーたちとは違い、学園都市側の人間は元の世界へ戻れる可能性が出てきたとあってみな浮かれた表情だ。無論、ほのかも例外ではない。

　しかし達哉は何か引っかかりを覚えていた。同じ理由かどうかはわからないが、春川もいささか冴えない顔で学園都市の周囲を包む竜巻の壁を見つめている。

　ほのかが指さすものへ目をやるタイミングが少し遅れた。達哉より先にランドゥが空を見上げる。それを達哉が確認すると同時にランドゥは言った。

「ありゃあ、ジャンボジェットか？」

　羽田空港が近いという事もあり、元から湾岸学園都市集合体の周囲には大型旅客機が飛び交っている。退役直前のジャンボジェットもその例外ではない。

　先程、柴原が東京スカイツリーの名を口にしてもランドゥは興味を示さなかった。ではなぜジャンボジェットの名前を知っているのだ？

「おっさん、ジャンボジェット知ってるの？」

　驚き尋ねる達哉に、ランドゥの方が戸惑う。

「え、あぁ……。どうやらあの飛行機の名前は覚えていたようだな」








　あとがき




　初めての皆みなさまには、初めまして。お待たせしてしまった皆さんには、お久しぶりです。

　庄しよう司じ 卓たかしでございます。

　そんなわけで企画名『オヤジアクション』こと、『パッチワーク！ワンダーランド』一巻をお届けいたします。




　これまでファミ通文庫では『トゥインクル☆スターシップ』『命めいじて！服ふく従じゆうフロイライン』といったシリーズを刊行させていただきましたが、今回はこれまでの作品とはいささか毛け色いろが異ことなり、割と冒ぼう険けん浪ろ漫まん風に行ってみました。

　まぁこの作品、当初の企画段階ではスペースオペラだったのですよね。それも本来のスペースオペラのニュアンスに近い、宇宙活かつ劇げきものを考えておりました。

　オヤジキャラがメインを張っているのもその名残なごりですね。本場のスペースオペラは、割とオヤジ主人公というものも多いですから。

　しかし宇宙物が苦手という読者も多く、また宇宙物をいくつも続けると、こちらとしてもネタが厳しくなってくるので方針転換。

　ご存じのようにスペースオペラは西せい部ぶ劇げき（ホースオペラ）から生まれた言葉。ならばスペースオペラとして作った設定を、そのまま地上へ持ってきてしまえばいいじゃないか。

　ホースオペラを宇宙に持っていったのがスペースオペラなら、それをまた地上へ戻すという言わば逆輸入展開。

　機械翻ほん訳やくで「日本語」→「英語」→「日本語」と翻訳していくと、意味が通っているんだかいないんだかわからない、妙みようちきりんな言葉になるじゃないですか。

　あのような変なノリを出せないだろうかという考えもありました。




　そしてもう一つ、そんな妙ちきりんな世界で冒険談となると思い浮かぶのが、所謂いわゆる「日につ活かつ無む国こく籍せきアクション」。昭和三十年代に日活映画で制作されたアクション映画を指さします。

　舞台は日本、登場人物もすべて日本人俳優が演じ、名前や地名も日本。しかしストーリーはどう見ても西部劇風の勧かん善ぜん懲ちよう悪あく。西部劇というだけあって、もちろんガンアクションもある。

　一体全体、どこが舞台なんだ！　という事で無国籍アクションと言われているようです。

　小こ林ばやし旭あきらの『渡り鳥シリーズ』などが代表的な作品とされています。

　まぁ私も映画館で見たことはないですが、ＣＡＴＶで見たりすると、どう反応していいのか困ります（笑）。

　だってどう見ても日本の港町に颯さつ爽そうと馬に乗って現あらわれるんですから。

　今いま風ふうに言うとキムタクや水みず嶋しまヒロが、横浜の港みなとの見みえる丘おか公こう園えんに、馬に乗って現れるシーンを想像していただけると、そのシュールさがわかるかと思います。

　そして始まる銃じゆう撃げき戦せんとお約束の展開。

　以前からなんとかこのような何でもありな世界を再現できないかと思っていたのですよね。

　今回はそれにも挑戦したいと思っております。




　西部劇がホースオペラ、宇宙活劇がスペースオペラ、そして日活無国籍アクション。

　さて、それらをごちゃまぜにしてできたこの作品、敢あえてジャンル分けするのならタイトル通り「パッチワークオペラ」という事になるでしょうか。

　どうにも私は、この手のごちゃ混まぜでキッチュな世界というのが好きなようです。

　映画だと色々と制約がありますが、小説だと自由に話を展開させていけます。今回は昔の日本風の都市が主な舞台でしたが、先々、様さま々ざまな背景を持つ都市を出していきたいと思っております。




　これ以降の展開ですが、テンポよくさくさくっと進めていきたいと思っております。次の巻も一巻と同様、間にブリッジが入る三話構成を考えています。

　二巻はすでにプロット作業に入っておりますので、なるべく早い機会にお届けできればと思います。




　そんなわけでしばらくの間、オヤジ、馬ば鹿か野や郎ろう、お子様のデコボコトリオの旅路に付き合っていただければと思います。




　最後になりましたが、イラストのマニャ子さま。イメージの摑つかみにくい作品だったと思いますが、美び麗れいなイラストに仕上げてくださり深く感謝いたします。




　それでは第二巻でお会いしましょう。
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